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鳥取市水道局

P.   3

<  概  要  >

（新設浄水処理設備）

　　紫外線照射装置　　最大100m3/日　    　　　　　　　　　 １台

　　炭酸ガス注入装置　4.8～71.3g/h　    　　　　　　　　　 １台

　　付帯管路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １式

（浄水棟）

　　浄水処理室　　　　RC造　　29.3　m2（建築面積）　　　   １棟

    吸排気設備　      有圧換気扇　780m3/h　　　　　　　　　２台

（新設構造物）

　　防護柵　　　　　　フェンス　　　　　　　   　　　　　L=51.5m

　　舗装　　　　　　　アスファルト舗装　    　　　　　　 A=199m2

　　排水路　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式

（新設管）

　　新設導水管　　　　HPPE φ50　　　　　　　　　　　　　L=19.2m

　　新設送水管　　　　HPPE φ50　　　　　　　　　　　　　L=12.8m

（廃止構造物）

　　防護柵　　　　　　フェンス　　　　　 　　　　　　　　L=31.4m

（廃止管）

　　廃止送水管　　　　PP 　φ40　　                  　　L=51.0m

　　廃止仕切弁　　　　PP　 φ40　　                     　１基

<  備  考  >

【積算基準（歩掛・経費）】



(0733200052-0)      

鳥取市水道局

P.   4

<  備  考  >

　下水道協会　下水道用設計標準歩掛用-ポンプ場・処理場-（令和６年度版）

　国土交通省　土木工事標準積算基準書（電気通信編）　　（令和６年度版）

　鳥取県総務部　営繕工事標準単価　　　　　　　　　　　（令和７年４月）

　＊建築工の数量は参考数量。



項       目 内       容 項       目 内       容

 積   算   情   報   表
(0733200052-0) P.   5      

鳥取市水道局

積算区分 実施

変更回数 当初

積算基準ﾊﾟﾀｰﾝ 47:令和6年度厚労省基準(R6.7適用)（消費税10％）

設計年度 令和07年度

単価適用地区 02 国府町（成器、大茅）

単価適用日付 令和07年05月15日（03）

適用率 03 構造物工事（浄水場等）

前払金支出割合区分 ３５％を超え４０％以下

共通仮設費補正 補正しない

週休2日補正 1：４週８休以上

(週休2日)交替制工事 なし

(週休2日)共通仮設費係数 1.04

(週休2日)現場管理費係数 1.06

(週休2日)機械経費係数 1.04

(週休2日)労務単価係数 1.05

(週休2日)市場単価係数 適用する

現場環境改善費 計上しない

現場環境改善費地域

現場管理地域補正 補正しない

熱中症対策補正 なし

契約保証費率 金銭的保証

豪雪補正 補正有



費 目 工     種 種    別 細    別 規     格 単位 数    量 単   価 金    額 摘      要

 本  工  事  内  訳  表

(0733200052-0)      

鳥取市水道局

P.   6

直接工事費 式       1     

共通仮設費 式       1     

対象外費 式       1     

桁等購入費 式       1     

現場発生品 式       1     

管材費 式       1     

処分費等 式       1     

処分費等対象額 式       1     

処分費等 (3%超過
分)             式       1     

対象額 式       1     



費 目 工     種 種    別 細    別 規     格 単位 数    量 単   価 金    額 摘      要

 本  工  事  内  訳  表

(0733200052-0)      

鳥取市水道局

P.   7

率計算分 式       1     

技術管理費 式       1     第8号内訳書

純工事費 式       1     

現場管理費 式       1     

対象外費 式       1     

対象額 式       1     

率計算分 式       1     

工事原価 式       1     

一般管理費等 式       1     

一般管理費 式       1     



費 目 工     種 種    別 細    別 規     格 単位 数    量 単   価 金    額 摘      要

 本  工  事  内  訳  表

(0733200052-0)      

鳥取市水道局

P.   8

対象額 式       1     

率計算分 式       1     

契約保証費 式       1     

工事価格 式       1     

消費税等相当額 式       1     

本工事費 式       1     



費 目 工     種 種    別 細    別 規     格 単位 数    量 単   価 金    額 摘      要

 本  工  事  内  訳  表

(0733200052-0)      

鳥取市水道局

P.   9

紫外線照射装置、炭酸ガス注
機械設備工 入装置 式       1     第1号内訳書

浄水処理室　RC造,建築面積:
建築工 29.3m2 式       1     第2号内訳書

排水構造物、防護柵,φ200,φ
場内整備工 100                 式       1     第3号内訳書

場内配管工 HPPE,φ50 式       1     第4号内訳書

場外配管工 HPPE,φ50 式       1     第5号内訳書

撤去工 式       1     第6号内訳書

合  計



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の1

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  10(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

材  料 小  計 式       1     

屋内ユニット型、付属品含む（除湿器、制御盤） （材工共）予備品含（ﾗﾝﾌﾟｽﾘｰﾌﾞ、紫外線ﾗﾝﾌ
  紫外線照射装置 最大100m3/日 台       1     ,[共通×]桁等購入費等

流量自動制御式、付属品含む（制御盤） (材工共)炭酸ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ切替器付き(減圧機構・
  炭酸ガス注入装置 4.8～71.3ｇ/ｈ(2.45～36.3NL/ｈ) 台       1     [共通×]桁等購入費等                    

ガス容器収納庫　多雪地域仕様
  ガスボンベ保管庫 50キロ容器2本 台       1     [共通×]桁等購入費等

低騒音型、付属品含む（電動式ｼｬｯﾀｰ、ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（SUS防虫網付）、不燃枠） 湿度ｾﾝｻｰ、ｹｰﾌﾞﾙ10m、温湿度ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾗ含む,
  有圧換気扇(排気形) 羽根径20ｃｍ　780m3/h 台       1     [共通×]桁等購入費等

低騒音型、付属品含む(電動式ｼｬｯﾀｰ、ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS防虫網付)、不燃枠)
  有圧換気扇(給気形) 羽根径20ｃｍ　780m3/h 台       1     [共通×]桁等購入費等

ガスボンベ、有圧換気扇
労務費（機器設置工） 小  計 式       1     

  設備機械工 人       1     4週8休

  ダクト工 人       1     4週8休

材　料（炭酸ガス注入管） 小  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の2

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  11(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

SUS
  配管用SUS鋼管 8A　L=4000 本       1.2   

SUS
  ねじ込み管継手SUSエルボ 8A×90° 個       7     

  ねじ込み管継手SUSユニオン SUS
                           8A 個       2     

SUS
  SUSボールバルブ 8A 基       2     

  ねじ込み管継手SUS径違いニ SUS
  ップル                   32A×15A 個       1     

  ねじ込み管継手SUS径違いエ SUS
  ルボ                     15A×8A 個       1     

  ねじ込み管継手SUSニップル SUS
                           8A 個       1     

ＨＰＰＥ用
  空気弁用サドルバンド φ50×32A 個       1     

（ガス管床配管部）
  支持金具 SUS304 箇所       2     

（壁配管部）
  支持金具 SUS304 箇所       3     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の3

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  12(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

布  設（炭酸ガス注入管） 小  計 式       1     

鋼管
  小口径管布設(人力)据付工 呼び径13mm ｍ       4.8   第12号単価表

鋼管
  継手工 呼び径13mm 箇所      12     第13号単価表

鋼管
  継手工 呼び径13mm 箇所       1     第13号単価表

鋼管
  継手工 呼び径30mm 箇所       0.5   第14号単価表

鋼管用 止水栓のみ
  止水栓取付け工 呼び径13mm 箇所       2     第15号単価表

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
  ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 配水管呼び径50mm 給水管呼び径25mm 箇所       1     第16号単価表

安全設備､架台類
  機器等据付工(第7類) 質量0.0014t 台       2     第17号単価表,支持金具

安全設備､架台類
  機器等据付工(第7類) 質量0.0006t 台       3     第18号単価表,支持金具

材  料（サンプリング管） 小  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の4

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  13(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

（１種）
  ポリエチレン管 φ１３ ｍ       5.8   (JIS K 6762),管材費

ＨＰＰＥ用
  鋳鉄サドル分水栓 φ５０×φ２０ 個       2     管材費

  コア一体型メーター用ソケ ＰＰ用
  ット φ２０×１３Ｐ 個       2     管材費

  コア一体型メーター用ソケ ＰＰ用
  ット φ１３ 個       3     管材費

（伸縮型）
  不凍伸縮式立水栓 G3/4、H=500 個       2     管材費

SUS
  立水栓用給水栓ボックス 270×220×200 個       2     

ＰＰ
  コア一体型チーズ φ13×13 個       1     管材費

  ボール弁 φ１３ 基       1     管材費

  ＨⅠシモク付ガイドナット φ１３ 個       1     管材費

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ２０ ｍ       0.6   水道用(JIS K 6742),管材費



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の5

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  14(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ２０ ｍ       0.6   水道用(JIS K 6742)さや管

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ２５ ｍ       0.6   水道用(JIS K 6742),管材費

ＨＩ
  エルボ φ２０ 個       2     管材費

ＨＩ
  エルボ φ２５ 個       2     管材費

ＨＩ
  径違いソケット φ２０×φ１３ 個       1     管材費

布  設（サンプリング管） 小  計 式       1     

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 呼び径13mm ｍ       5.8   第19号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径13mm 口       8     第20号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 呼び径13mm 口       4     第21号単価表

ネジ
  継手工 呼び径20mm 口       2     第22号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の6

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  15(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ネジ
  継手工 呼び径13mm 口       3     第23号単価表

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
  ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 配水管呼び径50mm 給水管呼び径25mm 箇所       2     第16号単価表

PP用 止水栓のみ
  止水栓取付け工 呼び径13mm 箇所       3     第24号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径20mm 口       5     第25号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径25mm 口       2     第26号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径13mm 口       1     第27号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径20mm 口       2     第28号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径25mm 口       2     第29号単価表

  管明示ｼｰﾄ工 ｍ       5.8   第30号単価表

土  工（機械設備土工） 小  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機械設備工 1式当たり内訳書
第1号の7

紫外線照射装置、炭酸ガス注入装置

     

鳥取市水道局

P.  16(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       2     第31号単価表

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
  土砂等運搬 DID区間無し  距離35.0km以下(19.0km超) m3       2     第32号単価表

地山
  建設残土処分料 有富 ｍ３       2     処分費,中央建設㈱

ﾀﾝﾊﾟ締固め 購入土 (山土 CBR≧12)
  管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       2     第33号単価表

粒度調整砕石 M-40
  路盤工 施工幅1.8m未満 t=0.2ｍ(2層) ㎡       4     第34号単価表

砕石の厚さ20.0cmを超え22.5cm以下
  基礎砕石 RC-40 m2       0.08  第35号単価表

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の1

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  17(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

直接仮設 式       1     

小規模
  やり方 m2      29.3   

小規模　RC・SRC造
  墨出し 地上階 ㎡      29.3   

小規模　RC・SRC造
  養生 地上階 m2      29.3   

小規模　RC・SRC造
  整理清掃後片づけ 地上階 m2      29.3   

建枠900*1700　布枠500+240
  外部足場 12ｍ未満　期間3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共 架㎡     119     第1号単価表

  安全手すり（手すり先行方 枠組本足場用
  式） 3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共 ｍ      30     第2号単価表

  内部躯体足場（手すり先行 鉄筋・型枠足場　階高5.0mm未満
  方式） 1ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共 m2      29.3   第3号単価表

  内部仕上足場（簡易型移動 階高4.0mm超5.0mm未満(2段)
  式足場） 期間15日程度、掛払い・損料・基本料共 台       1     第4号単価表

防炎1類
  ネット養生シート張 3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共 架㎡     119     第5号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の2

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  18(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  仮設材運搬 式       1     第6号単価表

土工事・地業 式       1     

小規模土工
  根切り m3      30.7   

つぼ、布堀り
  床付け m2      32.3   

積み込み共　H300程度
  すき取り m3       3.5   

発生土
  埋戻し（B種） 小規模 m3      18.2   

DT4t積級　BH0.28m3　土砂
  建設発生土運搬 DID区間無し 35.0km以下 m3      16.1   

地山
  建設残土処分料 中央建設 ｍ３      16.1   処分費

  砂利地業（再生材） m3       4.3   

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚0.15
  床下防湿層敷き m2      33     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の3

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  19(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 式       1     

捨てコン
  生コンクリート FC=18N/㎜2　S-15 ｍ3       0.7   

基礎コン
  普通コンクリート FC=27N/㎜2　S-15 粗骨材20 JIS A5308 ｍ3       5.4   

土間スラブコン
  生コンクリート FC=24N/㎜2　S-15 ｍ3       7.7   

上部躯体コン
  普通コンクリート FC=27N/㎜2　S-18 粗骨材20 JIS A5308 ｍ3      15.1   

屋根スラブコン
  普通コンクリート FC=27N/㎜2　S-18 粗骨材20 JIS A5308 ｍ3       6.8   

押え保護コン
  生コンクリート FC=24N/㎜2　S-15 ｍ3       3.6   

嵩上げコン
  生コンクリート FC=24N/㎜2　S-15 ｍ3       4     

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ/人力打設
  コンクリート打設手間 S15～S18 m3       0.7   

基礎部/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回未満　S15～S18 m3       5.4   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の4

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  20(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

土間/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回程度　S15～S18 m3       7.7   

躯体/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回未満　S15～S18 m3      15.1   

躯体（屋根）/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回未満　S15～S18 m3       6.7   

防水保護/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回程度　S15～S18 m3       3.6   

嵩上げ/ポンプ打設
  コンクリート打設手間 50m3/回程度　S15～S18 m3       4     

30ｍ3以上50ｍ3/回未満
  コンクリートポンプ圧送 基本料金別途加算 m3      26.3   

  コンクリートポンプ圧送基 30ｍ3以上50ｍ3/回未満
  本料金 回       5     

型枠工事 式       1     

普通合板型枠
  型枠 基礎部 m2      11.1   

打放合板型枠B種/ラーメン構造
  型枠 基礎部 m2      23.2   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の5

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  21(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

打放合板型枠B種/ラーメン構造
  型枠 地上軸部　階高3.5～4.0m程度 m2     206     

4ｔ車/30ｋｍ程度/往復
  型枠運搬費 m2     241     

B種　コーン処理　部分目違いばらい
  打放し面補修 m2     230     

打継目地　幅20X深さ20程度
  型枠目地棒 ｍ     114     

鉄筋工事 式       1     

  鉄筋コンクリート用異形棒 JIS　G3112　SD295　D10
  鋼 ｔ       1.4   

  鉄筋コンクリート用異形棒 JIS　G3112　SD295　D13
  鋼 ｔ       1.4   

  鉄筋コンクリート用異形棒 JIS　G3112　SD295　D16
  鋼 ｔ       0.2   

RCラーメン構造
  鉄筋加工組立 階高3.5～4.0m程度　形状単純 ｔ       2.9   

4ｔ車　30ｋｍ程度
  鉄筋運搬費 ｔ       2.9   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の6

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  22(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  スクラップ　鉄 ヘビーH2 t       0.1   [全部×]現場発生品等･経費込費用

径6.0　100X100
  溶接金網敷 m2      65.2   

防水工事 式       1     

AI-2(保護密着断熱)
  アスファルト防水 平場　絶縁シート含　押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ3種bAｽｷﾝ付 m2      36     

A-2
  アスファルト防水 平場　絶縁シート含　非断熱部分 m2       7.9   

成形伸縮目地材　25X80
  伸縮目地 付着層タイプ ｍ      45.9   

コンクリート目地(ﾉﾝﾜｰｷﾝｸﾞ)
  シーリング ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)　幅20～25以下 ｍ      65.1   

建具枠周囲(ﾉﾝﾜｰｷﾝｸﾞ)
  シーリング 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　幅15～20以下 ｍ       8.2   

一般部(ﾜｰｷﾝｸﾞ)
  シーリング 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　幅15～20以下 ｍ      30.5   

金属工事 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の7

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  23(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

厚2mm・W25+50xH115+55mm
  ステンレス押え金物 SUSボルト止・頭部ｼｰﾘﾝｸﾞ・裏側溶接共 ｍ      19.5   （材工共）

厚2mm・W25+100xH85+55mm
  ステンレス押え金物 SUSボルト止・頭部ｼｰﾘﾝｸﾞ・裏側溶接共 ｍ       7.8   （材工共）

厚2mm・W200xH40mm
  ステンレス軒先水切金物 オールプラグ止め ｍ      19.5   （材工共）

厚2mm・W250xH40mm
  ステンレス軒先水切金物 オールプラグ止め ｍ       7.8   （材工共）

厚2mm・W80xL200mm
  ステンレスジョイント裏板 ヶ所       7     （材工共）

厚2mm・W80xL250mm
  ステンレスジョイント裏板 ヶ所       3     （材工共）

30kN用・SUS304
  埋込み吊りフック ヶ所       1     （材工共）

10kN用・SUS304
  埋込み吊りフック ヶ所       1     （材工共）

左官工事 式       1     

薄物仕上げ
  床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ ｍ2      97.1   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の8

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  24(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

外部建具
  建具周囲モルタル詰め ｍ      11.4   

耐薬品高強度エポキシ塗床材
  塗床材 厚0.15mm m2      23     

金属建具工事 式       1     

W1,700×H2,400
  AD-1　両開き框戸 式       1     取付調整費、運搬費等含

吹付工事 式       1     

凸凹模様
  防水形複層塗材RE吹付 下地調整費(C-1)共 m2      74.2   

ｺﾝｸﾘｰﾄ面　砂壁状
  外装塗薄材E吹付 下地調整費(C-1)共 m2      14.1   

雑工事 式       1     

10型・蓄圧式
  消火器(ABC粉末) 3.0ｋｇ 本       1     

ｽﾁｰﾙ製
  消火器格納箱 600×235×170 個       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

建築工 1式当たり内訳書
第2号の9

浄水処理室　RC造
建築面積:29.3m2

     

鳥取市水道局

P.  25(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ＳＵＳ製
  門標 Ｈ２５０×Ｗ８００ 個       1     （材工共）

  床排水トラップ T5A-50A 個       1     

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内整備工 1式当たり内訳書
第3号の1

排水構造物、防護柵
φ200,φ100

     

鳥取市水道局

P.  26(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

土  工 小  計 式       1     

  ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3      40     第31号単価表

ﾀﾝﾊﾟ締固め 発生土
  管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3      30     第36号単価表

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
  土砂等運搬 DID区間無し  距離35.0km以下(19.0km超) m3       9     第32号単価表

地山
  建設残土処分料 有富 ｍ３       9     処分費,中央建設㈱

布  設（排水構造物工） 小  計 式       1     

鉄筋コンクリートU形(JIS_A_5372)
  U型側溝 300B[300×300×600] m      26     第7号単価表

  鋼製グレーチング 歩道用(300) 枚      13     

  硬質ポリ塩化ビニル管 VUφ200×4000 ｍ       8.5   

  硬質ポリ塩化ビニル管 VUφ100×4000 ｍ       1.4   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内整備工 1式当たり内訳書
第3号の2

排水構造物、防護柵
φ200,φ100

     

鳥取市水道局

P.  27(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

VU
  VUソケット φ200 個       2     

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径200mm ｍ       8.5   第37号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径100mm ｍ       1.4   第38号単価表

1箇所(2口)当たり
  TS継手工 呼び径200mm 箇所       2     第39号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径200mm 口       1     第40号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径100mm 口       1     第41号単価表

  3-1号集水桝（B500-L500-H
  500） 箇所       1     第8号単価表

  3-2号集水桝（B500-L500-H
  750） 箇所       1     第9号単価表

舗装工 小  計 式       1     

平均幅員3.0m超
  表層(車道・路肩部) 1層当り平均仕上厚50mm m2     199     第42号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内整備工 1式当たり内訳書
第3号の3

排水構造物、防護柵
φ200,φ100

     

鳥取市水道局

P.  28(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

施工幅1.8m以上
  不陸整正工 補足材無し　 ㎡     199     第43号単価表

粒度調整砕石 M-40
  路盤工 施工幅1.8m以上 t=0.15ｍ(1層) ㎡     167     第44号単価表

材  料（防護柵工） 小  計 式       1     

耐雪型、外忍び付き
  ネットフェンス H=1800、2mスパン ｍ      52     

  ネットフェンスコーナー加
  算 H=1800 箇所       4     

耐雪型
  両開き門扉 Ｈ1800×Ｗ4000 箇所       1     

真鍮製
  シリンダー南京錠 サイズ50mm 個       1     

布  設（防護柵工） 小  計 式       1     

基礎ブロック
  金網・支柱(立入防止柵) 支柱間隔2m m      52     第45号単価表

基礎ブロック 金網柵
  基礎ブロック,鋼管基礎 基礎砕石有り(t=10cm) 基      25     第46号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内整備工 1式当たり内訳書
第3号の4

排水構造物、防護柵
φ200,φ100

     

鳥取市水道局

P.  29(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

両開き
  門扉 基       1     第47号単価表

基礎ブロック 門扉
  基礎ブロック,鋼管基礎 基礎砕石有り(t=10cm) 基       2     第48号単価表

基礎ブロック 門扉
  基礎ブロック,鋼管基礎 基礎砕石有り(t=10cm) 基       3     第49号単価表

雑  工 小  計 式       1     

  嵩上げコンクリート ｍ      12.4   第7号内訳書

C種(150×150×600)
  地先境界ブロック 設置 RC-40 養生工無し m      10.9   第50号単価表

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の1

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  30(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

材  料（導水管） 小  計 式       1     

受口付　ＨＰＰＥ
  水道配水用ポリエチレン管 φ５０×５０００ 本       1     (JWWA K 144),管材費

  水道配水用ポリエチレン管 ＨＰＰＥ
  　甲切管 φ５０ 本       3     (JWWA K 144),管材費

  水道配水用ポリエチレン管 ＨＰＰＥ
  　乙切管 φ５０ 本       3     (JWWA K 144),管材費

ＨＰＰＥ
  ＥＦソケット φ５０ 個       1     (JWWA K 145)

ＨＰＰＥ
  片受ベンド φ５０×９０° 個       3     (JWWA K 145),管材費

ＨＰＰＥ
  両受ベンド φ５０×９０° 個       2     (JWWA K 145),管材費

ＧＦ形　ＦＣＤ製
  ＥＦフランジ φ７５ 個       1     (JWWA K 145参考品),管材費

伸縮可とう離脱防止継手
  ＨＰＰＥ×ＶＰ用ソケット φ５０×φ４０ 個       1     ｲﾝﾅｰｺｱ含む,管材費

  サドル分水栓用防食フィル
  ム φ７５・１００×φ１３～２５ 個       0.5   



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の2

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  31(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ５０ ｍ       1.3   水道用(JIS K 6742),管材費

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ２０ ｍ       0.5   水道用(JIS K 6742),管材費

ＨＩ
  エルボ φ５０ 個       1     管材費

ＨＩ
  チーズ φ５０×φ２０ 個       1     管材費

ＨＩ
  チーズ φ２０×φ２０ 個       1     管材費

  メタル入り バルブソケット ＨＩ
  Ⅱ形                     φ２０ 個       1     管材費

  金属入給水栓用径違いソケ HIVP
  ット φ20×13 個       1     管材費

10K-RF
  HIフランジ φ50-10K(JIS) 個       2     管材費

Lポート
  樹脂製三方ボールバルブ φ50-10K 基       1     管材費

  横水栓 φ１３ 個       1     管材費



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の3

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  32(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

布  設（導水管） 小  計 式       1     

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 呼び径50mm 融着接合 ｍ      19.2   第51号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径50mm 融着継手 口       9     第52号単価表

ＳＫ（ＨＰＰＥ）
  継手工 呼び径50mm　ストップリングあり 口       1     第53号単価表

ＳＫ（ＶＰ）
  継手工 呼び径40mm　ストップリングあり 口       1     第54号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 呼び径50mm 口       6     第55号単価表

  ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 JWWA 10K 呼び径65mm以下 口       2     第56号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径50mm ｍ       1.3   第57号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径20mm ｍ       0.5   第58号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径50mm 口       9     第59号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の4

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  33(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

1口当たり
  TS継手工 呼び径20mm 口       6     第25号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径50mm 口       4     第60号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径20mm 口       3     第28号単価表

VP用 止水栓のみ
  止水栓取付け工 呼び径13mm 箇所       1     第61号単価表

  保温工事（機械・書庫・倉
  庫） 50A ｍ       1.3   

  保温工事（機械・書庫・倉
  庫） 20A ｍ       0.5   

  管明示テープ工（ポリエチ ＨＰＰＥ　φ５０
  レン管） ｍ      19.2   第62号単価表

  管明示ｼｰﾄ工 ｍ      18.1   第63号単価表

土  工（導水管） 小  計 式       1     

  ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       6     第31号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の5

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  34(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾀﾝﾊﾟ締固め 購入土 (山土 CBR≧12)
  管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       5     第33号単価表

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
  土砂等運搬 DID区間無し  距離35.0km以下(19.0km超) m3       6     第32号単価表

地山
  建設残土処分料 有富 ｍ３       6     処分費,中央建設㈱

粒度調整砕石 M-40
  路盤工 施工幅1.8m未満 t=0.2ｍ(2層) ㎡      11     第34号単価表

材  料（送水管） 小  計 式       1     

受口付　ＨＰＰＥ
  水道配水用ポリエチレン管 φ５０×５０００ 本       1     (JWWA K 144),管材費

  水道配水用ポリエチレン管 ＨＰＰＥ
  　甲切管 φ５０ 本       1     (JWWA K 144),管材費

  水道配水用ポリエチレン管 ＨＰＰＥ
  　乙切管 φ５０ 本       3     (JWWA K 144),管材費

ＨＰＰＥ
  ＥＦソケット φ５０ 個       1     (JWWA K 145)

ＨＰＰＥ
  片受ベンド φ５０×４５° 個       2     (JWWA K 145),管材費



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の6

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  35(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ＨＰＰＥ
  両受ベンド φ５０×９０° 個       4     (JWWA K 145),管材費

RＦ形　ＦＣＤ製
  フランジ φ50-10K（JIS） 個       1     接合材料含む(JWWA K 145参考品),管材費

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ５０ ｍ       0.9   水道用(JIS K 6742),管材費

ＨＩ
  チーズ φ５０×φ５０ 個       1     管材費

10K-RF
  HIフランジ φ50-10K(JIS) 個       2     管材費

  樹脂製ボールバルブ φ50-10K 基       1     管材費

（送水管床配管部）
  支持金具 SUS304 箇所       3     

布  設（送水管） 小  計 式       1     

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 呼び径50mm 融着接合 ｍ      11.8   第51号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径50mm 融着継手 口      12     第52号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の7

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  36(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 呼び径50mm 口       4     第55号単価表

  ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 JWWA 10K 呼び径65mm以下 口       2     第56号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径50mm ｍ       0.9   第57号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径50mm 口       7     第59号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径50mm 口       3     第60号単価表

  保温工事（機械・書庫・倉
  庫） 50A ｍ       2.9   

  管明示テープ工（ポリエチ ＨＰＰＥ　φ５０
  レン管） ｍ      11.8   第62号単価表

  管明示ｼｰﾄ工 ｍ       7.9   第63号単価表

安全設備､架台類
  機器等据付工(第7類) 質量0.002t 台       3     第64号単価表,支持金具

土  工（送水管） 小  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の8

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  37(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       3     第31号単価表

ﾀﾝﾊﾟ締固め 購入土 (山土 CBR≧12)
  管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) m3       2     第33号単価表

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
  土砂等運搬 DID区間無し  距離35.0km以下(19.0km超) m3       3     第32号単価表

地山
  建設残土処分料 有富 ｍ３       3     処分費,中央建設㈱

粒度調整砕石 M-40
  路盤工 施工幅1.8m未満 t=0.2ｍ(2層) ㎡       5     第34号単価表

材  料（排水管） 小  計 式       1     

VU
  硬質ポリ塩化ビニル管VU φ100×4000 ｍ       3.4   

ＨＩＶＰ
  耐衝撃性硬質塩化ビニル管 φ５０ ｍ       2.9   水道用(JIS K 6742)

VU
  VUエルボ φ100×90° 個       1     

VU
  VU大曲がりエルボ φ100×90° 個       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の9

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  38(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

VU
  VU大曲がりY φ100×90° 個       1     

DV
  DVエルボ φ50×90° 個       2     

DV
  DV大曲がりエルボ φ50×90° 個       1     

ＨＩ
  エルボ φ５０ 個       3     

  メタル入り バルブソケット ＨＩ
  Ⅱ形                     φ５０ 個       1     

DV排水用
  DVバルブソケット φ５０ 個       1     

10K-RF
  HIフランジ φ50-10K(JIS) 個       1     管材費

  VUインクリーザ φ1５０×１００ 個       2     

布　設（排水管） 小  計 式       1     

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径100mm ｍ       3.4   第38号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場内配管工 1式当たり内訳書
第4号の10

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  39(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 呼び径50mm ｍ       2.9   第57号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径100mm 口       8     第65号単価表

1口当たり
  TS継手工 呼び径50mm 口      16     第59号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径100mm 口       4     第41号単価表

  硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 呼び径50mm 口       4     第60号単価表

  ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 JWWA 10K 呼び径65mm以下 口       1     第56号単価表

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場外配管工 1式当たり内訳書
第5号の1

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  40(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

材  料（送水管） 小  計 式       1     

  水道配水用ポリエチレン管 ＨＰＰＥ (JWWA K 144)場内配管の残管 (JWWA K 144),
  　乙切管 φ５０ 本       1     管材費

φ５０　ＨＰＰＥ用
  メカニカル耐震継手 ＴＰＣ Ｇ ３０ 個       1     FCD製,HPPEｲﾝﾅｰｺｱ,付属品含む,管材費

伸縮可とう離脱防止継手
  ＨＰＰＥ×ＰＰ用ソケット φ５０×φ４０ 個       1     ｲﾝﾅｰｺｱ含む,管材費

  サドル分水栓用防食フィル
  ム φ７５・１００×φ１３～２５ 個       1     

布  設（送水管） 小  計 式       1     

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 呼び径50mm ｍ       1     第66号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 呼び径50mm 口       1     第55号単価表

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 呼び径40mm 口       2     第67号単価表

ＳＫ（ＨＰＰＥ）
  継手工 呼び径50mm　ストップリングあり 口       3     第53号単価表



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

場外配管工 1式当たり内訳書
第5号の2

HPPE
φ50

     

鳥取市水道局

P.  41(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ＳＫ（ＰＰ）
  継手工 呼び径40mm　ストップリングあり 口       1     第68号単価表

  管明示テープ工（ポリエチ ＨＰＰＥ　φ５０
  レン管） ｍ       1     第62号単価表

  管明示ｼｰﾄ工 ｍ       1     第63号単価表

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

撤去工 1式当たり内訳書
第6号の1

     

鳥取市水道局

P.  42(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

浄水場（防護柵撤去） 小  計 式       1     

  横断・転落防止柵撤去  ビ プレキャスト建込用
  ーム式・パネル式 ｍ      31.4   4週8休

  構造物とりこわし工(無筋構 機械施工
  造物)                    m3       0.2   第10号単価表

BH山積0.28m3  ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積
  ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)処理 DID区間無し 良好 運搬距離18.3km m3       0.2   第69号単価表

クレーン装置付BT2t級2.9t吊
  現場発生品及び支給品運搬 片道運搬距離31.5km以下(27.5km超) t       0.3   第70号単価表

コンクリート塊(無筋)
  再資源化施設受入費 岩美町浦富 ｔ       0.5   処分費,　          

  スクラップ　鉄 ヘビーH2 t       0.3   [全部×]現場発生品等･経費込費用

浄水場（送水管撤去） 小  計 式       1     

  既設ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管吊上げ積込み
                           呼び径40mm ｍ       1     第71号単価表

(キャップ)
  コア一体型パイプエンド φ４０ 個       2     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

撤去工 1式当たり内訳書
第6号の2

     

鳥取市水道局

P.  43(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径40mm 口       2     第72号単価表

第73号単価表,鉄蓋設置含む 基礎砕石ﾊﾞｯｸﾎｳ
  仕切弁ボックス撤去工 青銅製仕切弁φ25～50　土被りH=700 箇所       1     規格排対2次　山積0.28m3

弁
  撤去工 呼び径40mm 箇所       1     第74号単価表,ネジ継手撤去２口含む

PP
  管撤去工 φ40 ｍ      50     第75号単価表,形式撤去

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

嵩上げコンクリート 1ｍ当たり内訳書
第7号

     

鳥取市水道局

P.  44(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

小型構造物 18-8-40BB
コンクリート 人力打設 m3       0.1   第88号単価表

一般型枠
型枠 小型構造物 m2       2     第89号単価表

SD295_D13
鉄筋工 一般構造物 [規]10t未満 t       0.007 第11号単価表

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

技術管理費 1式当たり内訳書
第8号

     

鳥取市水道局

P.  45(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

平板載荷試験 50kN以内 箇所       1     

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

外部足場 1架㎡当たり単価表
第1号

建枠900*1700　布枠500+240
12ｍ未満　期間3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共

     

鳥取市水道局

P.  46(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

枠組本足場（手すり先行方式 建枠900*1700　布枠500+240
） 掛払い手間、12ｍ未満 m2       1     

枠組本足場（手すり先行方式 建枠900*1700　布枠500+240
） 供用1日賃料　修理費含む　12ｍ未満 m2      90     在置日数90日

枠組本足場（手すり先行方式 建枠900*1700　布枠500+240
） 基本料　修理費含む　12ｍ未満 m2       1     

合  計 架㎡       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

安全手すり（手すり先行方式） 1ｍ当たり単価表
第2号

枠組本足場用
3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共

     

鳥取市水道局

P.  47(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

安全手すり（手すり先行方式 枠組本足場用
） 掛払い手間 ｍ       1     

安全手すり（手すり先行方式 枠組本足場用
） 供用1日賃料　修理費含む ｍ      90     在置日数90日

安全手すり（手すり先行方式 枠組本足場用
） 基本料　修理費含む ｍ       1     

合  計 ｍ       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

内部躯体足場（手すり先行方式） 1m2当たり単価表
第3号

鉄筋・型枠足場　階高5.0mm未満
1ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共

     

鳥取市水道局

P.  48(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

内部躯体足場（手すり先行方 掛払い手間
式） 鉄筋･型枠足場　階高4.0ｍ超5.0mm未満 m2       1     

内部躯体足場（手すり先行方 供用1日賃料　修理費含む
式） 鉄筋･型枠足場　階高4.0ｍ超5.0mm未満 m2      30     在置日数30日

内部躯体足場（手すり先行方 基本料　修理費含む
式） 鉄筋･型枠足場　階高4.0ｍ超5.0mm未満　平家用 m2       1     

合  計 m2       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

内部仕上足場（簡易型移動式足場） 1台当たり単価表
第4号

階高4.0mm超5.0mm未満(2段)
期間15日程度、掛払い・損料・基本料共

     

鳥取市水道局

P.  49(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

内部仕上足場（簡易型移動式 掛払い手間
足場） 階高4.0ｍ超5.0mm未満 m2       2.3   

内部仕上足場（簡易型移動式 供用1日賃料　修理費含む
足場） 鉄筋･型枠足場　階高4.0ｍ超5.0mm未満 m2      33.8   在置日数15日

内部仕上足場（簡易型移動式 基本料　修理費含む
足場） 階高4.0ｍ超5.0mm未満　平家用 m2       2.3   

合  計 台       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ネット養生シート張 1架㎡当たり単価表
第5号

防炎1類
3ヶ月程度、掛払い・損料・基本料共

     

鳥取市水道局

P.  50(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

防炎1類
ネット養生シート張り 掛払い手間 m2       1     

防炎1類
ネット養生シート張り 供用1日賃料　修理費含む m2      90     在置日数90日

防炎1類
ネット養生シート張り 基本料　修理費含む m2       1     

合  計 架㎡       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

仮設材運搬 1式当たり単価表
第6号

     

鳥取市水道局

P.  51(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

枠組本足場(手すり先行方式)
仮設材運搬 建枠幅900 m2     119     

安全手すり
仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式) m2      30     

内部躯体足場（手すり先行方式）
仮設材運搬 4.0ｍ超5.0ｍ未満 m2      29.3   

内部仕上足場簡易型移動式
仮設材運搬 4.0m超5.0m未満（2段） m2       2.3   

合  計 式       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

U型側溝 1m当たり単価表
第7号

鉄筋コンクリートU形(JIS_A_5372)
300B[300×300×600]

     

鳥取市水道局

P.  52(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

L=600_60を超え300kg/個以下
昼間_U型側溝【手間のみ】 時間的制約なし m       1     4週8休

300×300×600
鉄筋コンクリートU形 300B 鳥取県認定グリーン商品 個       1.653 

ＲＣ－４０
再生クラッシャーラン m3       0.048 

諸雑費 式       1     

合  計 m       1     
          
          
施工時間 A = 01  昼間施工 補正係数K3,K4I = 01  -

U型側溝_名称 B = 01  鉄筋コンクリートU形(JIS_A_5372) 補正係数K5J = 01  -
U型側溝_規格 C = 05  300B[300×300×600] 基礎砕石K = 02  RC-40

時間的制約 G = 01  時間的制約なし 基礎砕石使用量M = 01  -
H = 02  L=1,000mmを使用する場合



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

3-1号集水桝（B500-L500-H500） 1箇所当たり単価表
第8号

     

鳥取市水道局

P.  53(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ枡 B500×L500×H500 個       1     

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋 500×500,T-14 枚       1     

据付 基礎砕石有り
プレキャスト集水桝 製品質量(kg/基)200kgを超え400kg以下 基       1     第86号単価表

合  計 箇所       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

3-2号集水桝（B500-L500-H750） 1箇所当たり単価表
第9号

     

鳥取市水道局

P.  54(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ枡 B500×L500×H750 個       1     

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋 500×500,T-14 枚       1     

据付 基礎砕石有り
プレキャスト集水桝 製品質量(kg/基)200kgを超え400kg以下 基       1     第86号単価表

合  計 箇所       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

構造物とりこわし工(無筋構造物) 1m3当たり単価表
第10号

機械施工

     

鳥取市水道局

P.  55(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

昼間_無筋構造物【手間のみ】 機械施工
                          時間的制約なし m3       1     4週8休

諸雑費 式       1     

合  計 m3       1     
          
          
施工時間 A = 01  昼間施工 補正係数K1C = 01  -

規格・仕様 B = 01  機械施工 時間的制約D = 01  時間的制約なし



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

鉄筋工 1t当たり単価表
第11号

SD295_D13
一般構造物 [規]10t未満

     

鳥取市水道局

P.  56(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

鉄筋工  加工・組立共 t       1     4週8休

SD295A,D13
異形棒鋼<JISG3112> 単位質量0.995kg/m t       1.03  

諸雑費 式       1     

合  計 t       1     
          
          

エポキシ樹脂塗装費の加算 A = 01  - 補正係数_K2H = 01  -
鉄筋材料規格・径 B = 02  SD295_D13 補正係数_K4I = 01  -

規格・仕様区分 D = 01  一般構造物 補正係数_K5,K6,K7J = 01  -
補正係数_K3 E = 01  - 補正係数_T1,T2,T3,T4,T5 K = 01  -

加算率 F = 02  [規]10t未満



雨滝浄水場　機械設備工



事業区分

工事区分 機械設備工

工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

機械設備工

紫外線照射装置
屋内ユニット型 最大100m3/日
紫外線照射装置 (24時間運転) 台 1

付属品 除湿器，制御盤
紫外線ランプ

予備品 ランプスリーブ

炭酸ガス注入装置
4.8～71.3g/h

流量自動制御式 （2.45～36.3NL/h） 台 1
炭酸ガスボンベ切替器

付属品 （減圧機構付半自動切換）

制御盤

ガスボンベ保管庫
（多雪地域仕様）

ガス容器収納庫 50キロ容器2本 台 1

有圧換気扇(排気形)
(低騒音形･羽根径20cm)

有圧換気扇 780m3/h 台 1
電動式シャッター

付属品 ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS 防虫網付)

不燃枠
温湿度ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾗ
湿度ｾﾝｻｰ，ｹｰﾌﾞﾙ

有圧換気扇(給気形)
(低騒音形･羽根径20cm)

有圧換気扇 780m3/h 台 1
電動式シャッター

付属品 ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ(SUS 防虫網付)

不燃枠

労務費

機器設置工 式 1

工事数量内訳書（雨滝浄水場）

工事名



※重量は参考値

（kg）
単位
当り

全体
単位
当り

全体
単位
当り

全体
単位
当り

全体

ガスボンベ
保管庫

台 1 106 0.519 0.519 第7類

有圧換気扇 排気形 200φ 台 1 0.390 0.390 建築積算基準

有圧換気扇 給気形 200φ 台 1 0.390 0.390 建築積算基準

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ 排気･給気 個 2 0.450 0.900
建築積算基準
A=0.04m2

106
計

1.299 0.900

1.3 0.9

設置工数集計表

（機器・器具）

名称 規格 単位 数量

参考
重量

工数（人）

備　考設備機械工 普通作業員 ダクト工



雨滝浄水場　機械設備工（配管）



事業区分

工事区分 機械設備工

工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

炭酸ガス注入管布設工

＜材料＞
配管用 SUS

ステンレス鋼管 8A 本 1.2

SUS エルボ 8A 個 7

SUS ユニオン 8A 個 2

SUS ボールバルブ 8A 基 2

SUS 径違いニップル 32A×15A 個 1

SUS 径違いエルボ 15A×8A 個 1

SUS ニップル 8A 個 1
HPPE用

空気弁サドルバンド φ50 個 1
（ガス管床配管部）

支持金具 SUS304 箇所 2
（壁配管部）

支持金具 SUS304 箇所 3

＜労務＞

鋼管布設工 8A ｍ 4.8
鋼管

継手工 8A 箇所 12
鋼管

継手工 15A 箇所 1
鋼管

継手工 32A 箇所 0.5

止水栓取付け工 8A 箇所 2
HPPE用

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 φ50 箇所 1

支持金具取付工 第7類 台 2 1.4/1000=0.0014t

支持金具取付工 第7類 台 3 0.6/1000=0.0006t

サンプリング管布設工

＜材料＞
水道用軟質

ポリエチレン管 1種 φ13 ｍ 5.8
HPPE用

サドル付分水栓 φ50×φ20 個 2
分・止水栓用

コア一体型ﾒｰﾀｰｿｹｯﾄ φ20×φ13 個 2
メーター用

コア一体型ﾒｰﾀｰｿｹｯﾄ φ13 個 3
G3/4 H=500

不凍伸縮式立水栓 立水栓・ボックス 箇所 2

工事数量内訳書（雨滝浄水場）

工事名 地域水道整備事業の内　国府町雨滝地域雨滝浄水場浄水施設整備工事



工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

HPPE用
コア一体形PPチーズ φ13×φ13 個 1

ボール弁（おねじ） φ13 基 1

HIｼﾓｸ付きｶﾞｲﾄﾞﾅｯﾄ φ13 個 1

硬質塩化ビニル管 HIVPφ20 ｍ 1.2

硬質塩化ビニル管 HIVPφ25 ｍ 0.6

HIエルボ HIVPφ20 個 2

HIエルボ HIVPφ25 個 2

径違いソケット HIVPφ20×13 個 1

＜労務＞
ポリエチレン管

据付工 φ13 ｍ 5.8
ポリエチレン管

継手工 φ13 口 8
ポリエチレン管

切断工 φ13 口 4
ねじ込み接合

継手工 φ20 口 2
ねじ込み接合

継手工 φ13 口 3
HPPE用

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 φ50×φ20 箇所 2

止水栓取付け工 G3/4 箇所 3

TS継手工 φ20 口 5
2か所

TS継手工 φ25 口 2 接着なし

TS継手工 φ13 口 1

VP切断工 φ20 口 2

VP切断工 φ25 口 2

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 5.8

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 2

管路埋戻（機械） 購入土 m3 2

残土運搬 m3 2

発生土処理 土砂 m3 2

路盤工 M-40(t=200) m2 4

基礎砕石 RC-40 m2 0.08



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜材料＞
配管用 SUS

ステンレス鋼管 8A 本 1.2 ＝(3.5+1.3)/4

SUS エルボ 8A 個 7

SUS ユニオン 8A 個 2

SUS ボールバルブ 8A 基 2

SUS 径違いニップル 32A×15A 個 1

SUS 径違いエルボ 15A×8A 個 1

SUS ニップル 8A 個 1
HPPE用

空気弁サドルバンド φ50 個 1
（ガス管床配管部）

支持金具 SUS304 箇所 2 浄水処理室詳細図示(23/29)
（壁配管部）

支持金具 SUS304 箇所 3 浄水処理室詳細図示(23/29)

＜労務＞

鋼管布設工 8A-4000 m 4.8 4.8m/(4.0m/本)
鋼管

継手工 8A 箇所 12 24口
鋼管

継手工 15A 箇所 1 2口
鋼管

継手工 32A 箇所 0.5 1口

止水栓取付け工 8A 箇所 2
HPPE用

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 φ50 箇所 1

支持金具取付工 第7類 台 2 1.4/1000=0.0014t

支持金具取付工 第7類 台 3 0.6/1000=0.0006t

炭酸ガス注入管布設工　数量総括表



支持金具（床配管部 SUS 8A）

1箇所当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

鋼材 SUS304
L-50×50×4：0.35m
　　　　　　 0.35m×3.09kg/m＝1.082kg 個 1
PL-4：0.07×0.15＝0.011m2
　　　　　　　　　0.011m2×31.7kg/m2＝0.349kg
1.082kg＋0.349kg＝1.4kg

支持金具概算重量：1.4kg/組

Ｕボルト
SUS用
8A 個 1

数 量 計 算 書

算 出 根 拠 図

50

70 50

150

50

35
0

4
3
46

35
0

4
3
46

50

L-50×50×4

SUS304

Ｕボルト

SUS用 8A

SUS304

L-50×50×4

SUS304

長穴 8×10-2

PL-4 70×150

SUS304

φ13-2

SUS304

PL-4 70×150 PL-4 70×150

50

70 50

150

50

35
0

4
3
46

35
0

4
3
46

50

L-50×50×4

SUS304

Ｕボルト

SUS用 8A

SUS304

L-50×50×4

SUS304

長穴 8×10-2

PL-4 70×150

SUS304

φ13-2

SUS304

PL-4 70×150 PL-4 70×150



支持金具（壁配管部 SUS 8A）

1箇所当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

鋼材 SUS304
［-100×50×4：0.10m
　　　　　　　 0.10m×6.20kg/m＝0.620kg 個 1

支持金具概算重量：0.6kg/組

Ｕボルト
SUS用
8A 個 1

数 量 計 算 書

算 出 根 拠 図

100

50

100

50

Ｕボルト

SUS用 8A

[-100×50×4

SUS304

φ13-2

長穴 8×10-2 [-100×50×4

SUS304

100

50

100

50

Ｕボルト

SUS用 8A

[-100×50×4

SUS304

φ13-2

長穴 8×10-2 [-100×50×4

SUS304



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜材料＞
水道用軟質

ポリエチレン管 1種 φ13 ｍ 5.8
HPPE用

サドル付分水栓 φ50×φ20 個 2
分・止水栓用

コア一体型メーターソケット φ20×φ13 個 2
メーター用

コア一体型メーターソケット φ13 個 3
G3/4 H=500

不凍伸縮式立水栓 立水栓・ボックス 箇所 2

コア一体形PPチーズ φ13×φ13 個 1

ボール弁 φ13 基 1

HIｼﾓｸ付きｶﾞｲﾄﾞﾅｯﾄ φ13 個 1

硬質塩化ビニル管 HIVPφ20 ｍ 1.2

硬質塩化ビニル管 HIVPφ25 ｍ 0.6

HIエルボ HIVPφ20 個 2

HIエルボ HIVPφ25 個 2

径違いソケット HIVPφ20×13 個 1

＜労務＞
ポリエチレン管

据付工 φ13 ｍ 5.8
ポリエチレン管

継手工 φ13 口 8
ポリエチレン管

切断工 φ13 口 4
ねじ込み接合

ネジ継手工 φ20 口 2
ねじ込み接合

ネジ継手工 φ13 口 3
HPPE用

分水栓建込工 φ50×φ20 箇所 2

止水栓取付け工 G3/4 箇所 3

TS継手工 φ20 口 5
2か所

TS継手工 φ25 口 2 接着なし

TS継手工 φ13 口 1

VP切断工 φ20 口 2

VP切断工 φ25 口 2

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 5.8

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 2.0

管路埋戻（機械） 購入土 m3 1.6

残土運搬 m3 2.0

発生土処理 土砂 m3 2.0

路盤工 M-40(t=200) m2 3.5
不凍伸縮式立水栓

基礎砕石 RC-40 m2 0.08 0.04×2か所

サンプリング管布設工　数量総括表



浄水 原水

＜材料＞
水道用軟質

ポリエチレン管 1種 φ13 ｍ 5.8 4.3 1.5
HPPE用

サドル付分水栓 φ50×φ20 個 2 1 1
分・止水栓用

コア一体型メーターソケット φ20×φ13 個 2 1 1
メーター用

コア一体型メーターソケット φ13 個 3 2 1
G3/4 H=500

不凍伸縮式立水栓 立水栓・ボックス 箇所 2 1 1

コア一体型PPチーズ φ13×φ13 個 1 1

ボール弁（おねじ） φ13 個 1 1

HIｼﾓｸ付きｶﾞｲﾄﾞﾅｯﾄ φ13 個 1 1

硬質塩化ビニル管 HIVPφ20 ｍ 1.2 1.2 （内さや管0.3m×2）

硬質塩化ビニル管 HIVPφ25 ｍ 0.6 0.6

HIエルボ HIVPφ20 個 2 2

HIエルボ HIVPφ25 個 2 2

径違いソケット HIVPφ20×13 個 1 1

＜労務＞
ポリエチレン管

据付工 φ13 ｍ 5.8 4.3 1.5
ポリエチレン管

継手工 φ13 口 8 6 2
ポリエチレン管

切断工 φ13 口 4 3 1
ねじ込み接合

ネジ継手工 φ20 口 2 1 1
ねじ込み接合

ネジ継手工 φ13 口 3 2 1
HPPE用

分水栓建込工 φ50×φ20 箇所 2 1 1

止水栓取付け工 G3/4 箇所 3 2 1

TS継手工 φ20 口 5 5
2か所

TS継手工 φ25 口 2 2 接着なし

TS継手工 φ13 口 1 1

VP切断工 φ20 口 2 2

VP切断工 φ25 口 2 2

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 5.8

サンプリング管布設工  数量集計表

備　　考
合 計

配管詳細図名　　称 規　　格 単位

数　　量



　名　称　 土工①

5.8

管路埋戻（機械） 購入土 0.60×0.47×1.0 m3 0.28 1.6

埋設標識シート ﾀﾞﾌﾞﾙ 幅15cm m 1.00

2.0

名　称 規　格 算　式 単位
1.0ｍ当り 全体数量

数量 L=5.8m

管路掘削（機械） 土砂 0.60×0.57×1.0 m3 0.34

土 工 断 面 図

合計 5.8 ｍ

土工 数量計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

路盤工 M-40(t=200) m2 0.60

浄水サンプリング管 4.3 1.5+2.8

原水サンプリング管 1.5

3.50.6×1.0

2.0

2.00.34

残土運搬 m3 0.34

発生土処理 土砂 m3



　種　別　 不凍伸縮式立水栓

1箇所当り

給水栓ボックス
SUS

270×220×200 個 1

基礎砕石 RC-40 0.20×0.20 m2 0.04

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

不凍伸縮式立水栓 G3/4 H=500 個 1

左右合計 2 箇所

算 出 根 拠 図

小計 2 箇所 小計 0 箇所

原水サンプリング管 1

浄水サンプリング管 1

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 箇　所 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

(270)

290

(
22
0
)

24
0

(270)

290

(
22
0
)

24
0

(
2
0
0
)

(
4
8
0
)

伸
縮

量
 
(
2
8
0
)

5
7
0

200

2
0
0

5
7
0

(
2
0
0
)

2
0
0

200

(
4
8
0
)

伸
縮

量
 
(
2
8
0
)

給水栓ボックス

SUS 270×220×200

不凍伸縮式立水栓

G3/4 H=500

給水栓ボックス

SUS 270×220×200

不凍伸縮式立水栓

G3/4 H=500

砕石

C-30

砕石

C-30

(
2
0
0
)

(
4
8
0
)

伸
縮

量
 
(
2
8
0
)

5
7
0

200

2
0
0

5
7
0

(
2
0
0
)

2
0
0

200

(
4
8
0
)

伸
縮

量
 
(
2
8
0
)

給水栓ボックス

SUS 270×220×200

不凍伸縮式立水栓

G3/4 H=500

給水栓ボックス

SUS 270×220×200

不凍伸縮式立水栓

G3/4 H=500

砕石

C-30

砕石

C-30RC-40 RC-40



雨滝浄水場　建築工

(参考数量)



1

やり方 建築面積 29.25 ㎡ ＝ 29.25 29.3 建㎡

墨出し 延床面積 29.25 ㎡ ＝ 29.25 29.3 延㎡

長 高 面

外部足場 壁芯寸法＋余長1.00＋1.00ｍ 東西面 8.50 × 3.98 × 2 ＝ 67.66

南北面 6.50 × 3.98 × 2 ＝ 51.74

合計 119.40 119 架㎡

長 面

安全手すり 東西面 8.50 × 2 ＝ 17.00

南北面 6.50 × 2 ＝ 13.00

合計 30.00 30.0 ｍ

[雨滝浄水場 建築工]

計

数量計算書・建築　Ｎｏ．数量計算書　　　　　　　　
合計 単位

【直接仮設】

種　　　　別 形状寸法 部材位置 計　　算　　式



2

種　　　　別 形状寸法 部材位置

ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張 外部足場 119.40 架㎡ ＝ 119.40 119 架㎡

内部躯体足場 延床面積 29.25 ㎡ ＝ 29.25 29.3 延㎡

内部仕上足場 簡易型移動足場 足場面積 1.50 × 1.50 ＝ 2.25 2.25 ㎡

養生 延床面積 29.25 ㎡ ＝ 29.25 29.3 延㎡

整理･清掃･片付け 延床面積 29.25 ㎡ ＝ 29.25 29.3 延㎡

[雨滝浄水場 建築工]

【直接仮設】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位

数量計算書　　　　　　　　



3

種　　　　別 形状寸法 部材位置

根切り 別紙積算 30.71 m3 ＝ 30.71 30.7 m3

床付け 別紙積算 32.32 ㎡ ＝ 32.32 32.3 ㎡

すき取り 別紙積算 3.51 m3 ＝ 3.51 3.51 m3

埋戻し 根切り 30.71 m3 ＝ 30.71

すき取り 3.51 m3 ＝ 3.51

基礎下砕石 -1.46 m3 ＝ -1.46 

土間下砕石 -2.80 m3 ＝ -2.80 

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ -0.73 m3 ＝ -0.73 

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ -5.42 m3 ＝ -5.42 

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ -5.65 m3 ＝ -5.65 

合計 18.16 18.2 m3

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【土工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

建設発生土 基礎下砕石 1.46 m3 ＝ 1.46

土間下砕石 2.80 m3 ＝ 2.80

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 0.73 m3 ＝ 0.73

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 5.42 m3 ＝ 5.42

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 5.65 m3 ＝ 5.65

合計 16.06 16.1 m3

砂利地業 基礎下砕石 1.46 m3 ＝ 1.46

土間下砕石 2.80 m3 ＝ 2.80

合計 4.26 4.26 m3

防湿ｼｰﾄ敷 厚0.15㎜ 別紙積算 32.98 ㎡ ＝ 32.98 33.0 ㎡

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【土工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

【ｺﾝｸﾘｰﾄ工事】 GL下

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 0.73 ＝ 0.73 0.73 m3

GL下

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 5.42 ＝ 5.42 5.42 m3

GL下 GL上

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 5.65 ＋ 2.07 ＝ 7.72 7.72 m3

GL下 GL上

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 － ＋ 15.10 ＝ 15.10 15.1 m3

GL上

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 6.76 ＝ 6.76 6.76 m3

厚 勾配係数

押え保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 屋根伏図 7.70 × 5.70 × 0.115 × 1.001 ＝ 5.05

断熱材 ▲ -36.04 ㎡ × 0.040 ＝ -1.44 

合計 3.61 3.61 m3

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

GL上

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ 別紙積算 4.02 ＝ 4.02 4.02 m3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 5.42 m3 ＝ 5.42

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 7.72 m3 ＝ 7.72

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 15.10 m3 ＝ 15.10

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 6.76 m3 ＝ 6.76

押え保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 3.61 m3 ＝ 3.61

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ 4.02 m3 ＝ 4.02

合計 42.63 42.6 m3

基礎 土間 躯体･屋根 押えｺﾝ 嵩上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送基本料金 1 ＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 ＝ 5.00 5.00 回

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

【型枠工事】 基礎 土間

普通合板型枠 基礎部 別紙積算 11.10 ＋ － ＝ 11.10 11.1 ㎡

基礎 土間

打放ｼ合板型枠(B種) 基礎部 別紙積算 12.96 ＋ 10.19 ＝ 23.15 23.2 ㎡

上部躯体 屋根 嵩上げ

打放ｼ合板型枠(B種) 地上軸部 別紙積算 160.85 ＋ 43.23 ＋ 2.39 ＝ 206.47 206 ㎡

基礎部 地上軸部

型枠運搬費 普通合板型枠 11.10 ＋ － ＝ 11.10

型枠廃材処理費 打放ｼ合板型枠 23.15 ＋ 206.47 ＝ 229.62

合計 240.72 241 ㎡

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

打放ｼ面補修 部分面補修 打放ｼ合板型枠 229.62 ㎡ ＝ 229.62 230 ㎡

型枠目地棒 化粧目地･20×20程度 ｺﾝ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ 65.10 ｍ ＝ 65.10

軒裏 7.50 ＋ 5.50 ＋ 7.50 ＋ 5.50 ＝ 26.00

庇裏 2.20 ＋ 0.56 ＋ 0.56 ＝ 3.31

屋内 6.31 ＋ 4.31 ＋ 6.31 ＋ 4.31 ＝ 21.24

AD-1 ▲ -1.70 ＝ -1.70 

合計 113.95 114 ｍ

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

【鉄筋工事】

異形鉄筋 D10・SD295A 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.120 ｔ ＝ 0.120

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.252 ｔ ＝ 0.252

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.580 ｔ ＝ 0.580

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.414 ｔ ＝ 0.414

合計 1.366 1.37 ｔ

異形鉄筋 D13・SD295A 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.118 ｔ ＝ 0.118

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.543 ｔ ＝ 0.543

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.166 ｔ ＝ 0.166

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.589 ｔ ＝ 0.589

合計 1.416 1.42 ｔ

異形鉄筋 D16・SD295A 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.190 ｔ ＝ 0.190

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ － ｔ ＝ －

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ － ｔ ＝ －

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ － ｔ ＝ －

合計 0.190 0.19 ｔ

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

鉄筋加工組立･運搬費 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.412 ｔ ＝ 0.412

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.765 ｔ ＝ 0.765

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.717 ｔ ＝ 0.717

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.964 ｔ ＝ 0.964

合計 2.857 2.86 ｔ

数量計算書　　　　　　　　
計　　算　　式

[雨滝浄水場 建築工]

【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 H2 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.011 ｔ ＝ 0.011

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.021 ｔ ＝ 0.021

上部躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.020 ｔ ＝ 0.020

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘｰﾄ 0.027 ｔ ＝ 0.027

合計 0.080 0.08 ｔ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ-100×100㎜ 押え保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 7.70 × 5.70 × 1.001 ＝ 43.93

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ 6.31 × 4.31 ＝ 27.20

架台① ▲ -2.40 × 1.50 × 1.00 ＝ -3.60 

架台② ▲ -2.20 × 0.80 × 1.00 ＝ -1.76 

架台③ ▲ -0.7 × 0.80 × 1.00 ＝ -0.56 

合計 65.21 65.2 ㎡

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【ｺﾝｸﾘｰﾄ・型枠・鉄筋工事】

[※5/100勾配係数･･･1.001]

数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水外断熱工法 AI-2 屋根伏図 7.20 × 5.00 × 1.001 ＝ 36.04 36.0 ㎡

7.70-0.25-0.25＝7.20

5.70-0.45-0.25＝5.00

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 非断熱部分 屋根伏図 7.70 × 5.70 × 1.001 ＝ 43.93

断熱部分 ▲ -36.04 ㎡ ＝ -36.04 

合計 7.89 7.89 ㎡

長 か所

成形伸縮目地材 厚25㎜×高80㎜ 屋根伏図 7.70 × 3 ＝ 23.10

5.70 × 4 × 1.001 ＝ 22.82

合計 45.92 45.9 ｍ

[雨滝浄水場 建築工]

[※5/100勾配係数･･･1.001]

数量計算書　　　　　　　　【防水工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位

[※5/100勾配係数･･･1.001]
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

長 か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ目地ｼｰﾘﾝｸﾞ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2) 南面 6.69 × 1 ＝ 6.69

3.03 × 4 ＝ 12.10

東面 4.69 × 1 ＝ 4.69

（3.03＋3.26）×1/2＝3.15 3.15 × 3 ＝ 9.45

北面 6.69 × 1 ＝ 6.69

AD-1 ▲ -1.70 × 1 ＝ -1.70 

3.26 × 4 ＝ 13.04

東面 4.69 × 1 ＝ 4.69

（3.03＋3.26）×1/2＝3.15 3.15 × 3 ＝ 9.45

合計 65.10 65.1 ｍ

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【防水工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

長 面 か所

外部建具周囲ｼ-ﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2) AD-1 （ 1.70 ＋ 2.40 ) × 2 × 1 × 1 ＝ 8.20 8.20 ｍ

長 か所

外部金物周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2) 排気扇 （ 0.40 ＋ 0.40 ＋ 0.40 ＋ 0.40 ） × 2 ＝ 3.20

軒先水切金物 19.51 ＋ 7.80 ＝ 27.31

合計 30.51 30.5 ｍ

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【防水工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

長 か所

ｽﾃﾝﾚｽ押え金物 厚2㎜･W25＋50×H115＋55㎜ 割付図 7.80 × 1 ＝ 7.80

5.85 × 2 × 1.001 ＝ 11.71

合計 19.51 19.5 ｍ

長 か所

ｽﾃﾝﾚｽ押え金物 厚2㎜･W25＋100×H85＋55㎜ 割付図 7.80 × 1 ＝ 7.80 7.80 ｍ

長 か所

ｽﾃﾝﾚｽ軒先水切金物 厚2㎜･W200×H40㎜ 割付図 7.80 × 1 ＝ 7.80

5.85 × 2 × 1.001 ＝ 11.71

合計 19.51 19.5 ｍ

長 か所

ｽﾃﾝﾚｽ軒先水切金物 厚2㎜･W250×H40㎜ 割付図 7.80 × 1 ＝ 7.80 7.80 ｍ

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【金属工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

ｽﾃﾝﾚｽｼﾞｮｲﾝﾄ裏板 厚2㎜･W80×L200㎜ 割付図 3 ＋ 2 ＋ 2 ＝ 7.00 7.00 か所

ｽﾃﾝﾚｽｼﾞｮｲﾝﾄ裏板 厚2㎜･W80×L250㎜ 割付図 3 ＝ 3.00 3.00 か所

埋込み吊りﾌｯｸ 30KN用・溶融亜鉛ﾒｯｷ品 天井伏図 1 か所 ＝ 1.00 1.00 か所

埋込み吊りﾌｯｸ 10KN用・溶融亜鉛ﾒｯｷ品 天井伏図 1 か所 ＝ 1.00 1.00 か所

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【金属工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

床ｺﾝｸﾘｰﾄ仕上げ 直均し 薄物仕上げ 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 7.70 × 5.700 × 1.001 ＝ 43.93

小庇 2.40 × 0.655 × 1.001 ＝ 1.57

ｽﾃｯﾌﾟ 2.00 × 0.805 ＝ 1.61

ﾎﾞﾝﾍﾞ置場 1.50 × 1.005 ＝ 1.51

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 6.31 × 4.310 ＝ 27.20

嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ 6.31 × 4.310 ＝ 27.20

架台① ▲ -2.40 × 1.500 × 1 か所 ＝ -3.60 

架台② ▲ -2.20 × 0.800 × 1 か所 ＝ -1.76 

架台③ ▲ -0.70 × 0.800 × 1 か所 ＝ -0.56 

合計 97.10 97.1 ㎡

長 か所

建具廻りﾓﾙﾀﾙ詰め 外部･防水剤入り AD-1 （ 1.70 ＋ 2.40 ＋ 1.70 ＋ 2.40 ） × 1 ＝ 8.20

排気扇 （ 0.40 ＋ 0.40 ＋ 0.40 ＋ 0.40 ） × 2 ＝ 3.20

合計 11.40 11.4 ｍ

床塗膜防水 耐薬品高強度 床 + LH+1.2m ＝ 23.00 23.00 ㎡

[雨滝浄水場 建築工]

[※5/100勾配係数･･･1.001]

数量計算書　　　　　　　　【左官工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

AD-1：両開き框戸 幅1.700×高2.400 AD-1 1 か所 ＝ 1.00 1.00 か所

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【金属製建具工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

幅 高・奥行 か所

防水形複層塗材 RE吹付 下地調整塗材 C-1(ｾﾒﾝﾄ系) 南面 6.69 × 3.025 ＝ 20.24

（3.03＋3.26）×1/2＝3.15 東面 4.69 × 3.150 ＝ 14.77

排気扇 ▲ -0.40 × 0.400 ＝ -0.16 －

北面 6.69 × 3.260 ＝ 21.81

AD-1 ▲ -1.70 × 2.200 × 1 ＝ -3.74 

（3.03＋3.26）×1/2＝3.15 西面 4.69 × 3.150 ＝ 14.77

排気扇 ▲ -0.40 × 0.400 ＝ -0.16 －

屋根ｽﾗﾌﾞ 7.70 × 0.170 × 2 ＝ 2.62

5.70 × 0.170 × 2 × 1.001 ＝ 1.94

小庇 2.40 × 0.655 × 1 × 1.001 ＝ 1.57

（0.18+0.21）×1/2＝0.20 0.66 × 0.200 × 2 ＝ 0.26

合計 74.24 74.2 ㎡

(欠除無し)

[雨滝浄水場 建築工]

(欠除無し)

数量計算書　　　　　　　　【吹付工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

長 幅 か所

外装薄塗材 E吹付 下地調整塗材 C-1(ｾﾒﾝﾄ系) 軒裏 7.70 × 0.505 × 2 × 1.001 ＝ 7.78

4.69 × 0.505 × 2 × 1.001 ＝ 4.74

庇裏 2.40 × 0.655 ＝ 1.57

合計 14.09 14.1 ㎡

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【吹付工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位
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種　　　　別 形状寸法 部材位置

ABC粉末消火器 10型・消火器格納箱共 屋内 1 本 ＝ 1.00 1.00 本

門標 SUS製　H250×W800 屋外壁 1 個 1.00 1.00 個

床排水トラップ T5A-50A 屋内 1 個 1.00 1.00 個

[雨滝浄水場 建築工]

数量計算書　　　　　　　　【雑工事】 数量計算書・建築　Ｎｏ．

計　　算　　式 計 合計 単位



No．

ヶ所 ヶ所 厚 ヶ所 厚

1. 7.65 1.60 0.95 2 23.26 6.79 0.72 2 0.100 0.98 6.79 0.72 2 0.050 0.49

2. 2.45 1.60 0.95 2 7.45 3.35 0.72 2 0.100 0.48 3.35 0.72 2 0.050 0.24

合　計 30.71 1.46 0.73 （㎥）

土　　工　・　地　　業 1

記　号
根　　　　　切 基礎下砕石 捨てｺﾝｸﾘ-ﾄ

備考
寸　　　法 GL下(㎥) GL下(㎥) GL上(㎥)

（㎥） （㎥）

寸　　　法 GL下(㎥) GL上(㎥) 寸　　　法



No．

ヶ所 ヶ所 厚

1. 7.65 1.60 2 24.48 6.05 4.050 1 24.50 0.100 2.45

2. 2.45 1.60 2 7.84 2.10 0.875 1 0.100 0.18

3. 1.60 1.075 1 0.100 0.17

立下りH=420 6.05 0.420 2 5.08

4.05 0.420 2 3.40

合　計 32.32 32.98 （㎡） 2.80防湿ｼｰﾄ敷→ （㎥）

記　号
床付け 土間下砕石

寸　　　法 ㎡ 寸　　　法 面積（㎡） GL下(㎥)

土　　工　・　地　　業 2

備考



No．

ヶ所 厚

1. 4.45 2.450 1 10.90 0.280 3.05

2. 2.20 0.425 1 0.93 0.230 0.22

3. 1.70 0.625 1 1.06 0.230 0.24

合　計 12.89 3.51

ス キ 取 り 1

記　号
ス　キ　取　り

備考
寸　　　法 面積（㎡） GL下(㎥)

（㎡） （㎥）

4 ページ



1

D10： 40d＝0.40 D13： 40d＝0.52 D16： 40d＝0.64

35d＝0.35 35d＝0.46 35d＝0.56

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

F1 6.65 0.60 0.20 2 1.60 ﾍﾞｰｽ Ｄ10 6.65 6.65 1 2 13.30

5.45 0.20 1 2 2.18 Ｄ13 6.65 6.65 1 2 13.30

増打 6.65 0.02 1.00 2 0.27 6.64 0.20 1 2 2.66 配力筋 Ｄ13 0.30 0.46 1 0.76 35 2 53.20

F1 3.45 0.60 0.20 2 0.83 ﾍﾞｰｽ Ｄ10 4.65 4.65 1 2 9.30

3.45 0.20 1 2 1.38 Ｄ13 4.65 4.65 1 2 9.30

増打 4.65 0.02 1.00 2 0.19 4.69 0.20 1 2 1.88 配力筋 Ｄ13 0.30 0.46 1 0.76 25 2 38.00

FG1 6.65 0.30 0.35 2 1.40 主筋 D16 6.65 0.56 2 0.64 1 8.41 4 2 67.28

6.05 0.35 1 2 4.24 ST D10 1.70 1.70 32 2 108.80

増打 6.65 0.30 0.02 2 0.08 6.65 0.02 1 2 0.27

6.65 0.02 1 2 0.27

増打 6.65 0.02 0.35 2 0.09 6.69 0.35 1 2 4.68

FG1 4.05 0.30 0.35 2 0.85 主筋 D16 4.65 0.64 2 0.64 0.5 6.25 4 2 50.00

4.05 0.35 1 2 2.84 ST D10 1.70 1.70 22 2 74.80

増打 4.05 0.30 0.02 2 0.05 4.65 0.02 1 2 0.19

4.65 0.02 1 2 0.19

増打 4.05 0.02 0.35 2 0.06 4.69 0.35 1 2 3.28

小　　計 5.42 11.10 12.96 （㎡） 206.20 113.80 117.28

基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 基礎ｺﾝ No.

記 号
基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



2

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

206.20 113.80 117.28

単位重量 設計（t） ﾛｽ率 所要（t）

D10 0.560 0.116 1.04 0.120 → t

D13 0.995 0.113 1.04 0.118 → t

（細物） （ 0.229 ）　　　　 （ 0.238 ）

D16 1.560 0.183 1.04 0.190 → t

D19 2.250 1.04 → t

D22 3.040 1.04 → t

D25 3.980 1.04 → t

（太物） （ 0.183 ）　　　　 （ 0.190 ）

小　　計 0.412 ｔ 0.428 ｔ

合　　計 5.42 11.10 12.96 （㎡） 0.428 - 0.412 = t

基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ

基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 基礎ｺﾝ No.

記 号
型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

鉄　筋　集　計　表

設計（m）

206.20 0.120

小計（m）

合計（m）

113.80 0.118

117.28 0.190

（鉄筋加工組立･運搬）

（m3） ｽｸﾗｯﾌﾟ控除（70％) 0.011

合　計（ｔ）



1

D10： 40d＝0.40 D13： 40d＝0.52 D16： 40d＝0.64

35d＝0.35 35d＝0.46 35d＝0.56

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

土間ｽﾗﾌﾞ 6.65 4.65 0.18 1 5.57 上端筋 D13 6.35 0.52 1 6.87 23 1 158.01

増打 6.65 0.02 0.18 2 0.05 6.69 0.18 2 1 2.41 D13 4.35 0.52 1 4.87 33 1 160.71

4.65 0.02 0.18 2 0.03 4.69 0.18 2 1 1.69 下端筋 Ｄ10 6.35 0.40 1 6.75 23 1 155.25

Ｄ10 4.35 0.40 1 4.75 33 1 156.75

接合筋 D13 1.50 1.50 23 2 69.00

D13 1.50 1.50 33 2 99.00

架台① 2.40 1.50 0.35 1 1.26 2.40 0.35 2 1 1.68 配力筋 D13 3.10 0.52 2 4.14 2 1 8.28

1.50 0.35 2 1 1.05 D13 2.20 0.52 2 3.24 2 1 6.48

配力筋 D10 3.10 0.40 2 3.90 11 1 42.90

Ｄ10 2.20 0.40 2 3.00 7 1 21.00

架台② 2.20 0.82 0.35 1 0.63 2.20 0.35 2 1 1.54 配力筋 D13 2.90 0.52 2 3.94 2 1 7.88

0.82 0.35 2 1 0.57 D13 1.52 0.52 2 2.56 2 1 5.12

配力筋 D10 2.90 0.40 2 3.70 10 1 37.00

Ｄ10 1.52 0.40 2 2.32 3 1 6.96

架台③ 0.70 0.80 0.35 1 0.20 0.70 0.35 2 1 0.49 配力筋 D13 1.40 0.52 2 2.44 2 1 4.88

0.80 0.35 2 1 0.56 D13 1.50 0.52 2 2.54 2 1 5.08

排水溝 -1.80 0.20 0.05 1 -0.02 1.80 0.05 2 1 0.18 配力筋 D10 1.40 0.40 2 2.20 3 1 6.60

0.20 0.05 2 1 0.02 Ｄ10 1.50 0.40 2 2.30 3 1 6.90

小　　計 5.65 2.07 10.19 （㎡） 433.36 524.44

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 土間ｺﾝ No.

記 号
土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



2

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

433.36 524.44

単位重量 設計（t） ﾛｽ率 所要（t）

D10 0.560 0.243 1.04 0.252 → t

D13 0.995 0.522 1.04 0.543 → t

（細物） （ 0.765 ）　　　　 （ 0.795 ）

D16 1.560 1.04 → t

D19 2.250 1.04 → t

D22 3.040 1.04 → t

D25 3.980 1.04 → t

（太物） （ ）　　　　 （ ）

小　　計 0.765 ｔ 0.795 ｔ

合　　計 5.65 2.07 10.19 （㎡） 0.795 - 0.765 = t

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 土間ｺﾝ No.

記 号
型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

土間ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ

鉄　筋　集　計　表

設計（m）

433.36 0.252

小計（m）

合計（m）

524.44 0.543

（鉄筋加工組立･運搬）

（m3） ｽｸﾗｯﾌﾟ控除（70％) 0.021

合　計（ｔ）



1

D10： 40d＝0.40 D13： 40d＝0.52 D16： 40d＝0.64

35d＝0.35 35d＝0.46 35d＝0.56

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

Y1通り

壁W15 6.50 0.190 3.660 1 4.52 6.500 3.660 2 1 47.58 縦筋 D13 3.660 0.46 2 0.46 1 5.04 2 1 10.08

Ｄ10 3.660 0.35 2 0.35 1 4.71 32 1 150.72

AD-1 Ｄ10 (2.545) (2.55) 10 1 -25.50

横筋 D13 6.500 0.46 2 7.42 1 1 7.42

Ｄ10 6.500 0.35 2 7.20 19 1 136.80

AD-1 Ｄ10 (1.810) (1.81) 14 1 -25.34

AD-1 1.81 2.545 0.190 -1 -0.88 1.810 2.545 2 -1 -9.21 補強筋 D13 1.810 0.46 2 2.73 3 1 8.19

1.810 0.190 2 1 0.69 D13 2.545 0.46 2 3.47 2 1 6.94

2.545 0.190 2 1 0.97 D13 0.46 2 0.92 2 1 1.84

Y2通り

壁W15 6.50 0.190 3.425 1 4.23 6.500 3.425 2 1 44.53 縦筋 D13 3.425 0.46 2 0.46 1 4.81 2 1 9.62

Ｄ10 3.425 0.35 2 0.35 1 4.48 32 1 143.36

横筋 D13 6.500 0.46 2 7.42 1 1 7.42

Ｄ10 6.500 0.35 2 7.20 18 1 129.60

小　　計 7.87 84.56 （㎡） 509.64 51.51

上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 上部ｺﾝ No.

記 号
上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



2

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

X1・X2通り

壁W15 4.50 0.19 3.545 2 6.06 4.50 3.545 2 2 63.81 縦筋 Ｄ10 3.545 0.35 2 0.35 1 4.60 22 2 202.40

横筋 D13 4.500 0.46 2 5.42 1 2 10.84

Ｄ10 4.500 0.35 2 5.20 18 2 187.20

排気扇 0.40 0.190 4 2 0.61 補強筋 D13 0.400 0.46 2 1.32 2 2 5.28

D13 0.400 0.46 2 1.32 2 2 5.28

D13 0.46 2 0.92 4 2 7.36

B1 4.35 0.29 0.310 3 1.17 4.35 0.29 1 3 3.78 上端筋 D13 4.350 0.46 2 0.46 0.5 5.50 2 3 33.00

4.35 0.31 2 3 8.09 下端筋 D13 4.350 0.46 2 0.46 0.5 5.50 2 3 33.00

D13 1.450 0.46 2 2.37 2 3 14.22

ST D10 1.400 1.40 23 3 96.60

小　　計 7.23 76.29 （㎡） 486.20 108.98

※0.5㎡以下→欠除無し

上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 上部ｺﾝ No.

記 号
上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



3

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

995.84 160.49

単位重量 設計（t） ﾛｽ率 所要（t）

D10 0.560 0.558 1.04 0.580 → t

D13 0.995 0.160 1.04 0.166 → t

（細物） （ 0.717 ）　　　　 （ 0.746 ）

D16 1.560 1.04 → t

D19 2.250 1.04 → t

D22 3.040 1.04 → t

D25 3.980 1.04 → t

（太物） （ ）　　　　 （ ）

小　　計 0.717 ｔ 0.746 ｔ

合　　計 15.10 160.85 （㎡） 0.746 - 0.717 = t

上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 上部ｺﾝ No.

記 号
型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

上部躯体ｺﾝｸﾘ-ﾄ

鉄　筋　集　計　表

設計（m）

995.84 0.580

小計（m）

合計（m）

160.49 0.166

（鉄筋加工組立･運搬）

（m3） ｽｸﾗｯﾌﾟ控除（70％) 0.020

合　計（ｔ）



1

D10： 40d＝0.40 D13： 40d＝0.52 D16： 40d＝0.64

35d＝0.35 35d＝0.46 35d＝0.56

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

S1 1.90 4.35 0.15 1 1.24 1.90 4.35 1 1 8.27 上端筋 D13 1.90 0.46 2 0.46 0.5 3.05 23 1 70.15

増打 1.90 4.35 0.02 1 0.17 D13 4.35 0.46 2 0.46 0.5 5.50 11 1 60.50

下端筋 D10 1.90 0.35 2 0.35 0.5 2.78 23 1 63.94

D10 4.35 0.35 2 0.35 0.5 5.23 11 1 57.53

S1 1.85 4.35 0.15 1 1.21 1.85 4.35 1 1 8.05 上端筋 D13 1.85 0.46 2 0.46 0.5 3.00 23 1 69.00

増打 1.85 4.35 0.02 1 0.16 D13 4.35 0.46 2 0.46 0.5 5.50 11 1 60.50

下端筋 D10 1.85 0.35 2 0.35 0.5 2.73 23 1 62.79

D10 4.35 0.35 2 0.35 0.5 5.23 11 1 57.53

S1 2.10 4.35 0.15 1 1.37 2.10 4.35 1 1 9.14 上端筋 D13 2.10 0.46 2 0.46 0.5 3.25 23 1 74.75

増打 1.85 4.35 0.02 1 0.16 D13 4.35 0.46 2 0.46 0.5 5.50 11 1 60.50

下端筋 D10 2.10 0.35 2 0.35 0.5 2.98 23 1 68.54

D10 4.35 0.35 2 0.35 0.5 5.23 11 1 57.53

小　　計 4.31 25.46 （㎡） 367.86 395.40

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 屋根 No.

記 号
屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



2

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

CS1 7.70 0.505 0.15 2 1.17 7.70 0.505 1 2 7.78 上端筋 D13 0.505 0.15 2 0.81 40 2 64.80

増打 7.70 0.505 0.02 2 0.16 7.70 0.170 1 2 2.62 D10 7.700 0.15 2 0.35 1 8.35 4 2 66.80

下端筋 D10 0.505 0.51 40 2 40.80

D10 7.700 0.35 1 8.05 4 2 64.40

CS1 4.69 0.505 0.15 2 0.71 4.69 0.505 1 2 4.74 上端筋 D13 0.505 0.15 2 0.81 30 2 48.60

増打 4.69 0.505 0.02 2 0.09 5.70 0.170 1 2 1.94 D10 5.700 0.15 2 0.35 1 6.35 4 2 50.80

下端筋 D10 0.505 0.51 30 2 30.60

D10 5.700 0.35 1 6.05 4 2 48.40

CS2 2.40 0.655 0.185 1 0.29 2.40 0.180 1 1 0.43 上端筋 D13 0.655 0.61 1 1.27 13 1 16.51

増打 2.40 0.655 0.020 1 0.03 0.66 0.195 2 1 0.26 D10 2.400 0.15 1 2.55 5 1 12.75

下端筋 D10 0.655 0.50 1 1.16 13 1 15.08

D10 2.400 0.15 1 2.55 5 1 12.75

補強筋 D13 2.300 2.30 1 4 9.20

D13 2.200 2.20 2 4 17.60

D13 2.100 2.10 2 4 16.80

小　　計 2.45 17.77 （㎡） 342.38 173.51

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 屋根 No.

記 号
屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

（m3） 小計（m）



3

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ 部材 径 長さ ﾌｯｸ 圧接 全長 本数 ヶ所 D10 D13 D16 D19

710.24 568.91

単位重量 設計（t） ﾛｽ率 所要（t）

D10 0.560 0.398 1.04 0.414 → t

D13 0.995 0.566 1.04 0.589 → t

（細物） （ 0.964 ）　　　　 （ 1.003 ）

D16 1.560 1.04 → t

D19 2.250 1.04 → t

D22 3.040 1.04 → t

D25 3.980 1.04 → t

（太物） （ ）　　　　 （ ）

小　　計 0.964 ｔ 1.003 ｔ

合　　計 6.76 43.23 （㎡） 1.003 - 0.964 = t

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠　・　鉄 筋 屋根 No.

記 号
型　　　　　枠　 鉄　　　　　筋

定着 継手 D22 D25

屋根ｽﾗﾌﾞｺﾝｸﾘ-ﾄ

鉄　筋　集　計　表

設計（m）

710.24 0.414

小計（m）

合計（m）

568.91 0.589

（鉄筋加工組立･運搬）

（m3） ｽｸﾗｯﾌﾟ控除（70％) 0.027

合　計（ｔ）



1

L D H ヶ所 GL下 GL上 L･D H 面 ヶ所 普通 打放ｼ ﾒｯｼｭ

嵩上げ 6.31 4.31 0.20 1 5.44

側溝 -4.31 0.10 0.10 2 -0.09 4.26 0.10 1 2 0.85

-6.21 0.10 0.10 1 -0.06 6.21 0.10 1 1 0.62

-2.50 0.10 0.10 2 -0.05 2.50 0.10 1 2 0.50

-1.60 0.10 0.10 1 -0.02 1.60 0.10 1 1 0.16

-2.10 0.10 0.10 1 -0.02 2.10 0.10 1 1 0.21

0.50 0.10 1 1 0.05

架台① -2.40 1.50 0.20 1 -0.72 

架台② -2.20 0.80 0.20 1 -0.35 

架台③ -0.70 0.80 0.20 1 -0.11 

合　　計 4.02 2.39 （㎡）（m3）

記 号
嵩上げｺﾝｸﾘ-ﾄ 型　　　　　枠　

嵩上げｺﾝｸﾘ-ﾄ　・　型 枠 嵩上げｺﾝ No.
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鳥取市国府町雨滝　地内

雨滝浄水場　伏図　軸組図　
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雨滝浄水場　場内整備工



事業区分

工事区分 場内整備工

工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

土工

掘削工

床掘 土砂 m3 40

埋戻 発生土 m3 30

残土処理工

土砂等運搬 土砂 m3 9

残土等処分 土砂 m3 9

排水構造物工

側溝工
（1種）

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝 300A ｍ 26
（歩道用）

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 300 枚 13

管渠工

排水管 VUφ200 ｍ 8.5

排水管 VUφ100 ｍ 1.4

ソケット VUφ200 個 2

VP布設工 VUφ200 ｍ 8.5

VP布設工 VUφ100 ｍ 1.4

TS継手工 VUφ200 箇所 2

VP切断工 VUφ200 口 1

VP切断工 VUφ100 口 1

集水桝･ﾏﾝﾎｰﾙ工

3-1号集水桝 B500-L500-H500 箇所 1

3-2号集水桝 B500-L500-H750 箇所 1

構造物撤去工 撤去工へ

防護柵撤去工

フェンス撤去 H1200 ｍ 31.4

工事数量内訳書（雨滝浄水場）

工事名



工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

構造物取壊し工

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し 無筋 m3 0.2
コンクリート

運搬処理工 殻運搬 無筋 m3 0.2

スクラップ運搬 t 0.3
コンクリート

殻処分 無筋 t 0.5

スクラップ　鉄 ヘビーH2 t 0.3

舗装工

アスファルト舗装工
アスファルト

表層 再生密粒(20)t=5cm m2 199

不陸整正 m2 199
再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝM-40

路盤 t=15cm m2 167

防護柵工

防止柵工
耐雪型

ネットフェンス H1800 ｍ 52

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽｺｰﾅｰ加算 箇所 4
耐雪型

両開き門扉 H1800×W4000 箇所 1

フェンス基礎 A型 250×250×450 箇所 25

門扉基礎 B型 550×550×800 箇所 2

門扉基礎 C型 400×400×300 箇所 3

シリンダー南京錠 真鍮製　ｻｲｽﾞ50㎜ 個 1

雑工

縁石工

かさ上げｺﾝｸﾘｰﾄ m 12.4
 C種

地先境界ブロック （150×150×600） m 10.9



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

掘削工

床掘 土砂 m3 43.8

埋戻 発生土 m3 34.5

残土処理工

土砂等運搬 土砂 m3 9.3

残土等処分 土砂 m3 9.3

土工　数量総括表



m3

1.6 m3

42.2 m3

43.8 m3

m3

m3

m3

34.5 m3

34.5 m3

＝ 9.3 m3

42.2

合　　計

盛　　土

盛　　土

掘　削

掘　　削

土工　流用計算書

数　量

構造物土工
合計数量種　　別

平面図

表層すき取り

（W＜2.5）

床　　掘

1.6

残土処理
43.8-34.5

盛　土

埋　　戻

（2.5≦W＜4.0）

盛　　土

（4.0≦W）

（発生土） 34.5

合　　計



 土工 根拠平面図 

 掘削（アスファルト舗装 表層すき取り） ＝ （32.54×0.05=1.627）1.6 m3



単位数量 数量 単位数量 数量 単位数量 数量

プレキャストＵ型側溝（1種）300A 26.1 ｍ 0.6 15.7 0.4 10.4

排水管 VUφ200 8.5 ｍ 0.4 3.4 0.4 3.4

排水管 VUφ100 1.4 ｍ 0.2 0.3 0.2 0.3

3-1号集水桝（B500-L500-H500） 1 箇所 1.1 1.1 0.9 0.9

3-2号集水桝（B500-L500-H750） 1 箇所 1.5 1.5 1.3 1.3

フェンス基礎 A型（250×250×450） 25 箇所 0.6 15.0 0.6 15.0

門扉基礎 B型（550×550×800） 2 箇所 0.9 1.8 0.6 1.2

門扉基礎 C型（400×400×300） 3 箇所 0.4 1.2 0.3 0.9

地先境界ブロック C種（150×150×600） 10.9 ｍ 0.2 2.2 0.1 1.1

m3 m3 m3

計 42.2 34.5

構造物土工集計表

土工延長 単位
埋戻(発生土)床堀(土砂)

名　称



　種　別　 プレキャストＵ型側溝（1種）300A

1.0m当り

埋戻 発生土 0.21×2×1.0 m3 0.4

算 出 根 拠 図

構造物土工計算書

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 1.35×0.43×1.0 m3 0.6

450 400 500

1350

43
0

埋戻 A=0.21㎡埋戻 A=0.21㎡

450 400 500

1350

43
0

埋戻 A=0.21㎡埋戻 A=0.21㎡



　種　別　 排水管 VUφ200

1.0m当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

算 出 根 拠 図

構造物土工計算書

床掘 土砂

埋戻 発生土

0.60×0.62×1.0 m3 0.4

0.4-(0.216^2×π/4×1.0) m3 0.4

排水管 VU φ200 L=8.5m

600

216

3-2号集水桝

B500-L500-H750

A=5.23㎡

土工延長　L=8.5m，A=5.23㎡

床掘平均　H=5.23/8.5=0.62m

VUφ200

床
掘
平
均
 
H
=
6
2
0

排水管 VU φ200 L=8.5m

600

216

3-2号集水桝

B500-L500-H750

A=5.23㎡

土工延長　L=8.5m，A=5.23㎡

床掘平均　H=5.23/8.5=0.62m

VUφ200

床
掘
平
均
 
H
=
6
2
0



　種　別　 排水管 VUφ100

1.0m当り

埋戻 発生土 0.2-(0.114^2×π/4×1.0) m3 0.2

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 0.60×0.25×1.0 m3 0.2

600

3-1号集水桝

B500-L500-H500

排水管 VU φ100　L=1.4m

A=0.35㎡

土工延長 L=1.4m，A=0.35㎡

床掘平均 H=0.35/1.4=0.25m

VUφ100 床
掘

平
均

 
H
=
2
5
0

600

3-1号集水桝

B500-L500-H500

排水管 VU φ100　L=1.4m

A=0.35㎡

土工延長 L=1.4m，A=0.35㎡

床掘平均 H=0.35/1.4=0.25m

VUφ100 床
掘

平
均

 
H
=
2
5
0



　種　別　 3-1号集水桝（B500-L500-H500）

1箇所当り

埋戻 発生土 1.1-0.60^2×0.30-0.70^2×0.10 m3 0.9

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 1.66^2×0.40 m3 1.1

50 600 50

700

10
0

55
0

19
0

30
0

500 660 500

1660

床
掘

平
均
 
H=

40
0

50 600 50

700

10
0

55
0

19
0

30
0

500 660 500

1660

床
掘

平
均
 
H=

40
0



　種　別　 3-2号集水桝（B500-L500-H750）

1箇所当り

名　称 規　格 算　式

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

単位 数　量

床掘 土砂 1.66^2×0.56 m3 1.5

埋戻 発生土 1.5-0.60^2×0.46-0.70^2×0.10 m3 1.3

50 600 50

700

1
0
0

8
00

床
掘
平
均

 
H
=5
6
0

500 660 500

1660
4
6
0

50 600 50

700

1
0
0

8
00

床
掘
平
均

 
H
=5
6
0

500 660 500

1660
4
6
0



　種　別　 フェンス基礎 A型（250×250×450）

1箇所当り

発生土 m3 0.6

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 1.0^2×0.55 m3 0.6

埋戻 0.6-(0.25^2×0.45+0.35^2×0.10)



　種　別　 門扉基礎 B型（550×550×800）

1箇所当り

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 1.00^2×0.90 m3 0.9

埋戻 発生土 0.9-(0.55^2×0.80+0.65^2×0.10) m3 0.6



　種　別　 門扉基礎 C型（400×400×300）

1箇所当り

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 1.0^2×0.40 m3 0.4

埋戻 発生土 0.4-(0.40^2×0.3+0.50^2×0.10) m3 0.3

□400

1
0
0

3
00

50 □400 50

□500

RC-40 t=10cm

基礎砕石

□400

1
0
0

3
00

50 □400 50

□500

RC-40 t=10cm

基礎砕石



　種　別　 地先境界ブロック C種（150×150×600）

1.0m当り

構造物土工計算書

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

床掘 土砂 0.75×0.28×1.0 m3 0.2

埋戻 発生土 0.2-(0.15×0.18+0.25×0.10)×1.0 m3 0.1

50 150 50

250

2
8
0

3
0

15
0

1
8
0

1
0
0

300 150 300

750

50 150 50

250

2
8
0

3
0

15
0

1
8
0

1
0
0

300 150 300

750



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

側溝工
（1種）

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝 300A ｍ 26.1
（歩道用） 敷地北側+1.0ｍ

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 300 枚 13.0 11.7+1.0＝12.7

管渠工

排水管 VUφ200 ｍ 8.5

排水管 VUφ100 ｍ 1.4

ソケット VUφ200 個 2

VP布設工 VUφ200 ｍ 8.5

VP布設工 VUφ100 ｍ 1.4

TS継手工 VUφ200 箇所 2

VP切断工 VUφ200 口 1

VP切断工 VUφ100 口 1

集水桝･ﾏﾝﾎｰﾙ工

3-1号集水桝 B500-L500-H500 箇所 1

3-2号集水桝 B500-L500-H750 箇所 1

排水構造物工　数量総括表



　種　別　 プレキャストＵ型側溝（1種）300A

＊鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞはﾌｪﾝｽ外のみ

10.0ｍ当り

11.7 2.3+9.4

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

敷地北側

敷地東側 14.4

左右合計 26.1 ｍ

算 出 根 拠 図

小計 26.1 ｍ 小計 0.0 ｍ

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

Ｕ型側溝
JIS A 5372

L=600 個 16.5

敷モルタル 1:3 0.30×0.03×10.0 m3 0.090

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.50×10.0 m2 5.000

鋼製グレーチング (歩道用)300 1.0m×10枚 枚 10.0

50 300 50

1
0
0

3
0
6
0

2
4
0

100 300 100

500

1:3

敷モルタル

RC-40 t=10cm

基礎砕石

50 300 50

1
0
0

3
0
6
0

2
4
0

100 300 100

500

1:3

敷モルタル

RC-40 t=10cm

基礎砕石



　種　別　 排水管 VUφ200

10.0ｍ当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

硬質塩化ビニル管
VUφ200
L=4000 10.0/4.0 本 2.5

敷地南側 8.5

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

左右合計 8.5 ｍ

算 出 根 拠 図

小計 8.5 ｍ 小計 0.0 ｍ



　種　別　 排水管 VUφ100

10.0ｍ当り

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

敷地北側 1.4

小計 1.4 ｍ 小計 0.0 ｍ

左右合計 1.4 ｍ

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

硬質塩化ビニル管
VUφ100
L=4000 10.0/4.0 本 2.5



　種　別　 3-1号集水桝（B500-L500-H500）

1箇所当り

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

1敷地北側

左右合計 1 箇所

算 出 根 拠 図

小計 1 箇所 小計 0 箇所

数　量

コンクリート σck=18N/mm2 0.50×0.50×0.05 m3 0.013

プレキャスト桝 B500-L500-H500 個 1

コンクリート蓋
T-14

500×500用 枚 1

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.70×0.70 m2 0.490

名　称 規　格 算　式 単位

80 500 80

660

5
0
0

5
0

50 600 50

700

80 500 80

660

80 500 80

660

50 600 50

700

1
0
0

5
5
0

1
0
0

5
5
0

5
0

5
0
0

8
0

5
0
0

8
0

6
6
0

300

1
9
0

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

排水管 VUφ100

プレキャストＵ型側溝

300A

排水管 VUφ100
プレキャストＵ型側溝

300A

80 500 80

660

5
0
0

5
0

50 600 50

700

80 500 80

660

80 500 80

660

50 600 50

700

1
0
0

5
5
0

1
0
0

5
5
0

5
0

5
0
0

8
0

5
0
0

8
0

6
6
0

300

1
9
0

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

排水管 VUφ100

プレキャストＵ型側溝

300A

排水管 VUφ100
プレキャストＵ型側溝

300A



　種　別　 3-2号集水桝（B500-L500-H750）

1箇所当り

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

1敷地南側

左右合計 1 箇所

算 出 根 拠 図

小計 1 箇所 小計 0 箇所

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

プレキャスト桝 B500-L500-H750 個 1

コンクリート σck=18N/mm2 0.50×0.50×0.05 m3 0.013

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.70×0.70 m2 0.490

コンクリート蓋
T-14

500×500用 枚 1

80 500 80

660

50 600 50

700

80 500 80

660

80 500 80

660

50 600 50

700

10
0

80
0

10
0

80
0

50
75
0

3
00

80
5
00

8
0

6
60

1
80

50
75
0

200

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

プレキャストＵ型側溝

300A排水管 VUφ200

プレキャストＵ型側溝

300A

VUφ200
排水管

80 500 80

660

50 600 50

700

80 500 80

660

80 500 80

660

50 600 50

700

10
0

80
0

10
0

80
0

50
75
0

3
00
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200

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

プレキャストＵ型側溝

300A排水管 VUφ200

プレキャストＵ型側溝

300A

VUφ200
排水管



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

防護柵撤去工

フェンス撤去 H1200 ｍ 31.4 撤去平面図より

構造物取壊し工

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し 無筋 m3 0.2

コンクリート
運搬処理工 殻運搬 無筋 m3 0.2

スクラップ運搬 ヘビーH2 t 0.3 1.2×31.4×7.4kg/m=278.832kg
コンクリート

殻処分 無筋 t 0.5 W=0.2×2.35t/m3

鉄スクラップ ヘビーH2 ｔ 0.3 1.2×31.4×7.4kg/m=278.832kg

構造物撤去工　数量総括表



撤去平面図 

ﾌｪﾝｽ撤去(H=1200) L=31.4m

ﾌｪﾝｽ基礎撤去(180×180×450) N=16個

盤撤去 1か所



　種　別　 フェンス基礎撤去（180×180×450）

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

コンクリート取壊し 無筋 0.18×0.18×0.45×16 m3 0.2

左右合計 16 個

算 出 根 拠 図

小計 16 個 小計 0 個

撤去平面図より 16

構造物撤去工　数量計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

□180

45
0

□180

45
0



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

アスファルト舗装工

アスファルト
表層 再生密粒As(20)t=5cm m2 199.30

不陸整正 m2 199.30
粒度調整砕石　M-40

路盤 t=15cm m2 166.76

舗装工　数量総括表



 舗装工　数量計算書 

アスファルト舗装As(20) ,不陸整正 ＝

路盤工(M-40)t=15cm ＝

199.30 m2

166.76 m2



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

防止柵工
耐雪型

ネットフェンス H1800 ｍ 51.5

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽｺｰﾅｰ加算 箇所 4
耐雪型

両開き門扉 H1800×W4000 箇所 1

フェンス基礎 A型 250×250×450 箇所 25

門扉基礎 B型 550×550×800 箇所 2

門扉基礎 C型 400×400×300 箇所 3

シリンダー南京錠 真鍮製　ｻｲｽﾞ50㎜ 個 1

防護柵工　数量総括表



　種　別　 フェンス（耐雪型）H1800

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

敷地東側

敷地南側

左右合計 51.5 ｍ

算 出 根 拠 図

小計 51.5 ｍ 小計 0.0 ｍ

9.7

18.0

敷地西側

敷地北側

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

9.8

14.0 2.0+12.0



　種　別　 両開き門扉（耐雪型）H1800×W4000

1箇所当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

両開き門扉
耐雪型

H1800×W4000 基 1

左右合計 1 箇所

算 出 根 拠 図

小計 1 箇所 小計 0 箇所

敷地西側

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

1



　種　別　 フェンス基礎 A型（250×250×450）

1箇所当り

型枠 小型構造物 0.25×0.45×4 m2 0.450

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.35×0.35 m2 0.123

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

コンクリート σck=18N/mm2 0.25×0.25×0.45-0.0508^2×π/4×0.25 m3 0.028

敷地東側

敷地南側

左右合計 25 箇所

算 出 根 拠 図

小計 25 箇所 小計 0 箇所

4

10

敷地西側

敷地北側

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

5

6 1+5



　種　別　 門扉基礎 B型（550×550×800）

1箇所当り

型枠 小型構造物 0.55×0.80×4 m2 1.760

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.65×0.65 m2 0.423

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

コンクリート σck=18N/mm2 0.55×0.55×0.80-0.0605^2×π/4×0.55 m3 0.240

左右合計 2 箇所

算 出 根 拠 図

小計 2 箇所 小計 0 箇所

2

延長調書及び材料計算書

左　側 右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

敷地西側



　種　別　 門扉基礎 C型（400×400×300）

1箇所当り

延長調書及び材料計算書

左　側 右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

敷地西側 3

小計 3 箇所 小計 0 箇所

左右合計 3 箇所

算 出 根 拠 図

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

コンクリート σck=18N/mm2 0.40×0.40×0.30 m3 0.048

型枠 小型構造物 0.40×0.30×4 m2 0.480

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.50×0.50 m2 0.250

□400

1
00

30
0

50 □400 50

□500

RC-40 t=10cm

基礎砕石

□400

1
00

30
0

50 □400 50

□500

RC-40 t=10cm

基礎砕石



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

縁石工

嵩上げコンクリート ｍ 12.4
C種

地先境界ブロック 150×150×600 ｍ 10.9

雑工　数量総括表



　種　別　 嵩上げコンクリート

10.0ｍ当り

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

12.4敷地西側

左右合計 12.4 ｍ

算 出 根 拠 図

小計 12.4 ｍ 小計 0.0 ｍ

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

コンクリート σck=18N/mm2 0.10×0.10×10.0 m3 0.100

型枠 小型構造物 0.10×2×10.0 m2 2.000

鉄筋 SD295　D13 0.15×0.995×(10.0/0.20) kg 7.463

100

10
0

15
0

1号重力式擁壁

鉄筋D13 @200

100

1
0
0

15
0

1号重力式擁壁

鉄筋D13 @200

150



　種　別　 地先境界ブロック C種（150×150×600）

10.0ｍ当り

延長調書及び材料計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

左右合計 10.9 ｍ

算 出 根 拠 図

小計 10.9 ｍ 小計 0.0 ｍ

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

地先境界ブロック
C種

150×150×600 個 16.5

敷モルタル 1:3 0.15×0.03×10.0 m3 0.045

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.25×10.0 m2 2.500

〃 2.4

8.5敷地南側

150

1
0
0

30
15
0

50 150 50

250

地先境界ブロック

C種 150×150×600

1:3

RC-40 t=10cm

基礎砕石

敷モルタル

150

1
0
0

30
15
0

50 150 50

250

地先境界ブロック

C種 150×150×600

1:3

RC-40 t=10cm

基礎砕石

敷モルタル



雨滝浄水場　場内配管工



事業区分

工事区分 場内配管工

工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

導水管布設工

＜材料＞
水道配水用 EF受口付直管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 EF受口付甲切管

ポリエチレン管 φ50 本 3
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 3

EFソケット φ50 個 1

EF片受ベンド φ50×90° 個 3

EF両受ベンド φ50×90° 個 2
GF形

EFフランジ φ50 個 1
伸縮可とう離脱防止継手

HPPE×VP用ｿｹｯﾄ φ50×φ40 個 1
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ50 ｍ 1.3
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ20 ｍ 0.5

HIエルボ φ50 個 1

HIチーズ φ50×φ20 個 1

HIチーズ φ20×φ20 個 1
ﾒﾀﾙ入り

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄⅡ形 φ20 個 1
金属入HI給水栓用
径違いソケット φ20×φ13 個 1

10K
HIフランジ φ50 個 2
樹脂製三方 Lポート

ボールバルブ 10K φ50 基 1

横水栓 φ13 個 1

工事数量内訳書（雨滝浄水場）

工事名



工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

＜労務＞
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 19.2
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管継手工 φ50 口 9
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HPPEφ50 口 1
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HIVPφ40 口 1

ポリエチレン管切断工 φ50 口 6

フランジ継手工 φ50 口 2
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 1.3
硬質塩化ビニル管

据付工 φ20 ｍ 0.5
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ20 口 6
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 4
硬質塩化ビニル管

切断工 φ20 口 3
VP用

止水栓取付工 φ13 箇所 1
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 50A ｍ 1.3
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 20A ｍ 0.5
ポリエチレン管

管明示テープ工 φ50 ｍ 19.2

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 18.1

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 6

管路埋戻（機械） 購入土 m3 5

残土運搬 m3 6

発生土処理 土砂 m3 6

路盤工 M-40(t=200) m2 11



工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

送水管布設工

＜材料＞
水道配水用 EF受口付直管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 EF受口付甲切管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 3

EFソケット φ50 個 1

EF片受ベンド φ50×45° 個 2

EF両受ベンド φ50×90° 個 4
RF形

フランジ 10K φ50 個 1
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ50 ｍ 0.9

HIチーズ φ50×φ50 個 1
10K

HIフランジ φ50 個 2

樹脂製ボールバルブ 10K φ50 基 1

支持金具 SUS304 箇所 3

＜労務＞
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 11.8
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管継手工 φ50 口 12

ポリエチレン管切断工 φ50 口 4

フランジ継手工 φ50 口 2
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 0.9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 7
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 3
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 50A ｍ 2.9
ポリエチレン管

管明示テープ工 φ50 ｍ 11.8

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 7.9

支持金具取付工 第7類 台 3

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 3

管路埋戻（機械） 購入土 m3 2

残土運搬 m3 3

発生土処理 土砂 m3 3

路盤工 M-40(t=200) m2 5



工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

排水管布設工

＜材料＞
硬質

ポリ塩化ビニル管 VU φ100 ｍ 3.4
硬質

ポリ塩化ビニル管 HIVP φ50 ｍ 2.9

VU 90°エルボ φ100 個 1
VU 90°

大曲がりエルボ φ100 個 1
VU 90°

大曲がりY φ100 個 1

DV 90°エルボ φ50 個 2
DV 90°

大曲がりエルボ φ50 個 1

HI エルボ φ50 個 3
HIメタル入り

バルブソケット φ50 個 1
DV 排水用

バルブソケット φ50 個 1
10K-(JIS)

HI フランジ φ50 個 1

VU インクリーザ φ150×φ100 個 2

＜労務＞
硬質塩化ビニル管

据付工 φ100 ｍ 3.4
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 2.9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ100 口 8
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 16
硬質塩化ビニル管

切断工 φ100 口 4
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 4

フランジ継手工 φ50 口 1



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜材料＞
水道配水用 EF受口付直管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 EF受口付甲切管

ポリエチレン管 φ50 本 3
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 3

EFソケット φ50 個 1

EF片受ベンド φ50×90° 個 3

EF両受ベンド φ50×90° 個 2
GF形

EFフランジ φ50 個 1
伸縮可とう離脱防止継手

HPPE×VP用ｿｹｯﾄ φ50×φ40 個 1
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ50 ｍ 1.3
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ20 ｍ 0.5

HIエルボ φ50 個 1

HIチーズ φ50×φ20 個 1

HIチーズ φ20×φ20 個 1
ﾒﾀﾙ入り

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄⅡ形 φ20 個 1
金属入HI給水栓用
径違いソケット φ20×φ13 個 1

RF-10K
HIフランジ φ50 個 2
樹脂製三方 Lポート

ボールバルブ 10K φ50 基 1

横水栓 φ13 個 1

導水管布設工　数量総括表



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜労務＞
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 19.2
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管継手工 φ50 口 9
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HPPEφ50 口 1
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HIVPφ40 口 1

ポリエチレン管切断工 φ50 口 6

フランジ継手工 φ50 口 2
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 1.3
硬質塩化ビニル管

据付工 φ20 ｍ 0.5
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ20 口 6
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 4
硬質塩化ビニル管

切断工 φ20 口 3
VP用

止水栓取付工 φ13 箇所 1
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 50A ｍ 1.3
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 20A ｍ 0.5
ポリエチレン管

管明示テープ工 φ50 ｍ 19.2

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 18.1

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 6.2 0.34×18.1m

管路埋戻（機械） 購入土 m3 5.1 0.28×18.1m

残土運搬 m3 6.2 0.34×18.1m

発生土処理 土砂 m3 6.2 0.34×18.1m

路盤工 M-40(t=200) m3 10.9 0.60×18.1m



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜材料＞
水道配水用 EF受口付直管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 EF受口付甲切管

ポリエチレン管 φ50 本 1
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 3

EFソケット φ50 個 1

EF片受ベンド φ50×45° 個 2

EF両受ベンド φ50×90° 個 4
RF形

フランジ 10K φ50 個 1
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ50 ｍ 0.9

HIチーズ φ50×φ50 個 1
RF-10K

HIフランジ φ50 個 2

樹脂製ボールバルブ 10K φ50 基 1

支持金具 SUS304 箇所 3

送水管布設工　数量総括表



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜労務＞
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 11.8
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管継手工 φ50 口 12

ポリエチレン管切断工 φ50 口 4

フランジ継手工 φ50 口 2
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 0.9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 7
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 3
保温工事

（機械・書庫・倉庫） 50A ｍ 2.9
ポリエチレン管

管明示テープ工 φ50 ｍ 11.8

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 7.9

支持金具取付工 第7類 台 3 2.0/1000=0.002t

＜土工＞

管路掘削（機械） 土砂 m3 2.7 0.34×7.9m

管路埋戻（機械） 購入土 m3 2.2 0.28×7.9m

残土運搬 m3 2.7 0.34×7.9m

発生土処理 土砂 m3 2.7 0.34×7.9m

路盤工 M-40(t=200) m3 4.7 0.60×7.9m



取水井～紫外
線処理装置

紫外線処理装
置～配水池

＜材料＞
水道配水用 EF受口付直管

ポリエチレン管 φ50×5.05ｍ 本 1 1
水道配水用 EF受口付甲切管

ポリエチレン管 φ50 本 3 1 切管数量集計表参照
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 3 3 切管数量集計表参照

EFソケット φ50 個 1 1 壁面管保護用

EF片受ベンド φ50×90° 個 3

EF片受ベンド φ50×45° 個 2

EF両受ベンド φ50×90° 個 2 4
GF形

EFフランジ短管 10K φ50 個 1
RF形

フランジ短管 10K φ50 個 1
伸縮可とう離脱防止継手

HPPE×VP用ｿｹｯﾄ φ50×φ40 個 1
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ50 ｍ 1.3 0.9
耐衝撃性硬質 HIVP

ポリ塩化ビニル管 φ20 ｍ 0.5

HIエルボ φ50 個 1

HIチーズ φ50×φ50 個 1

HIチーズ φ50×φ20 個 1

HIチーズ φ20×φ20 個 1
ﾒﾀﾙ入り

HIﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄⅡ形 φ20 個 1
金属入HI給水栓用
径違いソケット φ20×φ13 個 1

　RF-10K
HIフランジ φ50 個 2 2
樹脂製三方 Lポート

ボールバルブ 10K φ50 基 1

樹脂製ボールバルブ 10K φ50 基 1

横水栓 φ13 個 1

支持金具 SUS304 箇所 3

配管詳細図

数　　量

備　　考

導送水管布設工  数量集計表

名　　称 規　　格 単位



取水井～紫外
線処理装置

紫外線処理装
置～配水池

配管詳細図

数　　量

備　　考名　　称 規　　格 単位

＜労務＞
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 19.2 11.8
融着接合（EF接合）

ポリエチレン管継手工 φ50 口 9 12
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HPPEφ50 口 1
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HIVPφ40 口 1

ポリエチレン管切断工 φ50 口 6 4

フランジ継手工 φ50 口 2 2
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 1.3 0.9
硬質塩化ビニル管

据付工 φ20 ｍ 0.5
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 9 7 樹脂製バルブ部含む

硬質塩化ビニル管 TS継手
継手工 φ20 口 6

硬質塩化ビニル管 TS継手
切断工 φ50 口 4 3

硬質塩化ビニル管 TS継手
切断工 φ20 口 3

VP用
止水栓取付工 φ13 箇所 1

材工共
保温工（屋内露出） φ50 ｍ 1.3 2.9

材工共
保温工（屋内露出） φ20 ｍ 0.5

ポリエチレン管
管明示テープ工 φ50 ｍ 19.2 11.8

取水～19.2-1.1m
管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 18.1 7.9 ～配水池11.8-3.9m

支持金具取付工 第7類 式 3 浄水処理室詳細図示



HPPE 50×5.050ｍ 配管詳細図（取水井～紫外線処理装置）

切管用

直管番号 切断のみ 溝切のみ 切断･溝切

1 2.500 0.900 0.800 0.850 3

2 3.000 2.050 1

3 4.500 0.500 0.050 2

合計 10.000 2.200 2.950 6

切管用直管本数： 3 本

HPPE 50×5.050ｍ 配管詳細図（紫外線処理装置～配水池）

切管用

直管番号 切断のみ 溝切のみ 切断･溝切

2.000 0.700 1.500 0.500 0.350 4

合計 2.000 2.700 0.350 4

切管用直管本数： 1 本

甲切管 乙切管 残管
切断箇所（口）

切管数量集計表

甲切管 残管
切断箇所（口）

乙切管



支持金具（床配管部 HPPEφ50）

1箇所当り

名　称 規　格 算　式 単位 数　量

鋼材 SUS304
L-50×50×4：0.20+0.178×2＝0.56m
　　　　　　0.56m×3.09kg/m＝1.730kg 個 1
PL-4：0.07×0.07×2＝0.010m2
　　　　　　　　　0.010m2×31.7kg/m2＝0.317kg
1.730kg＋0.317kg＝2.0kg

支持金具概算重量：2.0kg/組

Ｕボルト
HPPE用
φ50 個 1

数 量 計 算 書

算 出 根 拠 図

200

200

5
0

7
0

5
0

70

50

70

50

17
8

4
17

4

17
8

4
17

4

50

L-50×50×4

SUS304

Ｕボルト

HPPE用 φ50

PL-4 70×70

SUS304

L-50×50×4

SUS304

長穴 11×30-2

PL-4 70×70

SUS304

φ13-2

200

200

5
0

7
0

5
0

70

50

70

50

17
8

4
17

4

17
8

4
17

4

50

L-50×50×4

SUS304

Ｕボルト

HPPE用 φ50

PL-4 70×70

SUS304

L-50×50×4

SUS304

長穴 11×30-2

PL-4 70×70

SUS304

φ13-2



　名　称　 土工①

土工 数量計算書

 左　側  右　側

位　　　　　置 延　長 備　考 位　　　　　置 延　長 備　考

送水管(紫外線処理装置～配水池)導水管(取水井～紫外線処理装置) 18.1 7.9

土 工 断 面 図

名　称 規　格 算　式 単位
1.0ｍ当り

数量

管路掘削（機械） 土砂 0.60×0.57×1.0 m3 0.34

管路埋戻（機械） 購入土 0.60×0.47×1.0 m3 0.28

埋設標識シート ﾀﾞﾌﾞﾙ 幅15cm m 1.00

残土運搬 m3 0.34

発生土処理 土砂 m3 0.34

路盤工 M-40(t=200) 0.6×1.0 m2 0.60



種別 細　別 規　格 単位 数　量 備　考

＜材料＞
硬質

ポリ塩化ビニル管 VU φ100 ｍ 3.4
耐衝撃性硬質

ポリ塩化ビニル管 HIVP φ50 ｍ 2.9 ＝1.4+0.9+0.6

VU 90°エルボ φ100 個 1
VU 90°

大曲がりエルボ φ100 個 1
VU 90°

大曲がりY φ100 個 1

DV 90°エルボ φ50 個 2
DV 90°

大曲がりエルボ φ50 個 1

HI エルボ φ50 個 3
HIメタル入り

バルブソケット φ50 個 1
DV 排水用

バルブソケット φ50 個 1
10K(JIS)

HI フランジ φ50 個 1

VU インクリーザ φ150×φ100 個 2

＜労務＞
硬質塩化ビニル管

据付工 φ100 ｍ 3.4
硬質塩化ビニル管

据付工 φ50 ｍ 2.9
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ100 口 8
硬質塩化ビニル管 TS継手

継手工 φ50 口 16
硬質塩化ビニル管

切断工 φ100 口 4
硬質塩化ビニル管

切断工 φ50 口 4

フランジ継手工 φ50 口 1

排水管布設工　数量総括表



雨滝浄水場　場外配管工



事業区分

工事区分 場外配管工

工種 種別 細別 規格 単位 数量 摘要

送水管布設工

＜材料＞
水道配水用 乙切管

ポリエチレン管 φ50 本 1
FCD HPPE×HPPE

メカニカル耐震継手 φ50 個 1
伸縮可とう離脱防止継手

HPPE×PP用ソケット φ50×φ40 個 1

＜労務＞

ポリエチレン管据付工 φ50 ｍ 1.0

ポリエチレン管切断工 φ50 口 1

ポリエチレン管切断工 φ40 口 2
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 HPPEφ50 口 3
離脱防止金具使用

メカニカル継手工 PPφ40 口 1
ポリエチレン管

管明示テープ工 φ50 ｍ 1.0

管明示シート工 ダブル 幅15cm ｍ 1.0

工事数量内訳書（雨滝浄水場）

工事名
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令和7年5月15日以降適用（鳥取市水道局） 

仕 

様 

書 

①この契約において適用する仕様書は特に定めのない限り「鳥取市水道局水道工事標準仕様書」とし、調達公告日時点で

最新の仕様書によること。また、この仕様書に定めのない事項は、「鳥取県土木工事共通仕様書」によること。 
②鳥取県土木工事共通仕様書特記事項第2条の表1-1-1-9工事の下請負の項中「鳥取県調査基準価格及び最低制限価格等設

定要領第5条」とあるのは、「鳥取市水道局建設工事低入札価格調査制度実施要領（平成11年11月15日制定）第4条」と読

み替えるものとする。 

③鳥取県土木工事共通仕様書特記事項第2条の表1-1-1-35諸法令の遵守の項中「鳥取県暴力団排除条例（平成23年鳥取県

条例第3号）」とあるのは「鳥取市暴力団排除条例（平成24年3月鳥取市条例第1号）」と読み替えるものとする。 

工 

 

 

程 

①（他工事等との調整） 

 本工事 については、 地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域雨滝浄水場電気設備工事  

及び 地域水道整備事業の内 湖南地域妙徳寺増圧ポンプ場ほか遠方監視装置整備工事  

と関連するので相互の連絡調整を密にすること。 

②（部分完成、着工保留） 

          については、      まで       （すること、しないこと）。 

③（施工時間） 

本工事の施工時間帯は、昼間施工(８：３０～１７：００)を見込んでいる。 

        の施工時間は、  ：  ～  ：  とする。 

④（標準工期） 

          本工事における標準工期については以下の条件で算定している。また、余裕期間設定工事について 

          は実工期に余裕期間を加えたものを標準工期としている。 

項  目 適   用 

工期の設定方法 標準工期算定式・標準作業量による積み上げ日数 

本工事に使用する雨休率 0.88 （R1 ～R5 5年間平均値） 

休日・悪天候以外の作業不能日 日（令和 年 月 日～令和 年 月 日） 

標準工期（全体工期） 217日（余裕期間含む・含まない） 

⑤（余裕期間設定工事） 

本工事は、鳥取市水道局余裕期間設定工事に係る実施要領の対象工事であり、工事開始日、前払金

の請求、技術者の配置及びその他の取扱いについては、同要領の規定による。 

標準工期については、④のとおりとする。 

⑥（鋼材の調達の遅れによる工期の延長）  

この工事の工期には、鋼材調達期間として、  ヶ月を見込んでいるが、受注者の責に帰する 

ことができない事由により鋼材の調達が遅れ、工期内に工事を完成することができない場合は、そ

の理由を明示した書面により、発注者に工期の延長変更を請求することができる。 

⑦（週休２日工事） 

          本工事は、鳥取市水道局「週休２日工事」実施要領の対象工事である。 

用 

地 

関 

係 

①（用地、物件等未処理） 

本工事区間の       には         があるので、監督員と打合せのうえ施工を行

うこと。 

なお、     頃       の予定である。 

支 

障 

物 

件 

①（埋設物等の事前調査） 

工事に係る地下埋設物等の事前調査については、〔未調査・（水道・下水道・電気・通信・ガス・

その他    ）について調査済み〕である。 

事前調査済みのうち本工事区域内で埋設が確認されている地下埋設物等は、（水道・下水道・電気

・通信・ガス・その他    ）であるため、各管理者の立会を求めて埋設位置等の確認を行うこと。 

その他埋設が想定される未調査の埋設物については事前に確認を行うとともに、管理者不明の埋設

物等が確認された場合は、監督員に報告すること。 

②（支障物件） 

        の施工に当って、         が支障となっているが、       ま

でに移設が完了する見込である。 

予定どおり処理できなかった場合は別途協議する。 

③（立木の置き場所） 

工事用地内の立木は伐採し、               に置くこと。 

公 

害 

対 

策 

① （低騒音型・低振動型建設機械） 

本工事のうち施工箇所：          については、特に生活環境を保全する必要があるの

で、下記工種の施工に当たっては、低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（国土交通省告

示、平成13年４月９日改正）に基づき指定された建設機械を使用するものとする。 

該当工種：           、施工機械：            
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安 

全 

対 

策 

 

 

 

①（交通安全施設等） 

一般交通等に支障を及ぼさないよう十分注意して施工すること。なお、交通整理の配置人員及び必

要日数として、以下のとおり見込んでいるが、警察等との協議により変更が生じた場合は別途協議す

ること。 

交通誘導員Ａ    人 交替要員    人 １日あたり合計  人 配置日数  日 

工事全体合計    人・日          

交通誘導員Ｂ    人 交替要員    人 １日あたり合計  人 配置日数  日 

工事全体合計    人・日  

警備業法に規定する警備員を配置する場合においては、交通誘導員A、交通誘導員Bの定義は以下の

とおりとする。 
交通誘導員Aとは、警備業法第２条第４項に規定する警備員であり、警備員等の検定等に関する規

則第１条第４号に規定する交通誘導警備業務に従事する者で、交通誘導警備業務に係る１級検定合格

警備員又は２級検定合格警備員をいう。また、交通誘導員Bとは、警備業法第２条第３項に規定する

警備業者の警備員で交通誘導員A以外の交通の誘導に従事する者をいう。 
なお、自社の従業員で交通整理を行う場合は、警備業法第１４条で規定する以外の者とし、安全教

育、安全訓練等を十分行うこと。この場合は交通誘導員Ｂを配置していることとみなす。 
 

濁 

水 

処 

理 

①（濁水処理） 

工事で発生する濁水に対しては、濁水処理を行うものとし、その工法については、設計図書による

ものとする。なお、これにより難い場合は別途協議すること。 

また、舗装の切断作業時に発生する排水の処理についても、舗装の切断作業時に発生する排水の処

理について（平成29年10月3日付事務連絡生活環境課長通知）に基づいて適正に処理すること。 

（参考URL https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1141896/120327hosousetudan.pdf） 

②（千代川水系における濁水防止対策） 

本工事は千代川水系内における工事であり、濁水防止対策等については、千代川漁業対策協議会事

業調整会議において〔未調整・調整済み〕である。 

なお、未調整工事については、       までに調整を行う予定である。 

工事の実施にあたっては、現場説明書８、９を遵守し、汚濁等の防止に努めること。 

建 

設 

副 

産 

物 

の 

処 

理 

【建設発生土（処理）】 

 工事現場から離れた場所に一定規模以上の一時的な土石の堆積を行う場合は宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制

法）の許可が必要となるため、適正に手続きを行うこと。 

（参考URL https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1701049600133/index.html） 

①（他工事等流用） 

建設発生土は   市・町・村     地内の          工事現場に運搬（片道運搬

距離   ㎞）するものとする。 

②（建設技術センター） 

建設発生土は   市・町・村     地内のセンター事業所に運搬（片道運搬距離   ㎞）

するものとする。なお、処理費として１m3当り     円（税抜き）をセンターに支払うこと。 

センター事業所へ搬出する土砂の土質は、各事業所が指定している土質性状同等以上とすること。

（土質性状（記載例）砂質土、コーン指数300kN/m2以上） 

③（民間残土受入地） 

建設発生土は 鳥取○市・町・村 有富 地内の 中央建設(株)に運搬(片道運搬距離 26.8㎞ )す

るものとする。なお、処理費として１t当り 1100円(税抜き)を中央建設(株)に支払うこと。 

民間残土受入地へ搬出する土砂の土質は、各受入地が指定している土質性状同等以上とすること。

（土質性状 （記載例）砂質土、コーン指数 300kN/m2以上 ） 

④（土質改良プラント） 

          建設発生土は   市・町・村     地内の      に運搬（片道運搬距離   ㎞ ）

するものとする。なお、処理費として１m3当り     円（税抜き）を      に支払うこと。 

          土質改良プラントへ搬出する土砂の土質は、各プラントが指定している土質性状同等以上とするこ

と。（土質性状 （記載例）砂質土、コーン指数 300kN/m2以上 ） 

 

【コンクリート塊・アスファルト塊・建設発生木材（処理）】 

①（分別解体等） 

コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材は、現場内において分別解体するものとする。 

なお、その費用を下記のとおり見込んでいる。 

コンクリート塊 １m3当り      円（税抜き） 

アスファルト塊 １m3当り      円（税抜き） 

建設発生木材  １m3当り      円（税抜き） 
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②（再資源化施設へ搬出） 

コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材等は、再生資源として、下記の再資源化施設等へ

の搬出を見込んでいる。これは、他の施設へ搬出を妨げるものではないが搬出先を変更する場合は理

由を付して協議を行うこと。再資源化施設業者等と書面による委託契約を行うとともに、運搬車両ご

とにマニフェストを発行するものとする。 

なお、再資源化施設へ搬出が完了したときは、書面により報告すること。 

（施設の名称・受入れ費用） 

コンクリート塊  岩美郡市・町・村 岩美町地内の 吾妻商事(有)   

(運搬距離18.3 ㎞)、費用 １ｔ当り 1800 円(（税抜き） 

アスファルト塊      市・町・村     地内の        

       （運搬距離   ㎞）、費用 １ｔ当り     円（税抜き） 

建設発生木材        市・町・村     地内の        

       （運搬距離   ㎞）、費用 １ｔ当り     円（税抜き） 

その他（鉄ﾍﾋﾞｰH2） 鳥取 市・町・村  港町 地内の ㈲ｱｾｽﾒﾝﾄｶﾝﾊﾟﾆｰ  

       （運搬距離28.3 ㎞）、費用 １ｔ当り ▲31,700 円（税抜き） 

（受入れ時間帯） ８時～１７時（平日） 

（受入れ条件）   ア 路盤材、土砂、金属片等が混入していないこと。 

イ コンクリート塊、アスファルト塊の径は500㎜以下であること。 

ウ 建設発生木材に関しては、泥等の付着がなく、径    cm以下、長さ   m以下であること。 

エ ２次災害発生の恐れのある物質（廃油等）を含まないこと。 

③（他工事等流用） 

〔Co塊・      〕は、   市・町・村     地内     工事現場に運搬（片道運

搬距離   ㎞）するものとする。 

④（最終処理等） 

    については、   市・町・村     地内の産業廃棄物処理場への搬出（片道運搬距

離   ㎞）を想定し、その費用として１ｔ当り     円（税抜き）を見込んでいる。 

これは、他の施設へ搬出を妨げるものではないが、搬出先を変更する場合は協議を行うこと。 

⑤（産業廃棄物の処理に係る税）   

産業廃棄物の処理に係る税に相当する額を、     円（税抜き）見込んでいる。 

 

⑥（木材市場等へ売却） 

建設発生木材は   市・町・村     地内の     への搬出（片道運搬距離   ㎞）

を想定し    円（税抜き）を見込んでいる。これは、他の木材市場等への売却を妨げるものでは

ないが、売却先を変更する場合の理由を付して協議すること。 

 

⑦（伐木工歩掛及び参考数量） 

伐木工は伐木工歩掛（令和元年10月15日付第201900175199号鳥取県県土整備部技術企画課長通知）

による。また伐採工計算書に基づき参考数量として算出しているので、実績について見積もり等によ

り監督員に協議を行うこと。 

⑧（建設発生木材の出来形数量） 

建設発生木材の運搬量、搬出量は出来形数量に応じて設計変更を行う。そのため、次のとおり数量

管理を行うこと。 

工  種 項  目 規  格 摘  要 

建設発生木

材運搬量 

現場において運搬車の計測

を行うこと。 

平均的な１断面を計測。計

測に当たっては、頂部に最低

２箇所の折れ点を設けるこ

と。 

断面積に荷台の延長を乗じ

て体積を算定する。 

運搬車全数の測定を行うこと。ま

た、10台に１台の割合で写真管理を

行うこと。 

ただし、搬出台数が10台に満たない

場合は、２台以上写真管理を行うこ

と。 

なお、マニフェストで運搬量（体

積(空m3)）が確認出来る場合は、計

測、写真管理は不要とする。 
 

建設発生木

材搬出量 

マニフェスト又は伝票管理

を行うこと。 

運搬車全数の管理を行うこと。 伝票は処分業者が発行した

ものでなければならない。 

⑨（マニフェスト） 

産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託するときは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき

マニフェストを作成すること。ただし、一般廃棄物や有価物は不要である。 
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①（建設発生土の使用） 

             工事から〔本工事運搬・相手方運搬〕の建設発生土を受入れ、 使用

箇所：            に使用する。 

②（再生資材の使用） 

ア Co雑割材は、       工事から運搬し、使用箇所：     に使用する。 

イ ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ切削殻等は、       工事から運搬し、使用箇所：     に使用する。 

ウ 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ〔規格：RC-  40 〕は、使用箇所： 路盤、基礎砕石 に使用する。 

エ 再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂〔規格：RS-     〕は、使用箇所：     に使用する。 

オ 再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物〔規格： As20 〕は、使用箇所： 舗装 に使用する。 

カ その他再生資材〔資材名：    〕〔規格：    〕は、使用箇所：     に使用する。 

キ 本工事において、再生クラッシャランの使用は上記ウに記載のものを想定している。当該砕石に

ついて、受注者が再生資源化施設側と供給状況等について協議し、再資源化施設側から書面によ

り供給の確保ができない旨の回答があった場合には、他の再生砕石を使用することとし、設計変

更の対象とする。その上で他の再生砕石の確保も難しいと判断された場合には、新材を使用する

こととし、設計変更の対象とする。 

ク 本工事において、粒度調整砕石の使用は新材を想定している。ただし、受注者が再生材の使用 を

希望する場合には、受注者において供給状況を確認し、再生材の使用について協議することと し、

設計変更の対象とする。 

工 

事 

用 

道 

路 

①（農地の一時転用について） 

本工事を施工するために必要な仮設道路等を農地に設置する目的で、受注者が農地を借地する場合

は、事前に鳥取市農業委員会と協議を行い、農地法第５条第１項に基づく農地一時転用の許可を得る

こと。 

【令和５年４月１日時点で、前工事等の請負業者が一時転用している農地を継続して利用する場合 

は、以下も記載する。（該当がなければ記載を削除）】 

受注者は、前工事等の請負業者が農地一時転用している農地を継続して利用する場合、速やかに変

更報告書を作成の上、鳥取市農業委員会へ提出し、工事完了後はその旨を連絡すること。 

②（農地の賃貸借） 

  ア     の用途に使用するため、鳥取市     番地を賃貸借すること。 

   イ 土地賃貸借契約書に「鳥取市との建設工事請負契約に基づき、土地の貸借権は鳥取市が有するこ

ととし、原状復旧の責は鳥取市が負い、受注者がその任に当たるものとする。」を明記すること。 

   ウ 賃貸人に賃貸借料を支払うこと。 

  エ 工事完了後、速やかに農地の原状に復旧すること。 

  オ イにより契約した地番における、農地一時転用許可は不要である。 

仮 

設 

備 
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①（自社施工）   本工事においては、 （※         工（           工を除く）のうち少な

くとも      千円までの部分は、鳥取県県土整備部自社施工対象工事適正実施要領（平成22年

7月12日付第201000057710号県土整備部長通知）に定めるところにより自社施工しなければならない。 

 ※該当する細別（レベル４）を記載する。 

②（工事名称）   工事標示板に記載する名称は、 地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域雨滝浄水場浄水施設 

整備工事 とする。 

なお、工事標示板には、原則として県産木材を使用すること。また、その他の保安施設等について

も積極的に県産木材を使用すること。 

③（監督体制）   本工事の監督体制は（一般・重点）監督とする。 

重点監督の工種は                とし、その他の工種は一般監督とする。 

なお、鳥取市建設工事低入札価格調査制度対象工事となった場合は、別途通知する。 

④（三者協議）   本工事は、          工事であり、工事着工までに、施工条件及び施工の留意点等を確

認するため、発注者並びに当該工事の測量等業務受注者及び施工受注者の三者で協議するものとす

る。(重点監督工事等に適用) 

⑤（技能士常駐）  本工事には、下記のとおり鳥取県土木工事共通仕様書特記事項に基づく技能士常駐対象工種が含ま

れており、該当工種の作業期間は、技能士が工事現場に常駐しなければならない。 

ア 技能士種別：     技能士 、該当工種：     工 、特記事項根拠：    頁 

イ 技能士種別：     技能士 、該当工種：     工 、特記事項根拠：    頁 

ウ 技能士種別：     技能士 、該当工種：     工 、特記事項根拠：    頁 
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⑥（寒中コンクリート） 

本工事は、寒中コンクリートとして施工を行わなければならない期間があるので、適正に実施する

こと。なお、寒中コンクリートの養生費用については、「寒中コンクリートの養生費用について」（平

成23年12月７日付第201100123529号県土整備部長通知）に基づいて処理することとし、設計変更の対

象とする。 

⑦（実施単価全面改定時の適用単価） 

実施単価全面改定後に指名通知を行う工事は最新単価を適用することとしているが、本工事は旧単

価において積算を行っているため、契約締結後には速やかに最新単価に基づく変更契約を行う。 

⑧（設計業務の委託者） 

          本工事の設計業務は アサヒコンサルタント㈱ が行っている。 

⑨（建設機械の賃料の採用単価） 

ア 建設機械の賃料について、ラフテレーンクレーン及び高所作業車以外の建設機械は長期割引単価

を標準としている。 

通常単価を採用した建設機械〔無し・有り（              ）〕 

イ ラフテレーンクレーン及び高所作業車について、１ヶ月以上の長期利用に当たるものは長期割引

単価を採用し、１ヶ月未満の利用に当たるものは通常単価を採用している。 

本工事の   工で使用を想定しているラフテレーンクレーン（規格   t吊）の採用単価は、

（通常単価・長期割引単価）（建設物価  月号  頁）を採用し、本工事の   工で使用を想

定している高所作業車（規格   t吊）の採用単価は、（通常単価・長期割引単価）（建設物価  月

号  頁）を採用している。 

⑩（現場環境改善） 

         【災害復旧工事以外】（該当しない場合は削除） 

本工事は、現場環境改善（率計上分）実施対象工事と〔する・しない〕。 

下表の内容のうち原則として各費目（仮設備関係、営繕関係、安全関係及び地域連携）ごとに１実

施内容ずつ（いずれか１項目のみ２実施内容）の合計５つの実施内容を実施すること。港湾及び漁港

事業は、項目に防災・危機管理関係を含めることができる。 

実施に当たっては、施工計画書に実施内容及び実施時期を記載し、実施後に監督員に写真等を提出

すること。 

地域の状況・工事内容により組み合わせ、費目数及び実施内容を変更する場合は、原則として設計

変更は行わないが、その内容（目的に資するものであること）について監督員の確認を受けること。 

１内容も実施困難な場合は、監督員と協議の上、設計変更により率計上は行わない。 

また、主に現場の施設や設備に対する熱中症対策・防寒対策に関する費用については、率分の計上

ではなく、契約変更時に対策の妥当性を確認の上、積み上げ計上を行う。施設・設備の種類や規模及

び設置期間については、監督員と協議の上、決定する。 

計上費目 実施内容 

仮設備関係 

１．用水・電力等の供給設備，２．緑化・花壇 

３．ライトアップ施設，４．見学路及び椅子の設置 

５．昇降設備の充実，６．環境負荷の低減 

営繕関係 

１．現場事務所の快適化（女性用更衣室の設置を含む） 

２．労働者宿舎の快適化 

３．デザインボックス（交通誘警備員待機室) 

４．現場休憩所の快適化 

５．健康関連設備及び厚生施設の充実等 

安全関係 

１．工事標識・照明・安全具等安全施設のイメージアップ（電光式

標識等） 

２．盗難防止対策（警報機等) 

地域連携 

１．完成予想図，２．工法説明図，３．工事工程表 

４．デザイン工事看板（各工事ＰＲ看板含む） 

５．見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

６．見学所（インフォメーションセンター）の設置及び管理運営 

７．パンフレット・工法説明ビデオ 

８．地域対策費等（地域行事等の経費を含む), ９．社会貢献 

防災・危機管理関係 

（港湾・漁港事業） 

１．防災訓練（地震・台風等の自然災害に対する訓練） 

         【災害復旧工事】（該当しない場合は削除） 

現場環境改善費における主に現場の施設や設備に対する熱中症対策・防寒対策に関する費用は、契

約変更時に対策の妥当性を確認の上、積み上げ計上を行う。施設・設備の種類や規模及び設置期間に

ついては、監督員と協議の上、決定する。 
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⑪（熱中症対策） 

熱中症対策について https://www.pref.tottori.lg.jp/291941.htm に掲載の熱中症予防対策資料

を参考に熱中症予防対策を実施すること。 また、気象庁から高温注意報（最高気温３５℃以上が予

想される場合）が発表された日においては、作業の中断、作業時間の短縮を行うか、十分な水分、塩

分の摂取のほか休憩場所の整備及び十分な休憩時間を確保するなどの熱中症予防対策を確実に実施

したうえで作業を行うこと。 

⑫（現場管理費補正） 

          本工事は、熱中症対策に資する現場管理費補正の対象工事と〔する・しない〕。 

熱中症対策に資する現場管理費補正の適用を希望する場合は、

https://www.pref.tottori.lg.jp/285759.htm（治山工事、林道工事の場合は

https://www.pref.tottori.lg.jp/318163.htm） に掲載の熱中症対策に資する現場管理費補正の試行

要領に基づき、工事着手前に提出する施工計画書に、工事期間中における気温の計測方法及び計測結

果の報告方法を記載すること。計測結果は施工計画書に基づき，計測結果の資料を工期末の14 日前

までに提出すること。 

⑬（日本芝生産地への配慮） 

日本芝の生産に配慮した植生工について（令和2年2月27日付第201900299342号県土整備部長通知）

（https://www.pref.tottori.lg.jp/290178.htm）に基づき、日本芝を生産するほ場と、その前後も

含めたほ場に隣接する法面においては、植生工にバミューダグラスの使用を禁止する。 

ア 〔張芝工・筋芝工〕は、日本芝の〔野芝・高麗芝〕を使用すること。 

イ 〔植生基材吹付工・客土吹付工・種子散布工・枠内吹付工〕に使用する種子に「バミューダグ

ラス」は使用しないこと。配合種子は監督員と協議のうえ決定すること。 

ウ 〔わら芝工・植生シート工・植生マット工〕に使用する種子に「バミューダグラス」は使用し

ないこと。バミューダグラスの代替えの種子として○○を使用し、材料費として1ｍ2当り  

円を見込んでいる。 

⑭（ICT 活用工事[受注者希望型(LightICT を含む)]） 

本工事は、受注者希望型(LightICT を含む)の対象工事である。ICT の活用を希望する場合は、最新の

「ICT 活用工事特記仕様書（受注者希望型）」によること。 

仕様書の改定状況は https://www.pref.tottori.lg.jp/269460.htm を参照すること。 

⑮（土石流の発生・到達するおそれのある現場での工事） 

 本工事は、労働安全衛生規則第２編第１２章「土石流による危険の防止」に定める、土石流が発生す

る恐れのある現場において行う工事である。 

  安全対策について、https://www.pref.tottori.lg.jp/295476.htm に掲載の「土石流の発生・到 達

するおそれのある現場での工事における安全対策について」に基づいて実施すること。 

⑯（掲示板の設置） 

         本工事は「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に基づく工事であり、標示板の工事

種類について「国土強靱化対策工事（５か年加速化対策）」と標記すること。 標示板の記載及び記載

内容については、道路・河川工事現場における標示施設の設置の徹底について（令和 3 年 6 月 1 日

付け 国土交通省大臣官房技術調査課 建設システム管理企画室長 事務連絡）を参考にすること。 

⑰（下請関係の適正化） 

         下請関係の適正化については、https://www.water.tottori.tottori.jp/1833.htm を参照の上労働者

の福祉向上に務めること。 

⑱（快適トイレの試行） 

１．内容 
受注者は、現場に以下の(1)～(11)の仕様を満たす快適トイレを設置することを原則とする。 

(12)～(17)については、満たしていればより快適に使用出来ると思われる項目であり、必須ではない。 
【快適トイレに求める機能】 

（１）洋式便器 
（２）水洗及び簡易水洗機能（し尿処理装置付き含む） 
（３）臭い逆流防止機能 
（４）容易に開かない施錠機能 
（５）照明設備 
（６）衣類掛け等のフック、又は、荷物の置ける棚等（耐荷重を５kg 以上とする） 

【付属品として備えるもの】 
（７）現場に男女がいる場合に男女別の明確な表示 
（８）周囲からトイレの入口が直接見えない工夫 
（９）サニタリーボックス（女性用トイレに必ず設置） 
（10）鏡と手洗器 
（11）便座除菌クリーナー等の衛生用品 

【推奨する仕様、付属品】 
（12）室内寸法900×900mm 以上（面積ではない） 
（13）擬音装置（機能を含む） 
（14）着替え台 
（15）臭気対策機能の多重化 



 

                                現    場    説    明    書                          ７ 

そ 

の 

他 

（16）室内温度の調整が可能な設備 
（17）小物置き場（トイレットペーパー予備置き場等） 

２．快適トイレに要する費用【災害復旧工事以外】（該当しない場合は削除） 
快適トイレに要する費用については、当初は計上していない。 
受注者は、上記１の内容を満たす快適トイレであることを示す書類を添付し、規格・基数等の詳細に

ついて監督員と協議することとし、精算変更時において、見積書を提出するものとする。 
【快適トイレに求める機能】(1)～(6)及び【付属品として備えるもの】(7)～(11)の費用については、

従来品相当を差し引いた後、51,000 円/基・月を上限に設計変更の対象とする。 
なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基／工事（施工箇所）※までとする。 
また、運搬・設置費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基／工事（施工箇所）※より多く設置する

場合や積算上限額を超える費用については、現場環境改善費(率)を想定しており、別途計上は行わない。 
※「施工箇所が点在する工事の積算」適用工事や施工延長が長いなどのトイレを施工箇所に応じて複

数設置する必要性が認められる工事については、「工事」を「施工箇所」に読み替え、個々の施
工箇所で計上できるものとする。 

２．快適トイレに要する費用【災害復旧工事】（該当しない場合は削除） 
快適トイレに要する費用については、当初は計上していない。 
受注者は、上記１の内容を満たす快適トイレであることを示す書類を添付し、規格・基数等の詳細に

ついて監督員と協議することとし、精算変更時において、見積書を提出するものとする。 
【快適トイレに求める機能】（１）～（６）及び【付属品として備えるもの】（７）～（11）の費用

については、従来品相当を差し引いた後、51,000 円/基・月を上限に設計変更の対象とする。 
なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基／工事（施工箇所）※までとする。 
また、運搬・設置費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基／工事（施工箇所）※より多く設置す

る場合や積算上限額を超える費用については、別途計上は行わない。 
※「施工箇所が点在する工事の積算」適用工事や施工延長が長いなどのトイレを施工箇所に応じて複

数設置する必要性が認められる工事については、「工事」を「施工箇所」に読み替え、個々の施
工箇所で計上できるものとする。 

３．その他 
快適トイレの手配が困難の場合は、監督員と協議の上、試行の対象外とする。 

 

⑲（諸経費動向調査） 

         本工事は国土交通省が実施する諸経費動向調査の対象工事としますので、調査依頼があれば協力するこ

と。 
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第１章   総  則 

第１節   一般事項 

第１条  概  要 

「特記仕様書」（以下「本仕様書」という。）に記載の内容は、「地域水道整備事業の

内国府町雨滝地域雨滝浄水場浄水施設整備工事」（以下「本工事」という。）に関するも

のである。本仕様書は、本工事に関する機器製作、据付、配管工事及びその付帯工事に適

用するものである。 

第２条  関係法令、規格基準等の遵守 

本工事に関わる機器、諸材料及び施工基準については、関係諸法令、規格、基準等を遵

守しなければならない。下記を適用するものとする。 

１）日本産業規格（ＪＩＳ） 

２）日本水道協会規格（ＪＷＷＡ） 

３）日本電気工業会標準規格（ＪＥＭ） 

４）水道法及び水道施設基準 

５）電気設備技術基準（通産省令） 

６）内線規定（電気技術基準調査委員会） 

７）建設業法 

８）建築基準法 

９）労働安全衛生法 

１０）その他関係する諸法令規則 

第３条  補完の義務 

受注者は、設計図書・仕様書に明記されていなくても法規上・施工上又は目的とする機

能のために必要と認められるものについては、担当職員（以後監督員とする）と協議の上、

決定する。 

第４条  書類の提出 

受注者は、指定の日までに監督員の定める様式による書類を提出しなければならない。 

提出した書類に変更を生じた時は、速やかに変更届を提出しなければならない。 

第５条  提出図書 

 本工事において、受注者は鳥取市水道局標準仕様書にあるもののほか、次の書類を提出

すること。 

なお、これらに要する費用はすべて受注者の負担とする。 

１） 完成図           ３部（内 江山浄水場１部、雨滝用１部） 

２） 機器取扱説明書       ３部（内 江山浄水場１部、雨滝用１部） 
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３）各種機器試験成績書     ２部 

４）現地検査成績書       ２部 

５）各種届出書、許可書     ２部 

６）付属品納入書        ２部 

７）その他水道局の指示するもの 必要部 

８）１～７の電子データ     １部 

９）その他 

① 取扱説明書（機器以外のもの） 

② 現地試験成績書 

③ その他監督員が指示する図書および書類 

契約後、すみやかに担当技術者を派遣し、本仕様書及び設計図書に基づき、設計製作に

係る詳細な打合せを行い、監督員の承諾を得ること。なお、打合せの結果によっては仕様

書及び設計図書類の変更を行うことがある。この場合、契約金額の変更は原則として行わ

ない。 

 

第６条  手続きの代行 

本工事中、監督官庁その他の手続きを要するものは、受注者で申請届け出に必要な図書

を作成し、手続き一切を行うものとする。 

第７条  製作の着手 

受注者は、契約後速やかに施工計画書を提出し、本仕様書及び設計図に基づいて監督員

と打ち合わせの上、施工図を作成し、監督員の承諾を受けるものとする。その内容につい

ては、監督員の指示による。 

本工事に使用する機器が固有の設計による製品で、本仕様書または、添付設計図と異な

る場合は事前に理由を申し出て、承諾を受けること。 

第８条  荷造及び輸送 

本工事受注者は、各機器の製作を完了し、すべての工場試験並びに検査に合格した後、

据付現場に搬入し据付を行うこと。荷造り、運搬費及び輸送途中での損傷の修復等はすべ

て受注者の負担とする。また、出荷に際して発送明細書を提出すること。 

第９条  変更、補修等 

本工事中、建築構造、機械設備等の関係で起こる機器の据付位置及び配管経路等の軽微

な変更は、受注金額に関係なく施工すること。 

第１０条 保安対策 

本工事の施工に当たっては、労働安全衛生法を遵守し、就業者に対しては常にこれを徹

底させるとともに安全作業に対する十分な施策を行い、安全責任者を定めて管理しなけれ

ばならない。 
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第１１条 環境衛生 

本工事は、環境衛生に十分注意し、不用の場所には立ち入らないようにすること。 

第１２条 工事の検査 

受注者は、次のいずれかに該当する時は、直ちに監督員に通知し、検査を受けなければ

ならない。 

１）工事が完成した時（完成検査） 

２）工事の施工中でなければその検査が不可能な時又は著しく困難な時（中間検査） 

３）部分払いを必要とする時（出来形検査） 

４）工事の手直しが完了した時（手直し検査） 

第１３条 立会検査 

本工事の主要機器は、監督員と協議の上、必要な場合は工場立会試験を行う。 

 

第１４条 引渡し 

引渡し期日は、工事検査に合格した後とする。 

第１５条 保証期間 

本工事の保証期間は、工事検査後１ヶ年とする。また保証期間中に受注者の責任による

原因で生じた故障については受注者が無償で修理又は取り替えなければならない。 

第１６条 試運転及び調整 

本工事がすべて完了後、監督員の立ち会いのもとで総合試運転を行うこと。 

第１７条 取扱説明及び技術指導 

本工事完了後、各機器及び計器の取扱い、及び保守に関する講習会を現地で行うこと。 

 

第１８条 衛生管理 

本工事は、水道施設（浄水場）内での工事施工を行うため、水道法第２１条に規定する

健康診断（検査項目：赤痢菌、サルモネラ菌、腸管出血性大腸菌）を６か月ごとに実施す

ること。 

なお、検査結果は監督員に報告すること。
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第２節  各工事の共通仕様 

  

第１条  仮  設 

本工事に必要な電気、水等の設備は、監督員と協議の上、決定し施工する。これに係わ

るすべての費用は受注者の負担とする。 

 

第２条  工事用機械器具等 

工事用の機械器具等は、当該工事に適応したものを使用しなければならない。監督員が

不適当と認めた時は速やかにこれを取り替えなければならない。 

 

第３条  施工方法 

本工事に関する据付、配管、配線方法は、図面又は特記仕様書に示すとおりとする。  

 

第４条  施工の取合 

施工は責任分担を明確にし、施工後のメンテナンスを考慮に入れ、メーカーの責任にお

いて施工、及び施工管理を行うこと。   

 

第５条  工程の進行 

  受注者は、常に工事の進捗状況について注意し、予定の工事工程と実績を比較検討して、

 工事の円滑な進行を計らなければならない。 

 

第６条  就業時間 

工事施工の就業時間については、予め監督員と協議しなければならない。 

 

第７条  他工事との協調   

工事現場付近で他工事が施工されているときは、互いに協調して円滑な施工を計らなく

てはならない。 

 

第８条  工事記録写真 

１）受注者は工事全般にわたって監督員の指示により、工事過程を段階的に撮影、 

編集を行い工事検査の際写真帳として提出しなければならない。 

２）既存の構造物その他で撤去、取り壊し等をするもので、監督員が指示した場合、 

現況を撮影しなければならない。 

３）工事施工後、外部から目視できない箇所は、原則として撮影しなければならない。 

   

第９条  単位 

基本単位、誘導単位及び補助計算単位は、計量法によること。 

 

第１０条  付属品 

  各機器の付属品は、この仕様書及び特記仕様書に記載されているものを付属するほか、 
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受注者において運転上必要と認めるものはすべて付属すること。 

 

第１１条  荷造及び輸送 

  荷造りは厳重に施し、防湿を完全に行い、天地無用品にはその旨を明記し、適切な転倒 

防止の方法を講じること。 

 

第１２条  材料の規格 

  設計図書にその品質規格が明示されていない材料は、全て日本産業規格（ＪＩＳ） 

日本水道協会規格（ＪＷＷＡ）等に適合しなければならない。 

但し、規格のないものについては 市場品中級同等の品質を有するものとする。 

 

第１３条  既設送水管の切離し 

 場内配管工完了後、「地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域雨滝浄水場電気設備工事」 

施工業者と調整し、市道掘削時に廃止する送水管の切離しを行うこと。 
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第２章 紫外線照射設備 

 

第１節 概  要 

 紫外線照射設備は、クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原微生物対策として設置し、

原水に紫外線を照射することにより、微生物を不活化するものである。紫外線照射装置

は、JWRC（（財）水道技術研究センター）の技術審査基準を満たしているものとする。 

 

第２節 紫外線照射設備 機器仕様 

 

１）紫外線照射装置ユニット 

   型  式：紫外線照射装置ユニット 

   処理能力：最大 100 m3/日（4.17m3/時） ※単独交互運転時 

   寸  法：2,200Ｌ×1,320Ｗ×2,100Ｈ（参考） 

   材  質：SUS304（配管部） 

装置重量：空重量 約0.75t ・ 運転重量 約0.77t 

   消費電力：単相AC100V 約750VA 60Hz（※除湿器使用時は+560VA） 

接続口径：原水入口  JIS10k-80Aフランジ 

       処理水出口   JIS10k-80Aフランジ 

       緊急排水口   JIS10k-50Aフランジ 

試料水入口     Rc 3/4B ユニオン 

       雑排水口    Rc 1B ユニオン 

台 数    ：           １基 

付 属 品    ：除湿器      １台 

  【ユニット構成機器】 

     （1）紫外線照射装置 

     型  式：内照式管路密閉型横型U字流方式 

     処理能力：最大 100 m3/日（4.17m3/時） 

     対象水質：濁度 2.0度以下 

          色度 5.0度以下 

          紫外線透過率 95%以上 

     照 射 量    ：10 mJ/cm2 以上 

     材  質：SUS304 内面バフ 外面HL 

     光  源：直線型低圧水銀ランプ（23W/本）×１本/台 

          設計寿命 9,000時間 

     最大耐圧    ：1.0 MPa 以下 

 洗  浄：ワイパーによるスリーブ管表面洗浄 

（設定時間に合わせた自動洗浄システム） 

     数  量：             ２台 

     予 備 品    ：直線型低圧水銀ランプ １本/台 
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          ランプスリーブ  １本/台 

     付 属 品    ：保護具(防護マスク・手袋) １式 

          専用工具   １式 

 

   （2）ユニット制御盤 

     型  式：屋内自立形密閉盤（カラー液晶TP） 

     寸  法：900W×350D×1,800Ｈ（参考） 

     材  質：鋼板製 

     通信形態：Ethernetによる相互通信システム 

     構成機器： カラータッチパネル １台 

          バラスト    ４台 

           制御基板   １式 

          人感センサー  １台 

           PLC     １台 

            配線用遮断器  １式 

            漏電用遮断器  １式 

            各種スイッチ・表示灯 １式 

数  量：            １面 

機  能：紫外線装置および各電動弁の操作・制御 

           紫外線装置および各電動弁の各状態表示・出力 

            紫外線ユニットに関する管理項目の表示（UV強度・濁度等） 

          アラーム履歴の表示（故障・復旧日時） 

              トレンドグラフの表示（各アナログ信号） 

              人感センサーによる自動消光機能 

              ランプ点灯時間の外部出力・同期機能 

       運転出力：DO(1)UV装置   処理中 

            DO(2)NO.1UV装置 運転／停止 

           DO(3)NO.2UV装置 運転／停止 

      計測出力    ：Ao(1)紫外線照射強度（または照射量） DC4-20mA 

           Ao(2)紫外線照射装置温度 DC4-20mA 

           Ao(3)原水濁度 DC-20mA 

       警報出力    ：DO(1)No.1UV装置 軽故障  

           DO(2)No.1UV装置 重故障  

            DO(3)No.2UV装置 軽故障  

            DO(4)No.2UV装置 重故障  

 

     （3）流入・流出・緊急排水電動弁 

      型  式：電動式バタフライ弁 

      仕  様：JIS10k-40A/50Aウエハ 

      材  質：FCD450 
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       数  量：５台(流入×2台、流出×2台、緊急排水用×1台) 

    

（4）原水濁度計 

       型  式：レーザー散乱光式濁度計 

       仕  様：液晶表示、アナログ出力、エラー出力 

       数  量：１台 

 

２）原水サンプリングポンプ 

型  式：定圧給水ユニットポンプ 

吐 出 量：21.5L/min×12mH 

口  径：φ20mm×φ20mm 

電  源：単相 100V 150W 50Hz 

主要材質：ケーシング CAC406 

               羽根車  CAC406 

              主軸（接液部） SUS304 

付 属 品：その他必要なもの 

数  量：１台 
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第３節 工事詳細 

 

第１条 工事範囲 

１）第２節に記載した機器製作及び据付工事 

２）その他上記に伴う諸附帯工事 

３）試運転調整 

 

第２条 機器据付工事 

１）据付工事は、予め承認を得た詳細な装置配置図及び据付基礎図に基づき工事監督員

の指示に従い、試運転完了までの一切の工事を行わなければならない。 

２）据付に当たっては予め監督員、関連工事業者と充分な工程打合せを行い、施工順序

及び方法等を詳細に打合せ、これに基づき施工すること。 

３）監督員の指示する重要部分については、その都度検査を受けること。 

４）装置及び機器の据付調整、並びに試運転調整に際しては技術者を派遣し、その指導

に当たらせること。 

 

第３条 配管工事 

１）主使用材料は下記の通りとする。 

（１）配管類 

名  称 種  別 規  格 

水道用配水用ポリエチレン管 

水道用硬質塩化ビニル管 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 

HPPE 

VP 

HIVP 

 

JIS K 6742 

 

一般配管用ステンレス鋼管 

配管用ステンレス鋼管 

水道用ステンレス配管 

SUS-TPD 

SUS-TP、-TPY 

SUS 

JIS G 3448 

JIS G 3459 

JWWA G 115 

その他  JIS 規格品 

又は同等品 

 

２）施工 

（１）配管に当たっては、機器の分解、点検、保守等で支障が生じないように施工 

する。 

（２）機器又は配管接合部に負荷を掛けないように架台を設けること。 

（３）配管、弁類は、適切な箇所に架台を設けること。 

（４）機器の支障をきたさぬように充分な考慮して、体裁よく施工する。 

（５）配管の接続は、フランジ及びＴＳ接合を原則として施工する。 

（６）機械設備工事共通仕様書(国土交通省営繕部)参照のこと｡ 
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第４条 雑則 

１）受注者は、係員の指示のもとに細部にわたり良心的かつ高度な技術をもって、設

計、製作、据付に当たり、運転時において、いささかの支障も生じないようにする

こと。 

２）受注者は、本工事着工に当たり関連業者と充分な事前協議を行い、工事進捗に支

障がないようにすること。 

３）設備の現場据付、調整に必要な材料及び油等は一切受注者にて負担するものとす

る。 

４）各機器の付属品、予備品は本仕様書に明記がなくとも運転保守上、必要なものは

納入すること。 

５）本仕様書のうち、各装置に付属する電動機容量は参考値として示したものである

から、製作設計の際充分検討して適正な値をとること。 

６）各機器及びこれに付属する配管類は、ＪＩＳに基づく所定の試験を施し、効率等

に関する周密な検査を行い、規格に適合することを確認した上出荷するものとする。 

７）本工事に使用する主要機器及び材料は、発注者の承認したものとする。 
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第３章 炭酸ガス注入設備 

 

第１節 概要 

 炭酸ガス注入設備は、炭酸ガスを送水管に注入することにより原水ｐＨ値を調整し、適

正な水処理を行えるようにすることを目的とする。 

 

第２節 設計条件 

設計条件、主要機器構成は、次に示すとおりとする。 

 

１）計画水量 

最大   57   m3／日 ( ≒ 2.38 m3／h) 

 

２）炭酸ガス注入率 

最大   30.0  mg／L  

平均      5      mg／L 

３）炭酸ガス注入量 

注入率 

処理水量 

最  大 

30.0 mg／L 

最大 57 m３／日 
 1.71kg／日 

71.25 g／h 

 

４）注入方式 

原水流量に比例した炭酸ガスを送水管内に注入する。 

注入率の設定と注入量制御は、浄水処理室にて行い、炭酸ガス注入量を炭酸ガス注入機 

まで伝送する。 

 

５）使用炭酸ガス 

30kg 充填 炭酸ガスボンベ（食品添加物用） 

           

６）注入点 

        送水管×1 ヶ所 
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第３節 主要機器仕様 

１）炭酸ガス注入機 

        数   量   １式 

     設 置 場 所   屋内（制御盤下部設置） 

         型   式   流量自動制御式（手動制御対応） 

     使 用 流 体   炭酸ガス 

         能   力   4.8 ～ 71.3 g/h（2.45 ～ 36.36NL/h） 

     入出力信号   DC4～20mA 

     接 続 規 格   Rc1/2（15A） 

        参 考 寸 法   W600 × L250 × H500 

        材   質   弁類：SUS304 および同等品 

主 要 機 器   熱式質量流量計（AC100V）、電動ボール弁（AC100V）  

付 属 品   手動弁   ：１台 

アングルフレーム   ：１式 

     特 記 事 項   電動ボール弁は、炭酸ガスの使用停止時に遮断するものとし、停 

電時に自動で閉じることができるものとする。 

             また、設置調整含みとする。 

 

２）炭酸ガスボンベ切替器 

数   量   １台 

     型   式   減圧機構付半自動切換装置 

     使 用 流 体   炭酸ガス 

     能   力   最大 20 kg/h（10.2Nm3/h） 

     入 口 圧 力   ボンベ圧 

     出 口 圧 力   0.3MPa（常用） 

     出 口   W22 山 14 

     付 属 品      単管、連結管、ネック弁                  ：１式 

ボンベ架台（1 本×2 列×2 系）        ：１式 

接点付圧力計（1 系,2 系）                ：１式 

炭酸ガス用加温器（800W,AC100V）      ：１式 

取付ボルトナット   ：１式 

特 記 事 項   設置調整含みとする。 

 

３）炭酸ガス注入設備制御盤 

炭酸ガス注入設備を運転操作するためのもので、必要な電源を供給し、浄水処理室内

からの信号により注入操作が可能なものとする。 

数   量   １面 

型   式   屋内自立型 

寸   法   W600mm × L250 × H1,700mm（H500mm の架台を含む） 
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    定 格 電 圧   主回路電圧  AC100V 

定格周波数          60Hz 

    入 力 信 号   炭酸ガス注入運転指令、炭酸ガス注入停止指令、炭酸ガス注入流量 

設定値、原水 pH、処理水 pH 

出 力 信 号   炭酸ガス操作場所選択「中央」、炭酸ガス注入機「運転」／「停止」、 

1 系炭酸ガス圧力低下、2 系炭酸ガス圧力低下、炭酸ガス加温器故障、 

取付機器・付属品： 

配線遮断器   ：１式 

集合表示灯   ：１式 

操作スイッチ   ：１式 

その他必要なもの  ：１式 

     特 記 事 項   設置調整含みとする。 

 

第４節 工事詳細 

 

第１条 工事範囲 

１）第３節 主要機器仕様に記載した機器の据付工事 

 

２）第３節 主要機器仕様に記載した機器廻りの電気計装工事 

 付属配線は本工事で設置し、接続は電気設備工事が施工する。 

目印等で円滑に接続できるようにしておく。 

 

３）第３節 主要機器仕様に記載した機器廻りの配管工事 

   ①炭酸ガス配管（高圧ガス） 

    配管材質は SUS、黄銅製とする。 

   ②炭酸ガス配管（減圧後） 

    配管材質は SUS、鋼管とする。 

   ③排気用ダクト 

 

４）躯体工事 

   ①穿孔工事    1 式 

   ②穿孔部補修       1 式 

   ③屋外露出配管被覆工事  1 式 

 

５）設置工事 

     ①炭酸ガス注入機   1 式 

     ②炭酸ガスボンベ架台（1 本/系列×2 系列）  1 式 

 ③空調機    1 式 

 ④配管・弁類    1 式 

     ⑤ケーブル・電線管類  1 式 
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６） 試運転調整 

 

第２条 雑 則 

１）各機器の塗装は、特記がない限りメーカーの標準塗装とする。 

２）本仕様書のうち、各装置に付属する機器の容量は、参考値として示したものであり 

製作、設計の際十分検討して適正な値をとること。 

３）配管は気密試験とする。 

４）工事用電源（発電機）は受注者側で準備とする。 

 



別表３ （Ａ４）

□有

□無

仮設工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

土工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

基礎工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

本体構造の工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

本体付属品の工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

その他の工事　□有　□無

□　手作業・機械作業の併用

□上の工程における⑤→④→③の順序

□その他（    　　        　　　　　　　　　　　　　　　）

その他の場合の理由（　　　          　　　　　　　　　　）

備考

□欄には、該当箇所に「レ」を付すこと。

　　　　　　　　　トン

□①　□②　□③　□④

トン □⑤　□⑥
（注）　①仮設　②土工　③基礎　④本体構造　⑤本体付属品　⑥その他

□⑤　□⑥

□コンクリート塊

□ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

□建設発生木材

　　　　　　　　□病院　□その他（　　　　　　　　　　　　）

⑥その他　　　　　　　　　　　（　　　　　　　） □　手作業

□①　□②　□③　□④

③基礎

⑤本体付属品

使用する部分又は発生が見込ま
れる部分（注）

工事の工程の順序
（解体工事のみ）

工作物に用いられた建設資材の量
の見込み（解体工事のみ）

沿線住民に工事の内容を周知する。

0.5トン

□　手作業

周辺にある施設　□住宅　□商業施設　□学校

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工作物に
関する調
査の結果

工
程
ごと
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

工作物に
関する調
査の結果
及び工事
着手前に
実施する
措置の内

容

敷地境界との最短距離　約　　1　ｍ

廃
棄
物
発
生
見
込
量

工作物の構造
（解体工事のみ）

□鉄筋コンクリート造　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

工事の種類

使用する特定建設資材の種類
(新築･維持･修繕工事のみ）

□新築工事　□維持・修繕工事　□解体工事

□電気　□水道　□ガス　□下水道　□鉄道　□電話

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□コンクリート　□コンクリート及び鉄から成る建設資材

作業内容

特定建設資材への付着（　□有　　□無　）

なし

□有

（　　　　　　　　　　　　）

□　手作業

障害物　□有（　　　）　□無

建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）

分別解体等の計画等

□アスファルト・コンクリート　□木材

作業場所　□十分　□不十分

その他（　　　　　　　　　）

築年数　　　　年

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

石綿
（大気汚染防止
法・安全衛生法
石綿則）

工事着手前に実施する措置の内容工作物に関する調査の結果

前面道路の幅員　約　11　ｍ

□①　□②　□③　□④

□　手作業

④本体構造

□　手作業

その他（　　　　　　　　　）

量の見込み

□⑤　□⑥

その他

他法令関係
（解体・維
持・修繕工
事のみ）

通学路　□有　□無

①仮設

特定建設資材への付着物（解
体・維持・修繕工事のみ）

□無

分別解体等の方法
（解体工事のみ）

□　手作業

トン

工作物の状況

周辺状況

作業場所

搬出経路

工程

②土工

種類
特定建設資材廃棄物の種類ごとの量の見込み
（全工事）並びに特定建設資材が使用される工
作物の部分（新築・維持・修繕工事のみ）及び
特定建設資材廃棄物の発生が見込まれる工作
物の部分（維持・修繕・解体工事のみ）
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N
O.

2
+1

0
.0

NO
.
2(

E
P)

NO
.
2+

5
.0

NO
.
2+

1
0.

0

DL=305.00

DL=305.00

DL=305.00

DL=305.00DL=305.00

(電気設備工事)

K
K

K
K

K

K

309.23

309.33

309.23

6.50

4.50

309.22

309.11

308.87

L=1.4m

3-1号集水桝

B500-L500-H500

309.16 309.28 309.40

309.23

3-2号集水桝

B500-L500-H750

309.40 309.23 309.18

308.61 2%

2%1.5%

309.19

309.09
309.28

309.19

309.11

308.80308.77
2%

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝

(1種) 300A

地先境界ブロック

C種(150×150×600)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄＵ型側溝

(1種) 300A

排水管

フェンス

(耐雪型)H1800フェンス

(耐雪型)H1800

フェンス

(耐雪型)H1800

フェンス

(耐雪型)H1800

t=50
アスファルト舗装(20)

浄水処理室

浄水処理室t=50
アスファルト舗装(20)

3-1号集水桝

B500-L500-H500

VU φ100

プレキャストＵ型側溝(1種) 300A L=14.4m 排水管 VU φ200 L=8.5m

1.60

（進入路工） 場内整備工・場内配管工

11.90 2.50

2.00 0.50

5.44 6.42

2.03 3.41 4.82 0.22

プレキャストＵ型側溝(1種) 300A L=9.4m

鋼製グレーチング歩道用(300)
プレキャストＵ型側溝(1種) 300A L=2.3m
鋼製グレーチング歩道用(300)

既設排水管

VUφ40

既設排水管

VUφ75

新設送水管

HPPEφ50

新設送水管

HPPEφ50

既設電線管

不明

新設電線管

FEP40,30,65



鳥取市国府町雨滝地内

4 / 30

プレキャストＵ型側溝(1種) 
S=1:10300A

地先境界ブロック C種
S=1:10150×150×600

嵩上げコンクリート
S=1:10

地先境界ブロック

C種 150×150×600

プレキャストＵ型側溝

300A

プレキャストＵ型側溝

300A

プレキャストＵ型側溝

300A

1:3

RC-40 t=10cm

基礎砕石

3-2号集水桝
S=1:20B500-L500-H750

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

3-1号集水桝
S=1:20B500-L500-H500

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

コンクリート蓋

σck=18N/mm2

底版コンクリート

RC-40 t=10cm

基礎砕石

T-14 500×500用

VUφ200
排水管

1:3

RC-40 t=10cm

基礎砕石

排水管 VUφ100

排水管 VUφ100

排水管 VUφ200

敷モルタル

1号重力式擁壁

100

敷モルタル

鉄筋D13 @200

200

プレキャストＵ型側溝

300A

150

80 500 80

660

50 600 50

700

80 500 80

660

50 600 50

700

10
0

8
0
0

80 500 80

660

5
00

50 600 50

700

80 500 80

660

80 500 80

660

50 600 50

700

1
00

5
50

1
00

5
50 5
00

1
00

1
5
0

300

1
9
0

3
0
0

18
0

50 300 50

1
0
0

30
60

24
0

100 300 100

500

1
00

3
0

1
50

50 150 50

250

10
0

8
0
0

7
50

8
0

5
0
0

80

6
6
0

8
0

5
0
0

6
6
0

7
50

80 500 80

660

80

10
0

10
0

1
00

1
00

名称 規格 単位 数量

数 量 表 10.0m当り計上

名称 規格 単位 数量

地先境界ブロック 16.5

敷モルタル 0.045

基礎砕石 RC-40 t=10cm m2 2.500

数 量 表 10.0m当り計上

C種 個

1:3 m3

150×150×600

名　称 規　格 単位 数　量

コンクリート m3 0.100

型枠 2.000

σck=18N/mm2

鉄筋 kg 7.463SD295 D13

数 量 表 10.0m当り計上

小型構造物 m2

名　称 規　格 単位 数　量

プレキャスト桝 B500-L500-H750 個 1

基礎砕石 m2 0.490RC-40 t=10cm

底板コンクリート

コンクリート蓋 1

m3σck=18N/mm2

数 量 表 1箇所当り計上

枚T-14 500×500用

名　称 規　格 単位 数　量

プレキャスト桝 B500-L500-H500 個 1

基礎砕石 m2 0.490RC-40 t=10cm

底板コンクリート

コンクリート蓋 1

m3σck=18N/mm2

数 量 表 1箇所当り計上

枚T-14 500×500用

Ｕ型側溝 16.5

敷モルタル 0.090

基礎砕石 RC-40 t=10cm m2 5.000

JIS A 5372 個

1:3 m3

995×345×19 10枚＊鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ ＊ﾌｪﾝｽ外のみ

0.026 0.026
図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

雨滝浄水場浄水施設整備工事

令 和  ７  年 度

場内整備工 構造図(1/2)

場内整備工 構造図(1/2)

m,mm

150



規　　格名　　称 数　　量単位

基 礎 砕 石

0.48

コンクリ－ト

型　枠

0.048

 0.25

門扉基礎(400×400×300)数量表(１基当たり)

σ =18N/mmck

2

t=10cm
RC-40

規　　格名　　称 数　　量単位

基 礎 砕 石

門扉基礎(550×550×800)数量表(１基当たり)

1.76

コンクリ－ト

型　枠

0.242

 0.42

σ =18N/mmck

2

t=10cm
RC-40

3ｍ

ｍ2

ｍ2

3ｍ

ｍ2

ｍ2

　 φ50.8×2.3
　 φ50.8×2.3

φ38.1×2.3

両面回転施錠

（フック座金付)

〔スプリングネット〕
〔亜鉛･アルミ･マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕
（素線抗張力850Ｎ／㎜ ～1050Ｎ／㎜ ）2 2

(引付金具付)

   <積雪地用>    <積雪地用>

   舟形落し受付 

   t=3.2

　 φ50.8×2.3φ50.8×2.3　
施錠装置

蝶番

　 φ50.8×2.3

φ38.1×1.6

蝶番

φ50.8×2.3

戸当り付

φ50.8×2.3

フックボルト M8

バーブドワイヤφ2.0

完全式菱形金網φ2.6×56㎜

φ13ブレース

 φ101.6×3.2

落しφ16(スペ－サ－付)

 φ101.6×3.2

コ型プレート

φ38.1×1.6
φ38.1×1.6

門　扉 H=1.80ｍ W=4.00ｍ
S=1:20

W=1,000

PC-AS1800(直忍付) W=4,000 PC-AS1800(直忍付)

40
1,

6
50

1
10

5
50

1
,
80

0
7
00

□400

□500

□550

□650

10
0

8
0
010
0

3
00

□550

□650

(直忍付、耐雪型)

S=1:20400×400×300

フェンス基礎　A型
S=1:20 S=1:20

フェンス基礎　A型フェンス基礎　A型

550×550×800

門扉基礎　B型

門扉基礎　C型

門扉基礎　B型

門扉基礎　B型 門扉基礎　C型
250×250×450

S=1:20(外忍び付き)

ネットフェンス

2σ =18N/mmck

φ50.8×2.3

フェンス支柱

フェンス支柱

φ101.6×3.2

RC-40 t=10cm

基礎砕石

RC-40 t=10cm

基礎砕石
RC-40 t=10cm

基礎砕石

4
5
0

1
0
0

250

350

5050

2
5
0

8
0
0

8
0
0

550

650

5050

250

1
0
0

5
5
0

550

規　　格名　　称 数　　量単位

フェンス基礎数量表(１基当たり)

0.45

コンクリ－ト

型　枠

0.0283ｍ

ｍ2

400

3
0
0

1
0
0

400

500

ひし形金網
(φ3.2×56mm)

胴縁の爪ピッチ200

正面図 側面図 

φ4　

有刺鉄線

30°

59
5

58
0

59
5

1
,7

7
0

1
,8

0
0

30

25
0

7
0

2
,1

2
0

@2,000 2,000 @2,000

4
5
0

2
,2

7
0

50

15
0

15
0

10
0

45
0

□250 □250□250

場内整備工 構造図(2/2)

図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

鳥取市国府町雨滝地内

令 和  ７  年 度

雨滝浄水場浄水施設整備工事

場内整備工 構造図(2/2)
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図　　名

1:50

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

m

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

雨滝浄水場浄水施設整備工事

鳥取市国府町雨滝地内

令 和  ７  年 度

場内整備工 舗装平面図

6 / 30

VP
φ

15
0

VPφ
80

VPφ
80

VPφ
150

蛇
口

メーター

VPφ
80

E オ
オ
カ
ヤ
カ
ン
143

T 雨
滝
幹
 74

C
O

柿
の
木

柿
の
木

電
気
柵

山
椒

VPφ
150

雨滝浄水場

桝

場内整備工 舗装平面図
S=1:50

舗装構成
S=1:20

アスファルト舗装
As（20）

NO.2+5.0

NO.2+10.0

AT.1

311.61

310.96

310.65

308.52

308.30

309.23

309.20

309.28

310.47

312.07

312.81

309.09

309.14

309.21

309.89

309.88

311.71

311.73

309.07

311.24

311.30

308.50

309.10

309.22

308.82

309.99

308.39

2
0
0

10
01
0
0

表層：As再生密粒20 t=5cm表層

路盤
路盤：粒度調整砕石 M-40 t=15cm

アスファルト舗装 As再生密粒(20)-5cm A=199.3m2
路盤工 t=15cm 166.76m2

表層すき取り 1.63m3（t=5cm 32.54m2）

名　称 控除量(m2)

取水井ピット 1.6

12.8既設浄水場

5.94

15.8

5.3

5.5

電気設備土工①

電気設備土工②

電気設備土工③

電気設備土工④

名　称 控除量(m2)

すき取り面積

合　計 32.54

(213.7m2-(控除1.6+12.8m2)＝199.3)
(199.3m2-(控除5.94+15.8+5.3+5.5m2)＝166.76)

アスファルト舗装面積控除



フェンス撤去(H800)　L=31.4m

図　　名

1:50

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場浄水施設整備工事

場内整備工 撤去図

場内整備工 撤去図

m,mm 7 / 30
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雨滝浄水場

NO.2(EP)

NO.2+5.0

NO.2+10.0

AT.1

311.61

310.96

310.65

308.52

308.30

309.23

308.39

309.20

309.28

310.47

312.07

312.81

309.09

309.14

309.21

309.89

309.88

311.71

311.73

309.07

311.24

311.30

308.50

309.10

309.22

308.82

309.99

フェンス基礎撤去(180×180×450)　N=16個



図　　名

NO-SCALE

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

雨滝浄水場浄水施設整備工事

鳥取市国府町雨滝地内

建築工事仕様書（１）

8 / 30

必要

建　築　工　事　仕　様　書

項　　目 特　　記　　事　　項章

１

１

　

一

般

共

通

事

項

２

　

仮

設

工

事

官公庁その他への手続２

適 用 基 準 等

　・　

床型枠用鋼製デッキプレート

鉄骨柱下無収縮モルタル

無収縮グラウト材

乾式保護材

既成調合モルタル

ルーフドレン

吸水調整材

アルミニウム製建具

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

既成調合目地材

鋳鉄製ふた

オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

煙突用成形ライニング材

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

エポキシ樹脂

ポリマーセメントモルタル

特 別 な 材 料 の 工 法

技 能 士

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

仮設工事 とび

鉄筋工事 鉄筋施工

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

電 気 保 安 技 術 者

工 事 安 全 計 画 書

発 生 材 の 処 理 等

環 境 へ の 配 慮

ホルムアルデヒド放散量　第三種

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達

の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、

可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意する

材 料 の 品 質 等

３

４

５

６

７

８

９

10

{1.1.3}　

{1.2.2～3}　

{1.3.3}　

{1.3.7}　

{1.4.1}　

{1.4.2}　

{1.5.2}　

コンクリート工事 型枠施工 ・型枠工事作業

コンクリート圧送施工

鉄骨工事 鉄工

屋根及びとい工事

スレート施工

金属工事 内装仕上施工

建築板金 ・内外装板金作業

建築板金

とび

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ＡＬＣパネル ブロック建築

・押出成形セメント板工事 ＡＬＣパネル施工

防水工事 防水施工

石工事 石材施工

タイル工事 タイル張り

木工事 建築大工

かわらぶき

めっき

断熱工事 熱絶縁施工

左官工事 左官

建具工事 サッシ施工

ガラス施工 ・ガラス工事作業

自動ドア施工 ・自動ドア施工作業

バルコニー施工

建具製作 ・木製建具手加工作業

・木製建具機械加工作業

技能士の職種により色を変えることも可

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

5
5
m
m

90mm

表装

家具工事 家具製作

排水工事 配管

舗装工事 路面表示施工

植栽工事 造園

畳工事 畳 ・畳製作作業

　《技能士名札参考図》

室内空気中の化学物質

の濃度測定

11

{1.5.9}　

１．共通仕様

Ⅱ．建築工事仕様

２．特記仕様

（２）特記事項は・印のついたものを適用する。ただし、・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。　

（４）Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。判

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事

（５）関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等について

材料・機材等の品質及び性能

３）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

※営繕工事写真撮影要領（平成28年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

施工計画書及び施工図等 提出した施工計画書及び施工図等の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとす

る。

こと。

監 督 員 事 務 所

４ 表 示 板

足 場 そ の 他

１

２

３

Ｂ Ｍ ・ 設 計 Ｇ Ｌ

（２）受注者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）を用意す

ること。

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成28年版）」（以下「改修標仕」という。）による。

編）（平成28年版）」（以下、「標仕」という。）による。ただし、アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁営繕部監修

（３）項目に記載の｛　　　｝内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　］内表示番号は、改修標仕の当該項

（３）電気、機械設備工事、解体工事及び改修工事を本工事に含む場合、当該部分はそれぞれの特記仕様書及び標準仕様書を適用する。

に係る工事についても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工

ガラス施工 ・ガラス工事作業

塗装工事 塗装

内装工事 内装仕上施工

ガラス施工 ・ガラス工事作業

いう）

※建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）（以下「標準図」と

工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事受注者の負担とする。

工事現場に配置する電気保安技術者は当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものと

する。なお、電気保安技術者の資格は標仕第１編第１章第３節1.3.2によるものとし、一般用電気工作物

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督員に提出する。

次の１）から４）を満たすものとする。

設計図書に規定するホルムアルデヒド放散量

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

２）建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

１）建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散

２）建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

３）接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

４）１）の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

築材料以外の材料

１）建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建

１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質のほか、通常有すべき品質及び性能を有

するものとする。

のとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督員に提出して承諾を受ける

ものとする。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

①　品質及び性能に関する試験データが整備されていること

③　安定的な供給が可能であること

２）本工事に使用する材料のうち、３）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たすも

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の製造者の指定する工法による。

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用すること。

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

ホルムアルデヒド等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に

報告する

測定対象　　※ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　・パラジクロロベンゼン

測定対象室　　・図示による　　・次による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

分類・規格 部数

カラーサービス判

２部カラーサービス判

２部

　部カラーキャビネ判

　部

カラー

区　　分

※工事記録写真

※完成写真

完 成 写 真 等12

{1.7.1～2}　

完 成 時 の 提 出 図 書13

{1.7.1～2}　

・ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

完成図の種類及び内容

14 保 全 に 関 す る 資 料

{1.7.3}　

設備工事との取り合い 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

　　　　　　　設備工事との取り合い 建 築 電 気 機 械

・※ ・

・ ※ ・

・ ※ ・

・ ※ ・仮枠

※ ・ ・補強

※ ・ ・

・ ※ ※切込

※ ・ ・補強

※ ・ ・

※ ・ ・基礎

・ ※ ・アンカーボルト

※ ・ ・

・ ※ ※屋内・屋外設置

※ ・ ・屋上設備

仮枠及び埋込部分の補強

壁の切込加工、下地の補強

ドアクローザ、フロアヒンジ
※ ・ ・

※ ・ ・補強

スリーブ・箱入れ ※ ※・

15

建築基準法に基づき定められた区分等16　　　耐荷重及び耐外力

・原図A1版又はA2版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　　　部

（原図は、図面ケースに収納し提出する）

鳥取市環境マネジメントシステム　 ※対象工事　　　・非対象工事　　　　　　　 

※対象工事　　・非対象工事

18

19

20

21

22

環 境 配 慮

建 設 リ サ イ ク ル 法 ※対象工事　　・非対象工事

鳥取市景観形成条例

※対象工事　　・非対象工事

17 火 災 保 険 等

・第三者損害保険にも加入する

（保険の加入期間は、工事完成引渡しまでとする。）

高齢者、障害者等の移動等の

・　

・パネル

・電子データ及びネガの提出[工事記録写真]　　（・要　・不要）

※電子データ及びネガの提出[完成写真]　　　　（※要　・不要）

※完成写真は、他工事関連受注者と一括して提出する

各工種の工程毎

撮影箇所

外部　　　　箇所

内部　　　　箇所

外部　　　　箇所

四ツ切　　　箇所

半切　　　　箇所

全紙　　　　箇所

内部　　　　箇所

航空　　　　箇所

航空　　　　箇所

　部

　部

※対象工事　（適用基準　※円滑化基準　　・円滑化誘導基準）　　・非対象工事

建 築 物 省 エ ネ 法

次のものを監督員に提出する

次のものを監督員に提出する

次のものをＪＩＳ Ａ４版ファイルに製本して２部作成し、監督員に提出する。

１

　

一

般

共

通

事

項

測定方法

測定はパッシブ型採取機器を用いて行うものとし、次の要領で測定及び分析を行う。

１）30分間換気

２）５時間閉鎖

３）測定

５）その他

監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること。

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、

30分間換気する。

１）の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

等の収納部分の扉は開放したままとする。

４）分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

積雪区分　建設省告示第1455号　別表（　　　　）

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

{1.3.11}　

・原図の白焼きの２つ折製本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

・原図の縮小版白焼きの２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　部

・複写　縮小版白焼き（Ａ３版）バラ　　　　　　　　　　　　　　　部

必要

２

設計図書に準ずる

１部

写真　(30×40)

発行　　　○○○○○○○○会

職　種  　建築大工

級　別  　１級

氏　名  　○山○夫

血液型  　○型

勤務先  　○○工務店

自　宅  　鳥取市

□ 技 能 士

１

２

３

　

土

工

事

埋 戻 し 及 び 盛 土

建 設 発 生 土 の 処 理

１ 共 通 仕 様４

　

地

業

工

事

山 留 め の 撤 去３

５

６

７

８

工 事 用 水

工 事 用 電 力

工 事 用 仮 設 物

アップ

工事現場のイメージ

地業

２ 既製コンクリート杭

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

（６）材料及び製造所等の記載は順不同である。

監督員と協議すること。

断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成29年２月）」（環境省のホームページからダウンロード可能）による。

目、当該図又は当該表を表す。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

・再生資源化を図るもの（・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材）

②　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること

・とび作業

・鉄筋施工図作成作業

・鉄筋組立て作業

・コンクリート圧送工事作業

・構造物鉄工作業

・溶融亜鉛めっき作業

・とび作業

・コンクリートブロック工事作業

・ＡＬＣパネル工事作業

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・かわらぶき作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・スレート工事作業

・金属製バルコニー工事作業

・左官作業

・ビル用サッシ施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

・木質系床仕上げ作業

・カーペット系床仕上げ作業

・壁装作業

・家具手加工作業

・家具機械加工作業

・建築配管作業

・溶解ペイントマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

１

１

２

・案内図・配置図・面積表 ： 配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）

・平面図 ： 室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・立面図 ： 外壁仕上等を表示する

・断面図 ： 階高、天井高等を表示する

・仕上表 ： 屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

・構造図 ： 杭、構造躯体等を表示する

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・建築物の利用に関する説明書

・長期保全計画書

・機器取扱い説明書

・機器性能試験成績書

・官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・主要な材料・機器等の製造者及び施工者の一覧表

・保証書（１部）

※これらの電子データ

・コンクリート壁、床、梁貫通部

・鉄骨造の開口及び補強

・照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（釘処理共）

・軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

・埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

・ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

・埋込型機器取付用の天井

・自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

・電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

・テレビアンテナ

・天井点検口

・機器類のコンクリート基礎

円滑化の促進に関する法律

①　２）の状態のままで測定する。

②　測定時間は、原則として24時間とする。ただし、工程等の都合により、24時間測定が行え

③　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

ない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯

の中央となるよう、午前10時30分～午後６時30分までの時間帯で測定する。

１

　

一

般

共

通
事

項

{2.3.1}　

{2.3.1}　

※設ける　　　　　　　・設けない

規　模（　　　　　㎡）

{2.2.4}　

※図示による　　・（　　　　　　）

設置する備品等の種類及び数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仕上げの仕様（床：　　　　　　　　　　、壁：　　　　　　　　　　、天井：　　　　　　　　　）

関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

足場を設ける場合は、{2.2.4(b)}によるほか、設置においては「手すり先行工法による足場の組立て等に

※設ける

埋戻し土　　種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

盛土　　　　種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土

・建設汚泥から再生した処理土

　　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土

　　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土

　　ロム溶出試験を行う

　　の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督員と協議のうえ、六価ク

支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

・杭基礎

・直接基礎

支持地盤の位置及び種類

　位置、深さ、対象地盤及び最大載荷荷重は構造図による

試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による

試験杭　　　（　　　）本　　　位置は構造図による

支持地盤の設計支持力度（　　　　）kN/㎡以上

　　の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督員と協議のうえ、六価ク

　　ロム溶出試験を行う

{表3.2.1}　

{4.2.2}　

{4.2.4}　

{3.2.3}　

{3.2.5}　

{3.3.3}　

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　　・無償　）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　　・無償　）

・

構内既存の施設　　・できる　　※できない

※構造図による

※構造図による

存置範囲（・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事に必要な水に係る費用はすべて受注者の負担とする。

工事に必要な電力に係る費用はすべて受注者の負担とする。

・ 構内指示場所に敷き均し

Ｇ

Ｇ

材料

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）

・プレストレス鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　（鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490）

{4.3.2～7}　

試験杭 上杭

寸法、継手、性能等

下杭

中杭

上杭

中杭

下杭

力（kN／本）

長期設計支持コンクリート

強度（N/mm2）
継手数 備考

杭長（ｍ）

及び種別

厚さ

（㎜）
符号

杭径

（㎜）

本杭

なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする。

セット数

処理方法（切断にともなう補強方法含む）

先端部材形状　　　　※開放形　　・閉そく平たん形

ネガティブフリクション対策

※ 構外指示の場所に処分（処分地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 構内指示場所に堆積

杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手（溶接材料　　・{7.2.5(a)(b)}による　　・構造図による）

杭頭の処理　　　　　・切断する　　・切断しない　

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）

※不要　　　・要（構造図による）

・機械式無溶接継手　（※建築基準法に基づき評定等を受けたもの）

機械式無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う

施工は評定等に記された施工管理基準による。

※構造図による

※行う　（　１　）箇所

・地盤の平板載荷試験　　・行わない

１．工 事 場 所

４．建 物 概 要

鳥取市 国府町 雨滝 地内

３．地 域 地 区　　都市計画地域（・内　　・外）　・市街化調整区域

２．敷 地 面 積　　　　　　　　　㎡

　　　　　　　　　 用途地域等　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　 防火地域　　（・防火地域　　・準防火地域　　・22条区域　　・外）

　　　　　　　　　 騒音・振動規制区域（・内　　・外）

Ⅰ．工　事　概　要

構　造 階数工事種別
建築面積

建築基準法(㎡)

延べ面積
番号 名　称

平屋建1 新築工事 RC造 29.25㎡ 29.25㎡

指定なし

―

雨滝浄水場　浄水処理室建屋

33

32

鳥取市水道局指定場所



建築工事仕様書（2）

図　　名

NO-SCALE

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

雨滝浄水場浄水施設整備工事

鳥取市国府町雨滝地内

建築工事仕様書（２）

令 和  ７  年 度

9 / 30

（ただし、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」）

４

　

地

業

工

事

７

　

鉄

骨

工

事

施工方法

・セメントミルク工法

・特定埋込み杭工法

杭の支持地盤への根入れ深さ　　・1.0ｍ以上 

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　・1.5ｍ程度 

杭の精度

３ 種類の記号　　・SKK400　　・SKK490　　・　鋼 杭 地 業

水平方向の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

杭の傾斜　　・1/100以内 　　・評定条件または認定条件による　　・　

寸法、継手、性能等

試験杭 上杭

下杭

中杭

上杭

中杭

下杭

符号
杭径

（㎜） 及び種別の記号
継手数

（㎜）

板厚

力（kN／本）

長期設計支持
備考

杭長（ｍ）

本杭

杭先端部形状　　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・　

先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

・SS400と同等以上 

施工方法

※特定埋込み杭工法

・H13国交告1113号第６による支持力算定式でα＝250程度を採用できる工法

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

杭の傾斜　　・1/100以内 　　・評定条件または認定条件による　　・　

形　　状　　※JIS A 5525による　　　・　

・機械式無溶接継手（※建築基準法に基づき評定等を受けたもの）

機械式無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う

施工は評定等に記された施工管理基準による

杭頭の処理　　・処理しない

・処理する

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　　・構造図による

杭頭の中詰材料　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）

試験杭

軸径

（㎜）

本杭

４ 場所打ちコンクリート

杭地業

符号

（ｍ）

杭長

（㎜）

拡底径 長期設計支持力

材料

施工管理技術者　　※適用する

杭断面、長期許容支持力

（kN／本）
備考

鉄筋の最小かぶり厚さ　　・100mm　　・　　

鉄筋の種類　　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

鋼管巻きの材料　　　　・SKK400　　・SKK490

鋼管径、板厚、長さ　　※構造図による

掘削工法　　・アースドリル工法（※安定液使用　　・無水掘削　）

・リバース工法　　・オールケーシング工法（孔内の水張　　・行う　　・行わない ）

併用する工法　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・拡底杭工法　（※安定液使用　　・　　　　　　）

孔壁測定　　　　※行う

測定方法　　※超音波測定器

測定場所　　※試験杭（　　　　）箇所及び本杭（　　　　　）箇所

・行わない

支持地盤　　　　※構造図による

帯筋　　　　　　※構造関係共通事項6.2(a)(3)⑥(ﾛ)による

・構造図による

鉄筋かごの補強

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　・構造図による

杭の傾斜　　・1/100以内 　　・評定条件または認定条件による　　・　

水平方向の位置ずれ　　・杭径の1/4かつ100mm以下　　・　

杭の精度

使　　用　　範　　囲厚さ

厚さ及び使用範囲

材料　　　　　　※再生クラッシャラン　Ｇ　　・切込み砂利及び切込み砕石

※60

・

砂 利 地 業

厚さ 使　　用　　範　　囲

捨てコンクリート地業

厚さ及び使用範囲

・

※50

・基礎下　　・土間コンクリート下　　・土に接するスラブ下

・基礎下　　・土に接するスラブ下

置換コンクリート地業

（ラップルコンクリー

　ト地業）

形状　　　　　　　　　　　　※構造図による

支持地盤　　　　　　　　　　※構造図による

適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による

適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による

工法　　・浅層混合処理工法

・深層混合処理工法

地 盤 改 良

施工範囲　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

防湿工法　　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・　

床 下 防 湿 層

支持地盤の長期設計支持力　　・（　　　　）（kN/㎡）

種類の記号 呼び径・寸法・形状（㎜）使用箇所２

３

抜取試験　　※超音波探傷試験　　・引張試験

溶 接 金 網

圧 接 完 了 後 の 試 験

規格の名称１

異形鉄筋

（鉄筋コンクリート

用棒鋼）

備考種類の記号 使用箇所 呼び径（㎜）

※SD295A

※SD345

※Ｄ16以下

※Ｄ19以上

５

　

鉄

筋

工

事

鉄 筋 の 種 類

継手工法と適用径の範囲部位

４ 継手の工法

・柱主筋

・梁主筋

・土圧壁など

・耐震壁

・杭主筋

※ガス圧接（Ｄ19以上）

※ガス圧接（Ｄ19以上）

※重ね継手

※重ね継手

鉄筋の継手位置　　・構造関係共通事項による　　・構造図による

鉄 筋 の 継 手

200箇所ごととする。

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるときは

鉄筋の継手長さ

６

５ ・構造関係共通事項　 図5.2による（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　）

・構造関係共通事項 　図5.3による（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　）

・構造関係共通事項　 図5.4による（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　）

基 礎 梁 主 筋 の 継 手

鉄 筋 の 定 着 長 さ 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋

コンクリートの種類１

セメントの種類 施　工　場　所

７日目

28日目

水和熱

・高炉セメントＢ種

※Ａ

・Ｂ　（※コンクリート中のアルカリ総量 Ｒｔ＝3.0kg／ｍ3以下）

混 和 材 料

セ メ ン ト の 種 類

骨 材 の 種 類

Ｇ

352J/g以下

402J/g以下

※混和剤（JIS A 6204に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、化学混和剤の塩化物イ

オン量による区分はⅠ種とする。また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。）

スラグ微粉末、JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS A 6202による膨張材とする。）

６

溶接材料　　※{7.2.5(a)(b)}による　　・構造図による

先端部の補強    ※{図4.4.1}、{表4.4.2}による　　　　　・　

{4.5.2～6}　

{表4.5.1}　

{4.6.2～3}　

{4.6.4}　

{4.6.5}　

{5.2.1}　

{表5.2.1}　

{5.2.2}　

{5.4.9}　

{5.3.4}　

柱及び梁の主筋　　※40ｄと{表5.3.2}の重ね継手長さのうち、大きい値とする。

・{表5.3.2}の重ね継手長さ

耐力壁の鉄筋　　　※40ｄと{表5.3.2}の重ね継手長さのうち、大きい値とする。

上記以外の鉄筋　　・{表5.3.2}の重ね継手長さ

{5.3.4}　

{表6.3.1}　

{7.2.3}　

５

６

７

８

９

・杭径1.5ｍ以下の場合は鋼板６×50(mm)、1.5ｍを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補強

を溶接する。溶接長さは、補強材の幅とする。

リングを３ｍ以下の間隔で、かつ、1節につき３箇所以上入れ、リングと主筋との接触部

{6.3.1}　

{6.3.1}{6.5.4}　

{6.3.1}　

コンクリートの種類、種別及び設計基準強度

セメントの種類　　　　※高炉セメントＢ種　Ｇ

種別　・Ａ種　　※Ｂ種

型枠使用の有無　　　　　　　※有り　　・無し

気乾単位

・　

2.3程度

設計基準強度

(t／m3) （㎝）

施　工　場　所Ｆｃ

(N／mm2)

容積質量
スランプ

2.3程度

※普通コンクリート

コンクリートの類別

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

コンクリートの種類、強度

{6.2.1～4}　

２

{表6.2.1}　

※普通ポルトランドセメント

・混合セメントのＡ種

３

４

アルカリシリカ反応による区分（JIS A 5308 附属書Ａ）

・混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、若しくはⅣ種、JIS A 6206による高炉

普 通 ボ ル ト

杭周固定液の使用　　・する　　・しない

工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀り拡大根固め工法

コンクリートの設計基準強度 （　　　　）Ｎ／mm2以上　　

構造体強度補正値　・３Ｎ／mm2　　・構造図による　　・工法で定められた条件の値

コンクリートの仕様　　　　　※６章コンクリート工事　無筋コンクリートによる

コンクリートの仕様　　※６章コンクリート工事　無筋コンクリートによる

無 筋 コ ン ク リ ー ト

※18

※15又は18

・高炉セメントＢ種　Ｇ

{6.14.1～3}　

５

７

　

鉄

骨

工

事

１

２

製作工場の加工能力

※建築基準法第77条の56第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）日本

鉄骨評価センター及び、（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の

定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

性能評価基準」に定める「（・Ｊ　・Ｒ　※Ｍ　・Ｈ　・Ｓ）グレード」として国土交通大臣から認

※適用する　　・適用しない

鉄 骨 の 製 作 工 場

施 工 管 理 技 術 者

・監督員の承諾する製作工場

{7.1.3}　

{7.1.4}　

３

種類の記号 使　用　箇　所 規格等

４

５

鋼材の材質

区分

セットの種類

※トルシア形高力ボルト　　２種（S10T）建築基準法に基づき認定を受けたもの

・ＪＩＳ形高力ボルト　　　２種（F10T）

高力ボルトの径　　※構造図による

※１種（F8T相当）建築基準法に基づき認定を受けたもの

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

ルト

溶融亜鉛めっき高力ボ

鋼 材

高 力 ボ ル ト

すべり係数試験　　※行わない　　・行う（試験方法等　・構造図による　　・　　　　　　　）

{7.2.1}　

{表7.2.1}　

{7.2.2}　

{7.4.2}　

{7.2.2}　

{7.12.4}　

めっき前の孔径

・大臣認定を受けた内容による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理

※ブラスト処理（表面粗度50μｍＲｚ以上）

・りん酸塩処理

・構造関係共通事項による　　・　

すべり耐力等の確認方法　　※構造図による

ボルト及びナットの材料等　　※{表7.2.3}による　　・JIS本体規格品（ISO規格）による

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

工法　※Ａ種　　・Ｂ種

厚さ　※50mm　　・30mm

８ 種類

建築用ターンバックル胴　　　　※割枠式　　　　　・　

建築用ターンバックルボルト　　※羽子板ボルト　　・　

ボルトの呼び　　※構造図による　　・　

９ デ ッ キ プ レ ー ト 工法の種別

材質、形状及び寸法

※構造図による

鉄骨部材への溶接方法

※構造図による

・有り（耐火時間　・図示による　　・　　　　　　　　）　　・無し

径（呼び名） 使　用　箇　所

10

16φ

19φ

22φ

長さ　（呼び長さ）　㎜

※頭付スタッド（JIS B 1198）

・ 80　　・ 100 　　・ 120

・ 80　　・ 100 　　・ 130 　　・ 150 

・ 80　　・ 100 　　・ 130 　　・ 150 

ス タ ッ ド ボ ル ト

11 モルタルの種別

※無収縮モルタル

柱 底 均 し モ ル タ ル

12 製 作 精 度 通しダイヤフラムの許容誤差

・ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

仮 組13 ※行わない　　・行う（適用範囲　※構造図による　　・　　　　　　　　）

フィラープレートの材質　　　※SS400とする

高 力 ボ ル ト 接 合14

・構造図による

・構造図による

鋼製エンドタブの切除する部分　　※全て　　・（　　　　　　　　　　　）

開先の形状　　　　　　　　　※構造関係共通事項(5)3.溶接継手の種類別開先規準による

スカラップの形状　　　　　　※構造関係共通事項(6)5.鉄骨溶接施工(3)による

溶 接 接 合15

スプライスプレートの材質　　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

エンドタブ・裏あて金　　　　※鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

工場溶接の場合

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

工事現場溶接の場合

節

検査水準

・

・

・

・

・

・

・

・

※行う　　　・行わない

※全て

※第６水準

・抜き取り検査１　　※抜き取り検査２

溶 接 部 の 試 験17

AOQL　※4.0％　　・2.5％

AOQL　※4.0％　　・2.5％

独立行政法人建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

{7.6.4}　

{7.6.7}　

{7.6.11}　

{表7.6.2～4}　

{7.10.3}　

{7.3.3}　

{7.3.10}　

{7.2.6}　

{7.2.7}　

{7.2.9}　

タ ー ン バ ッ ク ル

※{表7.2.3}による

・建方用アンカーボルト

形状、寸法　※図示による

種類　・SS400 　　・　　　　

７ 材質

形状、寸法　※図示による

・構造用アンカーボルト

セットの種類　・SNR400B 　・SNR490B 

{7.2.4}　

{7.10.3}　

ア ン カ ー ボ ル ト

（JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじボルト、強度区分を4.6

の最大寸法は、ボルト径の値以下とする。）

座金　　　　　　　　　　　　※{7.2.3(d)}による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・構造関係共通事項による　　・　

・合成スラブ（適用箇所　※構造図による　　・　　　　　　　　）

・床型枠用　（適用箇所　※構造図による　　・　　　　　　　　）

耐火認定

無収縮モルタルの材料及び調合　※{7.2.9(b)(1)～(4)}による無収縮モルタルの品質及び試験方法

補強方法

・全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

適用箇所

条件

入熱パス間温度の溶接16

※構造関係共通事項による　　・図示による

※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　　・図示による

割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

工法　　・中堀り拡大根固め工法　　・　　

準］付表３［溶接］による

完全溶込み溶接部の余盛り高さ　　※（社）日本建築学会「JASS　６鉄骨工事」付則６［鉄骨精度検査基

又は4.8の鋼製とし、ナットの種類を六角ナット-Cの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の

セット数

{4.4.2～6}　

杭の現場継手　　・溶接継手

セット数

・溶接金網

・鉄筋格子

・重ね継ぎ手（Ｄ16以下）　　・ガス圧接（Ｄ19以上）

・重ね継ぎ手（Ｄ16以下）　　・ガス圧接（Ｄ19以上）

上記以外の鉄筋

・{表5.3.4}の定着長さ

・構造関係共通事項による

７ 鉄筋のかぶり厚さ及び

間隔（溶接金網含む） ・構造関係共通事項　表4.1による　　・　

{5.3.5}　

※40ｄと{表5.3.4}の重ね継手長さのうち、大きい値とする。

最小かぶり厚さ（目地がある場合は、目地底までとする）

・なし

・あり　適用箇所（　　　　　　　）　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

柱及び梁にD29以上の主筋の有無

鉄筋相互のあき　　・構造図による

耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による

施工箇所 構造関係共通図の値に加える寸法（㎜）

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

・塩害の恐れがある部分 ・20　　・30　　・図示

※10　　・　

８ 各 部 配 筋 ※構造関係共通事項による　　・　

９ 帯 筋

・Ｗ－Ｉ形　構造関係共通事項　図6.2(a)②Ｗ－Ｉ形による　（※全て　　・構造図による　　）

・ＳＰ形　　構造関係共通事項　図6.2(a)⑤ＳＰ形による　　（※全て　　・構造図による　　）

※Ｈ形　　　構造関係共通事項　図6.2(a)①Ｈ形による　　（※全て　　・構造図による　）

10 壁 開 口 部 の 補 強 一般壁　　　・Ａ形　　構造関係共通事項　表8.3による　（※全て　　・構造図による　　）

※Ｂ形　　構造関係共通事項　表8.4による　（※全て　　・構造図による　　）

・構造図による

耐震壁　　　※構造図による

11 梁貫通孔の補強形式 ※Ｈ形　　　構造関係共通事項　表11.1による　（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　）

・Ｍ形　　　図示による　（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　　）

・ＭＨ形　　図示による　（※全て　　・構造図による　　・　　　　　　　　　）

・構造図による

耐震スリット部詳細　　※図示による　　・　

構造（耐震）スリット12 耐震スリットの設置箇所　※構造図による　　・　

13 特 殊 な 鉄 筋 継 手 ・機械式継手

・溶接継手

使用箇所　　※構造図による

機械式継手の種類　　・グラウト材必要　　・グラウト材不要

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　　・構造図による

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　・構造図による

使用箇所　　※構造図による

継手の工法　　・（　　　　　　　　　　　　　）

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　・構造図による

性能（H12建告第1463号に適合するもの） 　・Ａ級　　・　　

性能（H12建告第1463号に適合するもの） 　・Ａ級　　・　　

{5.5.2,3}　

・フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

・床型枠用鋼製デッキプレート

・使用する　　※25㎜以下かつ熱抵抗値１ｍｈ℃／kCal以上

コンクリートの打増し厚さ　　※10㎜　　・　　　　）

適　用　箇　所種類

コンクリートの仕上り 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

間　　隔　　※図示による　　・　

位　　置　　※図示による　　・　

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

打継目地

ひび割れ誘発目地、

型 枠

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

打増し厚さ

・使用する　（使用部位　　※土に接する基礎及び基礎梁　　・図示による

コンクリートの単位水

量測定

（施工範囲　　※構造図による　　・　

　プレートを支持する梁の側面の打増し　　・10mm　　・20mm　）

{6.6.3}{6.9.2～3}　

{6.2.5}{6.6.6}　

目地寸法　　※{9.7.3(a)(1)}による

{表6.2.3}　

{6.8.3}　

{6.8.2～4}　

スリーブ材　　※{6.8.3(i)(2)}　　・図示による

・行う　（実施要領　　※構造関係共通事項による）

６

７

８

９

Ｇせき板の材料　　※合板（※12mm　　・　　　　）

・低応力高サイクル疲労を受ける部位 ・構造図による　　・　

図示

6.0φ×100×100㎜

図示による

図示による

・H13国交告1113号第６による支持力算定式でα＝250程度を採用できる工法

・H13国交告1113号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　　、γ＝　　　を採用できる工法

・H13国交告1113号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　　、γ＝　　　を採用できる工法

押え保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

外観試験　　※行う（全数）

・基礎スラブ、耐圧スラブ

仕様　　　　※意匠図による　　・　

適用箇所　　※意匠図による　　・　　

方式　　※完全　　・部分

形状　　※構造図による

耐火、遮音、防水処理への配慮

６

　
コ

ン

ク

リー

ト

工

事

・ 21

※ 24

・ 18

※ 15

・ 18

※ 18

※ 15

・ 18

・基礎　・基礎梁　・土間スラブ

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合するもの

とする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

・土間コンクリート（犬走り）

建物く体、土間コンクリート（犬走り）

・外部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　　※20mm　　・意匠図による

・内部に面するコンクリート打放し仕上げの打増し厚さ　　・10mm　　・意匠図による

・外装タイル後張り面の打放し処理　　・20mm

断熱材兼用型枠

メッシュ型枠

※行わない

設計基準強度Ｆｃ（N/mm2）

スランプ

セメントの種類　　　　　　　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

適用箇所　　　　　　　　　　　※{6.14.1(e)}による

・押え保護コンクリート

・上記以外の建物く体



図　　名

NO-SCALE

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

雨滝浄水場浄水施設整備工事

令 和  ７  年 度

建築工事仕様書（３）

鳥取市国府町雨滝地内

建築工事仕様書（３）

10 / 30

屋根

PCコンクリート部材下地及びALCパネル下地で種別S-C1の場合の目地処理

材質・厚さ

７

　

鉄

骨

工

事

錆止め塗装20

{7.8.2～4}　

{18.3.2}　

亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

塗料の種別　{表18.3.2}　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

耐火被覆材の接着する面への塗装

・行う

適用箇所　　　※図示による　　・　　

塗装の種別　　{表18.3.1}　・Ａ種　　・Ｂ種

※行わない

種別等

材　料 適用箇所

21 {表14.2.2}　溶融亜鉛めっき工法

{7.12.1～6}　

・Ａ種(HDZ55)

・Ｂ種(HDZ45)

・Ｃ種(HDZ35)

亜鉛めっきの種別

最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

※図示による

最小板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

梁貫通孔の補強 補強方法　　・補強プレート法　　・補強トラス法

適用箇所　　・構造図による

22

８
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１ ブロックの種類

断面形状及び圧縮強さ

による区分

・型枠状ブロック-20

正味厚さ

（mm）
化粧の有無

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法（mm）
備考

長さ 高さ

・有　・無

・有　・無

・有　・無

適用箇所

※空洞ブロック-16

ロック造

補強コンクリートブ

各部の配筋　※図示による

２ コンクリートブロック

帳壁及び塀

{8.2.2}{8.2.5}　

{8.3.2}　

耐火性能

ブロックの種類

断面形状及び圧縮強さ

による区分

正味厚さ

（mm）
化粧の有無

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法（mm）
備考

長さ 高さ

・有　・無

・有　・無

・有　・無

適用箇所

・空洞ブロック-16

・空洞ブロック-08

各部の配筋　※図示による

パネルの種類
単位荷重

（N/㎡） （mm）

厚さ 長さ

（mm）

・床パネル

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・100

・　

・100

・100

・100

・　

・　

・　

※１時間

・ 30分

※１時間

・無

・無

・意匠

・平

※平

・意匠

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種　・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

表面加工 工法種別

{表8.3.1}　

{表8.4.2～4}　

・型枠状ブロック-20

３ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル

{8.4.2～5}　

※１時間 ・平

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※適用する（・1 　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力に対応した工法）

・適用しない

１

立上り部の保護絶縁用シート断熱材　Ｇ

　厚さ0.15mm以上

・A-1

・A-2

種別 施工箇所

９

　

防

水

工

事

ア ス フ ァ ル ト 防 水 アスファルトの種類　３種

防水層の下地のモルタル塗り　　・適用する（施工範囲　　・図示　　・　　　　　　　　　　　）

・　・B-1

・B-2

・A-3

・AI-1

・AI-2

・　・BI-1

・BI-2

・B-3

・AI-3

・BI-3

屋根保護防水絶縁工法

{9.2.2～5}　

{表9.2.3～6}　

（70g/㎡程度）

※乾式保護材

・　コンクリート押え

※ フラットヤーンクロス

※ ポリエチレンフィルム

パネル幅の最小限度　　※300mm　　・　　　　mm

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅

※20mm　　・　　

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

表面形状

押出成形セメント板

（ＥＣＰ） パネルの種類

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

※フラットパネル

※フラットパネル

・タイルベースパネル

・デザインパネル

・タイルベースパネル

・デザインパネル

厚さ（㎜）

・50　　・60

※60

・50　　・60

・50　　・60

・50　　・60

※60

幅（mm）

600

工法の種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

備考

{8.5.2～4}　

{表8.5.1～2}　４

外壁パネルの工法

・適用しない

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※適用する（・1 　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力に対応した工法）

のうえ、施工計画書を提出する。

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強度の確認

切断後のパネルの残り部分の幅

パネル開口の限度

・開口

・切り欠き

開口の大きさ

・

・

・

・

・

・

・

・

短辺

長辺

短辺

長辺

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅　　※15mm　　・　　

９

　

防

水

工

事

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　

床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※{表9.2.5～6}による　・　

※{表9.2.3～6}による　・　

屋根保護防水断熱工法の断熱材（オゾン層破壊物質を含まないもの。また、長期的に断熱性能を保持し

つつ、可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されていること）　Ｇ

厚さ　　※25㎜　　・50mm　　

材質　　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bAスキン層付（JIS A 9521）

・Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板３種ｂスキンあり（JIS A 9511）

立上り部の保護

※乾式保護材

・金属複合板

・窯業系パネル（※寒冷地仕様　　・　一般地仕様）

屋根露出防水絶縁工法

・D-1

・D-2

・D-3

・D-4

・DI-1

{表9.2.7,8}　

種 別 施 工 箇 所
高日射反射率

・

・

断熱材 Ｇ
使 用 量

仕 上 塗 料

・

・

・

防水の適用Ｇ

・DI-2 ・

屋根露出防水絶縁工法の断熱材

適合するもの

を除く規定に適合するもの

厚さ　　※25㎜　　・50mm　　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン周り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※図示による　　・　　

材質　※硬質ウレタンフォーム断熱材２種（・１号　・２号）(JIS A 9521)で透湿係数を除く規定に

・Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種（・１号　・２号）(JIS A 9511)で透湿係数

施工箇所種別

屋内防水密着工法

・E-2

・E-1

{表9.2.9}　

保護層

・設ける（※図示による）

・設ける（※図示による）

保護層　　・設ける（図示による）

立上りコンクリート打放し仕上げ

押え金物の材質及び形状寸法

防水層の下地のモルタル塗り

※{6.2.4}のＢ種　　・　

※アルミニウム製　L-30×15×2.0程度　　・　　

・適用する（施工範囲　※図示による　　・　　　　　　）　　・適用しない

屋上排水溝　※図示による　　・　　　

２

ト防水

改質アスファルトシー

{9.3.2～3}　

防水層の種別

・AS-T1

・AS-T2

・AS-J1

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J2

・ASI-T1

施 工 箇 所種 別

・ASI-J1

改質アスファルトシートの押え金物は製造所の仕様による

断熱材 Ｇ 防 湿 層

※設ける

・設けない

高日射反射率

防水の適用Ｇ

・

・

・

・

・

・

・製造所の指定に

よる

断熱材

材質　※硬質ウレタンフォーム断熱材２種（・１号　・２号）(JIS A 9521)で透湿係数を除く規定に

適合するもの

・Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種（・１号　・２号）(JIS A 9511)で透湿係数

を除く規定に適合するもの

厚さ　　※25㎜　　・50mm　　

３

ングシート防水

合成高分子系ルーフィ

{9.4.2～3}　

仕 上 塗 料

種類 使用量

種類

・製造所の指定に

よる

防水層の種類

・S-F2

・S-F1

・S-M1

・S-M2

・S-M3

・SI-F1

・SI-F2

種別 施工箇所

{表9.4.1,2}　

高日射反射率

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・製造所の指定に

よる

仕 上 塗 料

使用量

・SI-M1

・SI-M2

・　

・　

絶縁シートの

材質
断熱材　Ｇ

よる

・製造所の指定に

よる

・製造所の指定に

よる

・製造所の指定に

ルーフィングシートの種類及び厚さ

適合するもの

を除く規定に適合するもの

厚さ　　※25㎜　　・50mm　　

材質　※硬質ウレタンフォーム断熱材２種（・１号　・２号）(JIS A 9521)で透湿係数を除く規定に

・Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種（・１号　・２号）(JIS A 9511)で透湿係数

断熱材

※{表.9.4.1}又は{表9.4.3}による　　・図示による

６ 床及び階段の石張り 床石張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

階段張りの裏面処理　　・適用する　・適用しない

シーリング材　・適用する　・適用しない

との取合い部

伸縮調整目地　　位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材

{10.6.2,3}　

　・図示による

４ 受金物　　　　材質　※SS400

形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

・　　

内 壁 空 積 工 法

{10.4.2,3}　

{10.2.2,3}　

屋内保護密着防水

種別

タルの塗り厚さ

立上り部の保護モル

・S-C1 ・

塗り厚さ

保護層

平場のモルタル塗り

・

工法

施工箇所

※7mm以下

・　

{15.2.5(b)}の(2)及び(3)

・

固定金具の材質及び寸法形状　

した鋼板

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂を積層加工

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

・適用しない

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　・　

ALCパネル下地の入隅部の増張り（種別S-C1の場合）

・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

防水層の種類４ 塗 膜 防 水

{9.5.3}　

{表9.5.1～2}　

高日射反射率

防水の適用

・　

種別 施工箇所

・　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

PCコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1、S-C1の場合）

・行う（・図示　　・　　　　　　　　）　・行わない

種 類

保護層仕上塗料

使用量種 類

※製造所の指定に

よる

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

シーリング材　・適用する　・適用しない

シーリング材の目地寸法　※{9.7.3(a)(3)}による　　・図示による

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ　※あと施工アンカー工法　横筋横流し工法　　・あと施工アンカー工法

５ 乾 式 工 法 取付け方法　　・スライド方式　　・ロッキング方式

{10.2.2}{10.5.2,3}　

外壁の工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

アンカーの材質及び形状　※ステンレス(SUS304)　M10　　・　　

だぼ用の穴の位置　※{10.5.2(b)(1)}による　　・図示による

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

・適用しない

目地　　目地幅(mm)　※8以上

シーリング材　・適用する（※{9.7.1～5}による　　・図示による）　・適用しない

伸縮調整目地　　位置　※6ｍごと　・図示による

目地　　　　　一般目地　　　　目地幅　※6mm以上

目地　　　　　一般目地　　目地幅　　・図示による

７ アーチ、上げ裏等の

石張り

{10.2.2}{10.7.1,2}　

取付け金物　※{10.2.2(c)}による　　・　　

引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※{10.2.2(a)}による　　・　　

取付け方法　・外壁湿式工法　　・内壁空積工法　　・乾式工法

吊金物及び化粧吊ボルト

　・設けない

　・設ける　吊金物　　　※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）

吊りボルト　※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　　・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

伸縮調整目地　　位置　※他の部位との取合い部　　・図示による

ファスナー　※{10.2.2(b)}のスライド方式に準じる　・　　

パネル相互の目地幅　　※長辺８mm、短辺15mm　　・図示による

シ ー リ ン グ 用 材 料７

{9.7.2}　

９ 防 水 保 証

シーリング材の試験 接着性試験８

・行う（※簡易接着性試験　　・引張接着性試験　）{9.7.5}　

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

下表以外は、{表9.7.1}による。ただし、外壁タイル接着剤張りに用いるシーリング材は11章に、カーテ

ンウォール目地に用いるシーリング材は17章による。

シーリング材の目地寸法　※{9.7.3(a)(1)～(3)}による　　・　　

10 １

石

工

事

{表10.2.1～2}　

{10.1.3}　

施 工

２ 石 材 等 天然石

品質施工箇所

・２等品

テラゾブロック

施工箇所
種石の

種類

※大理石

・花こう岩

※大理石

・花こう岩

床用 ・１等品

※２等品

※１等品

種石の

大きさ(mm)

※1.5～12

・　　

※1.5～12

・　　

施工箇所
種石の

種類

テラゾタイル

取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材

　※石材施工業者の指定する製品　　・　　

※大理石

・花こう岩

※大理石

・花こう岩

種石の

大きさ(mm)

表面仕上げ
寸法

(mm)
仕上げ面

・片面

・両面

・片面

・両面

・平もの

・役もの

・平もの

・役もの

形状 備考

※1.5～12

・　　

※1.5～12

・　　

・300型

・400型

・300型

・400型

寸法によ

る区分
表面仕上げ

石材の種類 表面仕上げ
(mm)

厚さ寸法

(mm)

※正方形に近い矩形

・　　

形状

※正方形に近い矩形

・　　

備考

３

{10.3.2,3}　

外 壁 湿 式 工 法

{10.2.1}　

{10.2.2}　

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　　・図示による　　・　　

石材の割付け　※{10.1.3(a)(1)(2)}による 　　・図示による　　・　　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　・行う（適用場所　・すべて　　・　　　　　）

・行わない

受金物　　　　材質　※SS400

形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

・　　

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー、横筋横流し工法

ドレンパイプの材質　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　　　　　　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

シーリング材の目地寸法　※{9.7.3(a)(3)}による　　・図示による

伸縮調整目地　　位置　※６ｍごと　　・図示による

目地　　　　　一般目地　　目地幅(mm)　※６以上

防水種別

脱 気 装 置

種別 備考

ケイ酸質系塗布防水

※C-UI

・C-UP

施工箇所{9.6.3}　

{表9.6.2}　防水層の種類５

下地処理の方法

※{9.6.4(b)}による

・　

記載のない事項は、主材料製造所の仕様によるほか、日本建築学会JASS８防水工事による

D-1　D-2　D-3

D-4　DI-1　DI-2

AS-T3　AS-T4

AS-J1　ASI-T1

ASI-J1

X-1

脱気装置の種類・設置数量

※ルーフィング類の製造所の仕様による

備考

・　

※防水層の主材料の製造所の仕様による

・　

６

よる

※製造所の指定に

・X-1

・X-2

・Y-1

・Y-2

・

※地下外壁防水

※屋内防水

防水の適用 Ｇ

無石綿繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ養生したもの（窯業系パ

ネル）とし、寸法は図示による。

金属板と樹脂を積層一体化したものとし、寸法は図示による。

アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルーフィングシート防水の保証期間は、

塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、受注者、施工者及び製造者が通常定めている期間とし、保

外壁、屋根パネルの工法

目地　　　　　一般目地　　　　目地幅、深さ　※6mm以上　　・10mm以上

８ 笠木、甲板等の石張り

{10.2.2}{10.7.1,3}　

取付け金物　※{10.2.2(c)}による　・　　

引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※{10.2.2(a)}による　　・　　

取付け方法　・外壁湿式工法　・乾式工法

ファスナー　※{10.2.2(b)}のスライド方式に準じる　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

石裏の補強用モルタル　　・適用する　　・適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※{10.5.3(b)}による　・　　

石裏面処理　　・適用する　　・適用しない

適用　Ｇ

１

割れ誘発目地

伸縮調整目地及びひび

２ タイルの形状、寸法等セメントモルタルによ

る陶磁器質タイル張り 施工

箇所 による区分

主 な 用 途 形状寸法

（㎜）

うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

・

・

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

なしあり

役　物 色

標準 特注

・

・ ・

・

再生材の

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

抵抗性

滑り　

・

・

備考

壁タイル張りの工法

外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

吸水率による区分

{11.1.3}　

{11.2.2,3,7}　

※図示による　　・{表11.1.1}による　　・構造スリット部

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　・MCR工法　　・目荒し工法（高圧水洗処理）

11

タ

イ

ル

工

事

図示による 図示による

※硬質ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

厚さ ・ 40㎜

厚さ ※ 35㎜

証書を作成し提出する。

引渡日より10年間とし、受注者、施工者及び製造者との連名のうえ、保証書を提出する。



図　　名

NO-SCALE
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図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場浄水施設整備工事

建築工事仕様書（４）

建築工事仕様書（４）
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４ 陶磁器質タイル型枠

先付け

タイルの形状、寸法等

適用　Ｇ

施工

箇所 による区分

主 な 用 途 形状寸法

（㎜）

うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

・

・

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

なしあり

役　物 色

標準 特注

・

・ ・

・

再生材の

・

・

吸水率による区分

{11.4.2,3}　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

表 面 仕 上 げ２

12 １ 木 材 の 断 面 寸 法

木

工

事

{12.1.3}　

{12.1.4}　

・

・

あり なし

耐凍害性

抵抗性

滑り　

・

・

備考

見本焼き　　・行う　　・行わない

試験張り　　・行う　　・行わない

タイル型枠先付けの種類

製 材 Ｇ 木材のうち、桧、杉及び松は、「鳥取県産材産地証明制度」の認証を受けたものを使用すること。

木材の含水率　・Ａ種　　・Ｂ種

３

{12.2.1}　

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

施工箇所 間伐材等の適用

・　

含水率

・　

※Ａ種

寸法(mm) 等級 形状

※１等

・　

樹　種

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

施工箇所 間伐材等の適用

・　

含水率

・　

※Ａ種

寸法(mm) 等級

・　

※２種

形状樹　種

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

施工箇所 間伐材等の適用

・　

含水率

・　

※Ａ種

寸法(mm) 等級 形状樹　種

施　工　箇　所表面仕上げの種別

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

・「製材の日本農林規格」以外の製材

施工箇所 樹　種 寸法(mm)

・　※Ａ種

・Ｂ種

含水率 間伐材等の適用難燃処理

・　適用する

適用しない・　

防虫処理

・　

・　適用しない

適用する

材面の品質

造作材 ※Ａ種

・Ｂ種

代用樹種の使用　※認めない　　・認める（監督員との協議が必要）

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所
 芯材

造 作 用 集 成 材 Ｇ４ ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・　

・　

・　

施工箇所 寸法(mm)

※１等　　・２等

※１等　　・２等

※１等　　・２等

樹　種 見付け材面の品質

・　

の樹種

化粧薄板

の樹種

※１等　　・２等

※１等　　・２等

見付け材面の品質 間伐材等の適用寸法(mm)
化粧薄板

の厚さ(mm)

間伐材等の適用

{12.2.1}　

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成材

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等の適用

・　

施工箇所 含水率

※Ａ種

見付け材面の品質寸法(mm)樹　種

・Ｂ種

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・　

間伐材等の適用含水率

※Ａ種

の樹種

 芯材 見付け材面

の品質

化粧薄板の

厚さ(mm)
寸法(mm)

化粧薄板

の樹種
施工箇所

・Ｂ種

・　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

間伐材等の適用含水率

※Ａ種

の樹種

 芯材 見付け材面

の品質

化粧薄板の

厚さ(mm)
寸法(mm)

化粧薄板

の樹種
施工箇所

・Ｂ種

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・　

・　

間伐材等の適用

間伐材等の適用

５ 造作用単板積層材 Ｇ ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

防虫処理

・　

・　

適用する

適用しない

{12.2.1}　

６ 床 張 り 用 合 板 等 ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・普通合板

間伐材等

の適用
防炎処理難燃処理防虫処理

・　

・　適用する

適用しない ・　

・　適用する

適用しない ・　

・　適用する

適用しない

・

施工箇所 板面の品質

※１類

・２類

接着の

程度

表面の

樹種名

※２等

・１等

(mm)

・

※5.5

厚　さ

※C-D

・

・構造用合板 Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

厚　さ

(mm)

・

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

※13タイプ

・　　

接着材

による区分

※P又はM

・　　

難燃性

による区分

※15 ・・

施工箇所

・構造用パネル

厚さ(mm)

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

施工箇所 等級

７ 接 着 剤

{12.2.1}　

{12.2.2,3}　

広葉樹

針葉樹

・

・ ・　

・　適用する

適用しない ・　

・　適用する

適用しない ・　

・　適用する

適用しない

・

施工箇所
(mm)

※12

・

・

の適用

間伐材等

（　　　）

・

・

適用しない

適用する

強度等級

適用しない

・

防虫処理

適用する

・

厚さ

※２級

・１級

等　級
表板の

樹種名

接着の

程度

※１類

・特類 ・　　

※C-D

板面の

品質 係数比

有効断面

Ｇ

{12.3.1,2}　

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　　

可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・K2　　・K2　　・K4　

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部位

※{12.3.1(3)(ii)①～④}による

適用部位（　　　　　　　　　　）

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理

１13 長尺金属板の種類

屋

根

及
び

と

い

工

事

長 尺 金 属 板 葺 {表13.2.1}　

{13.2.2～3}　 ※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（JIS G 3322）

・

厚　さ
備考

裏面（・１類　・２類　・なし）

表面（・１類　・２類　・３類）

施工箇所
(mm)

屋根葺形式
塗膜の耐久性の種類、めっき付着

量等の種類及び記号

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・粘着層付タイプ）

・改質アスファルトルーフィング（・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　

下葺材料　　※ゴムアスルーフィング

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に

対応した工法）

・適用しない

雪止め金物　※設置する（位置は図示による）　　・設置しない

２ 折 板 葺 {表13.2.1}　金属板の種類

{13.3.2}　 ※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（JIS G 3322）

・

断熱材　・あり（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　時間）

・なし

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　）

・30分

・なし

耐火性能施工箇所

・重ね形

・はぜ締め形

・かん合形

・

形 式

山　高 山ピッチ

山高、山ピッチによる区分 耐力による

区分

材料による

区分

※鋼板製

(mm)

・　

厚さ

戸板

軒先面

・　

・　あり

なし

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に

対応した工法）

・適用しない

雪止め金物　※設置する（位置は図示による）　　・設置しない

３ 粘 土 瓦 葺

・使用しない

※使用する

雪止め瓦役物瓦の種類産　地

・淡路

・三州

※石州

・Ｆ形

・Ｓ形

※Ｊ形

よる区分

寸法に

よる区分

形状に

よる区分

製法に

・使用しない

※使用する

・淡路

・三州

※石州

・Ｆ形

・Ｓ形

※Ｊ形

施工箇所

種類{13.4.2～3}　

袖瓦、軒瓦・

・

瓦桟木　材質　※杉又はひのき　・　　

寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　　・　　

棟補強用心材　材質　※杉又はひのき　　・　　

寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　　・　　

下葺材料　　※ゴムアスルーフィング

・改質アスファルトルーフィング（・一般タイプ　・複層基材タイプ　

・粘着層付タイプ）

４ と い

{13.5.2,3}　

・適用しない

種別 施工箇所 備考

※規制対象外

引抜き耐力の確認試験　　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　　・行わない

設計用引張強度［　　　　　］　　　　・　

上げ

{14.1.3}　

{14.2.1}　

表面仕上げ

No.2 B

施工箇所（手すり、タラップ、建具を除く）

No.8(鏡面)

HL

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に

対応した工法）

・適用しない

工法

瓦桟木の留付け工法　　※図示による　　・　　

棟の工法　　※図示による

・{13.4.3(d)}による（・(1) 　・(2) 　・(3) 　 ）

14

金

属

工

事

面処理

ルミニウム合金の表

{14.2.2}　

{表14.2.1}　

Ａ－１種

Ａ－２種

Ｂ－１種

Ｂ－２種

Ｃ－２種

Ｃ－１種

Ｄ種

・アンバー ・ブロンズ ・ブラック ・ステンカラー

・アンバー ・ブロンズ ・ブラック ・ステンカラー

・アンバー ・ブロンズ ・ブラック ・ステンカラー

※AA15

※AA15

※Ｂ

※Ｂ

※AA6

※AA6

種別 色合い 被膜等の種類
施工箇所

（成形板、笠木、建具を除く）

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

４ 鉄 鋼 の 亜 鉛 め っ き

{14.2.3}　 種別表面処理方法

溶融亜鉛めっき Ａ種

Ｃ種

Ｂ種

電気亜鉛めっき Ｄ種

Ｅ種

Ｆ種

施工箇所（構造、手すり、タラップを除く）

{表14.2.2}　

５ 野縁等の種類　屋外　　※25型　　・　

屋内　　※19型　　・25型

屋外の軒天井、ピロティ天井等

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

{14.4.2～4}　

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示による　　・　　

周辺部の端からの間隔　・図示による　　・　　

吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　※図示による　　・　　

野縁の間隔　・図示による　　・　　

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重

に対応した工法）

天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法　※{14.4.4(h)(1)～(2)}による　　・図示による

天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　※図示による　　・　　

補強箇所　※図示による　　・　

補強方法　※図示による　　・　

６ スタッド、ランナー等の種類軽 量 鉄 骨 壁 下 地

※{表14.5.1}によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　　・図示による

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　※図示による

衛生配管用ライニング　・図示による　　・　

{14.5.2～4}　

天井下地材における耐震性を考慮した補強

取付け用下地　※{14.4.1～4}による　　・図示による

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示による　　・　　　　　）　・設けない

７ 金 属 成 形 板 張 り

{14.6.2～3}　

・アルミニウム

種別
表面処理

・ロール

・プレス パネル形

スパンドレル形

製　法 形　状
種別

・B-1

・B-2

・C-1

・C-2

・D

被膜等の種類

※押出し ※B

※B

※AA6

※AA6

板幅 寸法 板厚

(mm)(mm)(mm)

{表14.2.1}　

アルミニウム製笠木８

{14.7.2～3}　

※押出し形材

部材の種類　　・250形　　・300形　　・350形

表面処理の種別　・A-1種 　・B-1種 　・C-1種 　・　　

・A-2種 　・B-2種 　・C-2種

　着色　・アンバー　・ブロンズ　・ブラック　・ステンカラー）

{表14.7.1}　

被膜等の種類　　※{表14.2.1}による

種類

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法

適用タイル

・小口タイル

・二丁掛けタイル

・大形タイル

※{6.8.3(b)(2)}

・金属製タイル先付け用パネル

・　　

タイル型枠先付け面のせき板の種類

防腐・防蟻処理８ 防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

受金物の材種　　※溶融亜鉛めっき鋼板製　　・ステンレス製

１

２

あ と 施 工 ア ン カ ー

ステンレスの表面仕

３ アルミニウム及びア

{表11.4.1}　

く。

木材の断面を表示する寸法は、{12.1.3}の規定によらず全て仕上り寸法とする。ただし、内装下地材を除

接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

・　

※１等　　・２等

※１等　　・２等

見付け材面の品質 間伐材等の適用寸法(mm)
化粧薄板

の厚さ(mm)
施工箇所 化粧薄板の樹種

厚さ(mm)

厚さ(mm) 表面の品質

・無し（等級：　　　　　　）

表面の化粧加工

・無し（　　　　　　　　　　　　）

・有り（・天然木加工　・塗装加工）

・有り（・天然木加工　・塗装加工）

防虫処理

適用する

含水率

※・

・適用しない

14%以下

施工箇所

施工箇所

図示による

図示による

図示による

※ 0.5

・ 0.4

・ 心木なし瓦棒葺

・ 立平葺　・ 蟻掛葺

・ 横葺　　・　　

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

笠木の固定金具の工法等

取付け用下地　※{14.4.1～4}による　　・図示による

・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪

荷重に対応した工法）

・鋼製（表面処理　溶融亜鉛メッキＣ種　　・　　　　　　　　）

・鋼製（表面処理　溶融亜鉛メッキＣ種　　・　　　　　　　　）

９

10

手 す り

タ ラ ッ プ

{14.8.2}　

{14.8.3}　

11 エキスパンションジョ

イント金物

材質　※アルミニウム製

　・ステンレス製

表面処理の種別　・A-1種 　・B-1種 　・C-1種 　・　　

・A-2種 　・B-2種 　・C-2種

　着色　・アンバー　・ブロンズ　・ブラック　・ステンカラー）

クリアランス　　※50　　・100 　　・150

耐火性能　　　　・図示による

被膜等の種類　　※{表14.2.1}による

１ モ ル タ ル 塗 り

{15.2.2,5}　

床目地　　　・設ける（工法：※押し目地　　・　　　　　）

15

外壁タイル張り下地の均しモルタルの接着力試験　※適用する　　・適用しない

材料の種別　　※ステンレス製（SUS304　※HL(屋内)　　・No.2 B　　※No.8(屋外)　）

材料の種別　　※ステンレス製（SUS304　※HL　　・No.2 B　　・No.8　）

左

官

工

事 ２ 床コンクリート直均し

仕上げ

{15.3.2～3}　

下表以外は{15.3.2}による

施　工　箇　所

仕上塗材の種類

種類

・

塗床、シート張り、防水下地

フリーアクセスフロア（置敷式を除く）、二重床 １ｍにつき10以下

平坦さ（mm） 備考

セルフレベリング材３

施　工　箇　所厚さ（㎜）

※セメント系

・せっこう系

※10

・10

種　類

４

{15.5.2}　

建築内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

{15.4.2,3}　

３ｍにつき７以下
金ごて仕上げ

塗材

・薄付け仕上

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｓｉ

仕上げの形状

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・

・

・

防火材料

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

砂壁状

平たん状

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

仕上げの形状等

・ひき起こし ・かき落とし

・吹放し　　・凸部処理

・平たん状　・凹凸状

・凸部処理　・凹凸模様

・ゆず肌状

塗材

・厚付け仕上

塗材

塗材

軽量骨材仕上

・ 複 層 仕 上

・凹凸状

・さざ波状・平たん状　

・着色骨材砂壁状

・砂壁状　・ゆず肌状

工法等

・吹付け

・こて

・吹付け

・こて

・吹付け

こて

吹付け

・ローラー

・ローラー

ローラー・

・砂壁状じゅらく ・京壁状じゅらく

吸放湿性 ・ ・適用する 適用しない

・ ・適用する 適用しない増塗材

吸放湿性 ・ ・適用する 適用しない

・ ・適用する 適用しない増塗材

耐候性　※耐候形３種

上塗材

溶媒　※水系　・溶剤系

・ ・適用する 適用しない増塗材

樹脂 ※アクリル系

外観

・メタリック

つやあり※ ・つやなし

仕 上 塗 材 仕 上 げ

{表15.5.1～2}　

５ ＡＬＣパネルの場合の

下地処理

内部目地部の形状　※Ｖ形目地付き　　・　　

{15.5.4}　

６

{15.6.2}　

種別　・Ａ種　　・Ｂ種（仕上材塗り：EP-G　・Ａ種　　※Ｂ種）マスチック塗材塗り

７ ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※規制対象外　　・　　

吹付け厚さ(mm)　・図示による　　・25

{15.8.2}　

軒といの材種　　・塩化ビニル製　　・鋼製　　・ステンレス製

縦といの材種　　・配管用鋼管　　・硬質ポリ塩化ビニル管　　・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）

鋼管製といの防露巻き　・適用する（工法：※{表13.5.5}による　・　　　　　　　）

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

ルーフドレン

・ 陸屋根用（・縦型　・横型）

・ バルコニー中継用

・ バルコニー用

押え金物、軒先水切金物、ｼﾞｮｲﾝﾄ裏板

配線ﾋﾟｯﾄ蓋、ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ、埋込吊りフック

既製目地材　・設ける（施工箇所：　　　　　　、形状：※図示による　　・　　　　　　　）

・設けない

・設けない



図　　名

NO-SCALE

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場浄水施設整備工事

建築工事仕様書（５）

建築工事仕様書（５）

12 / 30
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建

具

工

事

品　種 断熱性 日射遮へい性

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい複層ガラス

・１種

・２種

・３種

・４種

・５種

　Ｕ２

　Ｕ１

　Ｅ４

　Ｅ５

・複層ガラス

品　種

色　調材料板ガラスによる種類の名称

・熱線反射板ガラス

※熱線反射ガラス

※倍強度ガラス

・倍強度熱線吸収ガラス ・グレー　　・ブルー　　・ブロンズ　・　

ガ ラ ス の 留 め 材

・高性能反射板ガラス

・１種

・２種

・３種

・１種

・２種

・３種

耐久性

　Ａ種

・Ａ種　　・Ｂ種

　Ｂ種

　Ａ種

・Ａ種　　・Ｂ種

　Ｂ種

日射遮へい性 色　調

・ブルー　　　・グレー

・ブロンズ　　・シルバー

反射皮膜面　　※内面　　　・外面

映像調整　　　※行わない　・行う

・倍強度ガラス

{16.14.2}　

防火設備のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

呼び寸法

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

厚さ

　80

・95　・125

・95　・125

　95

　80

　95

正方形

長方形

表面

形状

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする

ガラスブロック積み

目地幅（㎜）

・15～25

※ 8～15

・

※15以下

内側

・

※６以下

・

平積み 曲面積み

外側・

・

・

・

・

・

クリア 乳白

・

・

・

・

・

・

色調
防火性能

※なし

・あり

備考

材　　　種建具の種類

鋼製

アルミニウム製

ステンレス製

木製

※シーリング材

※シーリング材

※シーリング材

{16.14.5}　

・Ｕ３－１　　・Ｕ３－２

19

20

壁用金属枠及び補強材　　・設ける（形状　※図示による　　・　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製

寸法　・図示による　　　・　

形状　・図示による　　　・　

力骨  材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　・ 

寸法　※径5.5mm

化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工法

※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　目地部の力骨補強方法

名　称

・　

ガ ラ ス 用 フ ィ ル ム21

木 製 建 具 建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・　　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・　　

・フラッシュ戸

表面材の合板の種類

合板の種類

・普通合板 Ｇ

・特殊加工　化粧合板

・天然木　化粧合板

規格等

表面の樹種

生地、透明塗料塗り

（※ラワン程度　・　　　　　）

不透明塗料塗り

（※しな程度　・　　　　　　）

板面の品質（　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

樹種名（　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

化粧加工の方法

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　　）タイプ

表面板の厚さ

※2.5mm

※3.2mm

※2.7mm

備考

接着の程度（・１類　・２類）

{16.7.2}　

16

建

具

工

事

10 構造用ガスケット

・適用する　（施工箇所　・図示　　・　　　　　　） 　　　

材質　・クロロプレン系　・EPDM系　・シリコーン系

形状　・H型　・Y型　・C型 　　　

寸法(mm)　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　

・適用しない 

断熱材　 

種類（　　　　　　　　　　　） 　

厚さ(mm)（　　　） 　

Ｇ

施工箇所　・図示による　　・ 

耐火材料

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・　

施工部位 種別 規格帯

・

かまち戸

かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

ふすま

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型）

見込み寸法　※36mm　　・建具表による　・　　

縁仕上　・塗り縁　　・生地縁（無地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による　　・　　

戸ぶすま

紙張り障子

見込み寸法　※30mm　　・建具表による

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　　

上張り　・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度　押入等の裏側は雲花紙程度

枠、くつずりの材料　・建具表による　・　　

建 具 用 金 物

{16.8.2,3}　

金物の種類・見え掛り部の材質等

自動ドア 性能

鍵

鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　組用　　組）　・設けない

・SSLD-1

・SSLD-2

・DSLD-1

・DSLD-2

・SWD-1

・SWD-2

・図示による

・　　

・　　

・　　

・適用する

・適用しない

・マットスイッチ

・光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能トイレスイッチ

凍結防止

・行う

・行わない

（適用箇所は建具

　表による）

{16.8.4}　

{16.9.2,3}　

自閉式上吊り引戸装置 性能　※{表16.10.1}による

重 量 シ ャ ッ タ ー

{16.11.2～５}　

{16.10.3}　

自 動 ド ア 開 閉 装 置

14

※{表16.9.1}

による

※{表16.9.2}

による

※{表16.8.1}及び適用は建具表による　　・　　

樹脂製建具に使用する丁番　　　　　※{表16.8.3}による　　・　　

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　・建具表による　・　

錠前類

マスターキー、グランドマスターキー、ストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとす

る。

シリンダー箱錠又は本締り錠の耐じん性能　　・グレード１　・グレード２

11

12

13

防錆 センサーの種類

14

シャッターの種類　・管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

軽 量 シ ャ ッ タ ー

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡{16.12.2～5}　

・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

開閉機能による種類　 ※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

管理用シャッターのシャッターケース　・設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

めっきの付着量　※Z12又はF12　　　・　　

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3312）

16

オーバーヘッドドア セクション材料による区分

※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ　　・ファイバーグラスタイプ

開閉形式による区分　　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

収納形式による区分　　・スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形　　・バーチカル形

・1,250Ｐａ 　　・1,700Ｐａ

耐風圧性能　　　　　　・500Ｐａ 　　　・750Ｐａ 　　　・1,000Ｐａ

{16.13.2～5}　

ガイドレールの材質　　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス製（SUS304）　厚さ2.0㎜

品　種 構成種類

・合わせガラス

※フロート合わせガラス

・網入合わせガラス

※フロート板合わせガラス

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・網入り、フロート板合わせガラス

・網入り、熱線吸収板合わせガラス

・Ⅰ類

・Ⅱ－１類　　・Ⅱ－２類

・Ⅲ類

ガ ラ ス

種　類

・強化ガラス

材料板ガラスによる種類

※フロートガラス

・型板ガラス

※フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

※型板強化ガラス

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

{16.14.2}　 特性による種類

特性による種類

シャッターケース　　　　　　　　　　※設ける　　　　・設けない

ガイドレールの材質　※ステンレス製（SUS304）　厚さ1.5㎜（※中柱共　　・　　　　）

座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

鋼板の種類　　　・溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3302）

鋼板の種類　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3312）

・塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金鋼板及び鋼帯（JIS G 3322）

めっきの付着量　※Z06又はF06　　　・AZ90　　

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット

形状　※インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

17

18

ガラス飛散防止フィルム

・　

・　

日射調整フィルム

ガラス貫通防止フィルム

ＳＣ

記号

ＧＳ

ＳＦ

張り面

・内張り　　・外張り

・内張り　　・外張り

・内張り　　・外張り

性能による区分

・Ａ　　・Ｂ　　・Ｃ

・Ａ　　・Ｂ

・Ａ　　・Ｂ

品質　JIS A 5759による

付 属 電 気 設 備

操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する。

電動シャッター、自動扉、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機0.4kW以上の場合は機器付属の

17 取付方法　　・層間方式　　・柱、梁方式　　・方立方式　　・スパンドレル方式

性能

カー

テ

ン

ウ
ォー
ル

工

事

   (℃)水平方向(kH)

・1.0  

・ 

垂直方向(kV)

・0.5  

・ 

水密性

・Ｗ－１

・Ｗ－２

・Ｗ－３

・Ｗ－４

・Ｗ－５

・Ａ－１

・Ａ－２

・Ａ－３

・Ａ－４

遮音性気密性

・Ｔ－１

・Ｔ－２

・Ｔ－３

・Ｔ－４

 断熱性

・Ｈ－５

・Ｈ－１

・Ｈ－２

・Ｈ－３

・Ｈ－４

耐火性能 

・30分 

・1時間 

耐温度差性

・80 

・70 

・60 

耐震性能

{17.1.3}　

{17.2.2～5}　

{17.3.2～5}　

22

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・適用しない

主要部材の耐風圧性能

支点間距離（ｈ） 状態耐風圧性能

※たわみ量が±（１／150）×ｈ

　かつ絶対量20mm以下であること

・

・４ｍを超える

４ｍ以下 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

有害な歪みが起こらないこと

変位後の状態層間変位量（ｈ＝支点間距離）建築物の構造種別

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

※±（１／200）×ｈ以上

・

・±（１／300）×ｈ以上

に有害な歪みが起こらないこと

部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材

シーリングは補修程度の損傷であること

層間変位追従性

シーリング材

下表以外は{表 9.7.1} による

金属

ガラス

カーテンウォール板間目地

被着体の組合せ

ガラス

石、タイル

ガラス

記　号

シーリング材の種別

主成分による区分

１ カ ー テ ン ウ ォ ー ル

※適用する　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1.0 　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応し

した工法

網 戸 等

{16.2.3}　 線径種類 網目

・防虫網

・防鳥網

材種

・合成樹脂製

※ガラス繊維入り合成樹脂製 0.25㎜以上

1.5㎜

16～18メッシュ

ステンレス製（SUS304）線材

・ステンレス製（SUS316）

網目寸法　15㎜

５

外部に面する建具の性能等級等

{16.3.2～5}　

樹 脂 製 建 具６

性能等級等

外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

・適用しない

鋼 製 建 具

{16.4.2～4}　

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・T-1 　・T-2 　・T-3）

断熱ドアセット・断熱サッシ　Ｇ　　・適用する　断熱性の等級（・H-1 　・H-2 　・H-3）

７

外部に面する建具の耐風圧性の等級　・S-4 　・S-5 　・S-6

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

材料

鋼板

厚さ

・{表16.4.2}による

めっき付着量

※Z12又はF12

※Y08 ・　

・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3302）

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3317）

・適用しない

鋼 製 軽 量 建 具

{16.5.2～4}　

８

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・T-1 　・T-2 　・T-3）

断熱ドアセット・断熱サッシ　Ｇ　　・適用する　断熱性の等級（・H-1 　・H-2 　・H-3）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追従性の等級（・D-1 　・D-2 　・D-3）　

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

性能等級

簡易気密型ドアセット　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

・適用しない

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追従性の等級（・D-1 　・D-2 　・D-3）　

・適用しない

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

材料

鋼板

厚さめっき付着量

・　・電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3313）

・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3302）

・ポリ塩化ビニル被覆金属板（JIS K 6744）

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3312）

※Z06又はF06

※E24

※Z06又はF06

※Z06又はF06

・{表16.5.1}による

性能等級等

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

ス テ ン レ ス 製 建 具

{16.6.2～5}　

・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性の等級　・S-4 　・S-5　・S-6

９

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・適用しない

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追従性の等級（・D-1 　・D-2 　・D-3）　

・適用しない

鋼板

屋外

屋内

材料

※SUS430JIL　　・SUS443J1　　・SUS304　　・　

※SUS430　　・SUS430JIL　　・SUS443J1　　・SUS304　・　　

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　・角出し曲げ（・ａ角　・ｂ角　・ｃ角）

・ＨＬ　※No.8(鏡面)

※ＨＬ　・No.8(鏡面)

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

性能等級

簡易気密型ドアセット　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

簡易気密型ドアセット　　　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・T-1 　・T-2）

断熱ドアセット・断熱サッシ　Ｇ　　・適用する　断熱性の等級（・H-4 　・H-5 　・H-6）

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・T-1 　・T-2）

断熱ドアセット・断熱サッシ　Ｇ　　・適用する　断熱性の等級（・H-4 　・H-5 　・H-6）

枠の見込み寸法　　・建具表による　・　　

表面処理

着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

着色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

皮膜等の種類（※{表14.2.1}による　・　　　　　）

製造所は、建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿に記載されている製造所とする。

外部に面する建具　・B-1種 　・B-2種　・　　

皮膜等の種類（※｛表14.2.1}による 　・　　　　　）

屋内の建具　　　　・C-1種 　・C-2種 　・　　

結露水の処理方法　※図示による　　・　　

水切り板、ぜん板　※図示による　　・　

・適用しない

アルミニウム製建具

{16.2.2～4}　

４ 性能等級等

外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　）

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ　Ｇ　　・適用する　断熱性の等級（・H-1 　・H-2 　・H-3）

・適用しない

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追従性の等級（・D-1 　・D-2 　・D-3）　

・適用しない

（建具符号：・建具表による　・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・T-1 　・T-2 　・T-3　・T-4）

・適用する　図示（※建具表　　・平面図　　・　　　　　）１

{16.1.3}　

防 火 設 備

２ 建具見本の製作

{16.1.4}　

※製作しない　　・製作する

３ 防 犯 建 物 物 品

{16.1.5}　

・適用する　図示による（※建具表　　・平面図　　・　　　　　）

(19.2.2)　

19

内

装

工
事

１ 接 着 剤

18 １

※規制対象外　　　・第三種

塗

装

工

事

材 料

　　　　　　　　　下地面等

３

　　　　　　　　　　　塗装

２ 素 地 ご し ら え

錆 止 め 塗 料 塗 り

４ 塗 料

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

せっこうボード面及びその他

ボード面

透明塗りの場合

目地：継目処理工法

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 ・Ａ種　　・Ｂ種

・Ｃ種

塗料の種別下地面等

(SOP) 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の鉄鋼面

種別

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

塗料の種類

※１種　　・２種

※１種　　・２種

※１種　　・２種

※１種　　・２種

上塗り等級（　　）級

上塗り等級（　　）級

上塗り等級（　　）級

{18.1.3}　

{18.2.2～7}　

{18.3.2,3}　

・Ａ種　　※Ｂ種

Ｇ屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装    とする。

５

{18.1.7}　

塗 装 面 の 確 認 等

{18.4.1～14}　

屋内に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする　　　　　　

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　） 

ボード面等

耐候性塗料塗り(DP)は、錆止め塗料塗りに準じ、{18.1.7(1),(3)}による塗付け量の確認を行う。

ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外

可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

２ ビニル床シート Ｇ

{19.2.2,3}　 種類

・発泡層の

ないもの

※ＦＳ

・ＴＳ

JIS記号 施工箇所

・突付け

工法

※熱溶接工法※2.0

・2.5

厚さ（㎜）特殊機能

耐動荷重性

・帯電防止

・

・防滑性

・耐薬品性

・無地

・マーブル

色柄

・発泡層の

あるもの

・無地

・柄物 ・突付け

※熱溶接工法

帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107 ～1×1010Ω程度

・つや有合成樹脂エマルショ

  ンペイント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ラッカーエナメル塗り(LE) 

・木材保護塗料塗り(WP)

・合成樹脂調合ペイント塗り

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り(DP)

木部屋外 

木部屋内 

接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別　　・図示による　　・　

コンクリート面、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

目地：継目処理工法以外

不透明塗料塗りの場合 ※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

備考

DP塗装を除く

・Ａ種　　・Ｂ種

種別

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具 

鋼製建具以外 

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

工程の種別

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種

・適用しない

・適用しない

16

建

具

工

事

3本1組マスターキー　　・製作する（　　　 ）　　・製作しない　　・既存に組込む

※シーリング材　　　・ガスケット（グレイジングチャンネル形）

・　



図　　名

NO-SCALE

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場浄水施設整備工事

建築工事仕様書（６）

建築工事仕様書（６）

13 / 30

      種類

単層フローリング Ｇ

・ フローリングボード

フローリングブロック・

モザイクパーケット・

 厚さ

 (mm)

15

・接着工法

・接着工法

接着工法

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

※なら

※なら

※なら

※なら

※なら

・12以上

・ 

・12以上

・ 

15

※15

・ 

・ 

    大きさ

板幅75 

板長さ500以上 

板幅75 

板幅75 

板長さ500以上 

※303×303

・ 

・ 

303×303

間伐材等

の適用
仕上塗装

・

・

・

・

・

・

・

塗装品

塗装品

無塗装品

塗装品

無塗装品

塗装品

無塗装品

無塗装品

・

工 法

天然木化粧複合フローリング Ｇ

板長さ500以上 

・釘留め工法

（根太張り）

（直張り）

・釘留め工法

・ モルタル埋込工法

天然目化粧

複合フローリング

工 法

・

・釘留め工法

・ 

※なら

樹 種種 類

（根太張り）

・釘留め工法

（直張り）

接着工法

※なら

間伐材等

の適用

・

・

・

・

・　

・

・

・

・

塗装品

無塗装品

仕上塗装

・

・

防湿処理

適用しない

適用する※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種 別厚さ、大きさ

板幅

板厚

板長さ

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※規制対象外 

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

Ａ種の場合のひき板の厚さ（※2mm 　・3mm 　・　　　）

900以上

・75mm以上

・8mm以上

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

Ｇ３ ビニル床タイル

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

・帯電防止

・帯電防止

・防滑性

・防滑性

特殊機能 　備考
{19.2.2}　

・ＦＴ

・ＫＴ

・ＦＯＡ

JIS記号 施 工 箇 所

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・500×500

寸 法色柄 厚さ(㎜)

※2.0

・2.5

・2.0

・3.0

・　

４ ビ ニ ル 幅 木

{19.2.2}　

材質　　　　　※軟質　　・硬質

高さ（㎜）　　※60　　・75　　・100

厚さ（㎜）　　※1.5 　　・　

５ ゴ ム 床 タ イ ル

{19.2.2}　 厚さ（㎜）　　・3.0 　　・4.5　　・6.0　　・9.0　

寸法（mm）　（　　　　　　　　　　）

色柄　　　　（　　　　　　　　　　）

     織り方

備　考寸法

※ 第一種

６ Ｇカーペット敷き ・織じゅうたん

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種別   パイル形状

カットパイル 

ルーフパイル

カット、ループ併用 

・

・

・

ウィルトンカーペット　・

ダブルフェースカーペット

アキスミンスターカ－ペット　

・

・

・適用する 

・適用しない 

 色柄等

・無地 

・柄物 

(標準品) ・ 　　 　　　　　　）

カットパイル 

ルーフパイル

・

・

レベルループパイル・

・ カット、ループ併用 

パイル形状

・ 　　 　　　　　　）

（性能：※人体帯電圧3kv以下 

（性能：※人体帯電圧3kv以下 

・適用しない 

・適用する 

パイル長さ（mm）

・5～7　　・ 

・4～6　　・ 

　　 工法

※全面接着工法 

・グリッパー工法  

・ 

・4　　　 ・  

帯電性

{表19.3.1}　

・ニードルパンチカーペット 

・適用しない 

厚さ（mm）（　　　） 　帯電性　 ・適用する（性能：※人体帯電圧３kV以下　　・   　　　   　）

備考　　　（　　　　　　　　　） 

・タイルカーペット

パイル形状

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

種別 施工箇所

※500×500

※500×500

・

・

※500×500

・

総厚さ（mm）

・

・

・

７ 合 成 樹 脂 塗 床

{19.4.2,3}　 種別 

・薄膜型塗床材 

（JIS K 5970） 

・アクリル樹脂塗床 

・

弾性ウレタン樹脂系塗床 

・

          仕上げの種類

・防滑仕上げ 

・平滑仕上げ 

・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ 

※平滑仕上げ　 

工程 

薄膜流し展べ工法 

厚膜流し展べ工法 

樹脂モルタル工法 

・

・

・

工法施工箇所 

塗布量　　 　　　kg/㎡

塗布回数　　　　 回

表面仕上げ       ・平滑　　・防滑 

溶剤          　 

・水性色　　・溶剤系　　・無溶剤系 

仕上げ色 ・標準色　　・ 

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　

※6.5

※6.5

※6.5

{19.3.3,4}　

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　　・模様流し　　・　　  　　

階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・ 

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　※図示による　　・　　　　　）

・適用しない 

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第２種２号　呼び厚さ 8mm　　・ 

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第２種２号　呼び厚さ 8mm　　・　

帯電性

厚膜型塗床材 

厚膜型塗床材 

フ ロ ー リ ン グ 張 り８

{19.5.2～7}　

畳 敷 き

{19.6.2}　 ※Ｄ種（・ＫＴ－Ⅰ　　・ＫＴ－Ⅱ　　※ＫＴ－Ⅲ　　・ＫＴ－Ｋ　　・ＫＴ－Ｎ

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種 {表19.6.1}　９

{19.7.2,3}　

10

（木目）

（トラバーチン）

化粧せっこうボード

化粧せっこうボード

せっこうラスボード

強化せっこうボード

シージングせっこうボード

不燃積層せっこうボード

せっこうボード

材 種 ・ 規 格ボード及び合板張り

せっこうボードその他

・上張り

・直張り

・直張り

・上張り

GB-D ・天井

・天井

・突付け

・突付け

・ 9.5（準不燃）

・12.5（不燃）GB-D

・突付けＶ目地

・継目処理

・突付け

・天井

・壁 ・下張り
・9.5

GB-L

・15（不燃）

・12.5（不燃）

・突付けＶ目地

・継目処理

・突付け

・直張り

・上張り

・下張り

・天井

・壁GB-F

・ 9.5（不燃）

※化粧あり

・突付け

・突付け ・ 9.5（不燃）・下張り

・直張り

・上張り

・壁

・天井

・12.5（不燃）

・突付けＶ目地

・継目処理

・突付け

・直張り

・上張り

・下張り・壁

・天井

GB-S

GB-NC

・12.5（不燃）

・12.5（不燃）

・12.5（不燃）

・12.5（不燃）

GB-R

JIS記号 施工箇所

・ 9.5

・9.5

・ 9.5

・ 9.5

・突付けＶ目地

・継目処理

・突付け

・目透し

　突付け

・突付けＶ目地

・継目処理

・突付け

・目透し

　突付け・下張り

・

・直張り

・上張り

・下張り

・上張り

・直張り

・

・壁

・天井

　　　厚さ等（mm）張　り　方

※規制対象外　　・ 

せっこうボード類のホルムアルデヒド放散量

化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 　・ﾌﾟﾘﾝﾄ 　・塗装） 

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・9 　・12　　・15　　・18　　・　　　

Ａ級（・天井仕上　　・内装仕上　　・　　　 　　）

・2.5 　・3.5 　・5 　・7 　・　

 ・内装用DI　　・外装用DE 

・研磨板RS（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

・未研磨板RN（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

MDF

HB  

IB ・インシュレーションボード

・ハードボード（化粧）

・ハードボード（素地）

・10（難燃）　　・12（難燃）　　・  

・塗装DC 

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲDV     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲDO ・　化粧パーティクルボード

・10　　・12　　・15　　・18　　・　

・無研磨板VN　　・研磨板VS・　単板張りパーティクルボード

・3 　・7 　・9 　・12　　・　・　ミディアムデンシティファイバーボード

・ポリエステル樹脂化粧板

・メラミン樹脂化粧板

特殊加工　　・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度　・１類　　・２類

表面性能（　　　　    　）タイプ 

・特殊加工化粧合板

特殊加工　　・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

樹種名（　　　　　　　　　） ・天然木化粧合板

板面の品質　・　

厚さ(mm)　　・5.5 　・9.0 　・12　　・15

接着の程度　※１類　　・２類

特殊加工　　・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

・透明塗料塗り　　・不透明塗料塗り 

・ラワン程度　　・しな合板　　・　　　　　 　　

表面の材種 ・普通合板

GW-B 

RW-B 

・6 　・8  

タイプ２（無石綿）

・30　　・　

・12　  ・15　  ・18　  ・21　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

・25　　・ 

・25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

DR 

1.0FK 

0.8FK 

 NF 

 HF 

 NW 

 MW 

 HW 

厚さ(mm)、規格等JIS記号種　　類

・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

DR-D

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・ 

合板類の張付け　　・Ａ種　　※Ｂ種 　　

・適用しない 

遮音シール材　　・適用する（・シーリング材　　・ジョイントコンパウンド）

ボード等の下地は図示による。

{19.8.2,3}　

11 壁 紙 張 り

{19.9.2,3}　

種類

12 Ｇ

・ 

・ 

・断熱材打込み工法 

※規制対象外　　・　

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材及び

接着剤のホルムアルデヒド放散量

断 熱 材

押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし） 

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 

・ 

硬質ウレタンフォーム保温材

・ 

フェノールフォーム断熱材（３種２号を除く） 

押出法ポリスチレンフォーム保温材(スキン層なし） 

ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・ 

・ 硬質ウレタンフォーム保温材

・断熱材現場発泡工法 　　

断熱材の種類　※Ａ種１　　・Ｂ種１ 　　

厚さ（mm）　　・25　　・30　　・   　

施工箇所　　　※窓回り等の断熱材補修部分

・図示による　　・ 　 

{20.2.2}　

フリーアクセスフロア１

施工箇所

ボーダー部及びスロープ

床表面仕上げ材の材質

高さ（㎜）

パネル寸法（㎜）

耐荷重性能

耐震性能

構法ユ

ニ

ッ
ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

20

※3,000Ｎ 　　・5,000Ｎ※3,000Ｎ 　　・5,000Ｎ

・1.0Ｇ 　　　・0.6Ｇ ・1.0Ｇ 　　　・0.6Ｇ

・帯電防止床タイル

※タイルカーペット

・　　　　　・　

・

・

※メーカー仕様　　・図示による

・帯電防止床タイル

※タイルカーペット

・　　　　　・　

・

・

・置敷式 ・支柱調整式

※メーカー仕様　　・図示による

仕様

寸法精度

※{ 20. 2. 2( b) ( 5) ( ⅰ) ～(ⅲ) } による

厚さ 　 ±0. 5mm

図心と 各頂点を結ぶ線上部　 2. 0mm以下

平坦度　 パネル周辺部　 　 　 　 　 　 　 1. 0mm以下

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製

{20.2.3}　

可 動 間 仕 切２

空調用吹き出し（吸い込み）パネル

配線取り出し開口　　※パネル１枚につき40㎜×80㎜程度の開口１箇所以上　　・図示による

配線用取り出しパネル　　

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　・　

・有り　（※固定式　　・可変式）：　施工箇所（※図示による　　・　　　　　　　）　　

※なし　　

※

・

・

パネルスタッド

構造形式

・36以上

・

・

スタッド式(内蔵)

スタッド式(露出)

・パネル式

スタッドパネル式

・0

・30程度

遮音性

(dB/500Hz)

防火性能

・

表面仕上げ材

パネル表面

仕上げ

厚さ

(mm)

材 質

・0.8

※0.6※鋼板

アクリル樹脂焼付

・壁紙張り

メラミン樹脂焼付

・15程度

・不燃

{20.2.11}　

煙 突 ラ イ ニ ン グ ・煙突用成形ライニング材９

適用安全使用温度　　・400℃ 　・650℃

（・ソノトライト系けい酸カルシウムライニング材　　・心材付き繊維積層ライニング材）

・キャスタブル耐火材

煙突用成形ライニング材の指定する製品とする

※平滑仕上げ　 

・フラットタイプ（・ 9（不燃）  　・ 12　 ・　　　）

・凹凸タイプ（・12(不燃)　　・15　　・19　　　　　）

JIS K 6903 による　（※1.2　　・　　　　　　　　　）

紙
備考防火種別

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　・Ａ種　　※Ｂ種

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　・Ａ種　　※Ｂ種　

チック

プラス

・不燃　　・準不燃

・不燃　　・準不燃

・不燃　　・準不燃

・不燃　　・準不燃

その他無機質繊維
施 工 箇 所

壁紙の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 保温板（２種ｂ）

保温板（３種ｂ）

厚さ(mm)

・25　・50　・ 

施工箇所

・接地部分　　・ ・25　・50　・　

構成基材の種類 

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示による　・　　　） ・なし

{20.2.4}　

移 動 間 仕 切３

※

・二方向 移動式

走行方向

平行方向　移動式 ・

・

・

電動式

部分電動式

操作方法

手動式

圧縮装置の

操作方法

総厚さ

(mm)

表面仕上げ材

・プッシュ式

・ハンドル式

遮音性

(dB/500Hz)パネル表面仕上げ材

・焼付塗装

・壁紙張り

※鋼板

材 質

・

・36未満

・36以上

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

ハンガーレールの取付け下地の補強

※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強する。

{20.2.5}　

表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　　・ポリエステル樹脂系化粧板ト イ レ ブ ー ス

幅木材質　　　　　　　※ステンレス幅木

ドアエッジ材質形状　　※アルミＲエッジ

４

・図示による

取付箇所　　　・図示による　　・　

・室名札　　　　　　　※標準詳細図による　　・図示による

・案内板　　　　　　　・庁舎案内板（※標準詳細図による　　・図示による　）

{20.2.10}　

表 示

・非常用進入口　　　　・図示による

・対人衝突防止表示　　・図示による

　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　×　　　）

・ 箱文字（・ステンレス製　　・黄銅製）

・切抜文字（・ステンレス製　　・黄銅製)

・庁名文字　　　　　　※標準詳細図による　　・　

形状・その他　　　※図示による

・ピクトグラフ　　　　標準案内図用記号　※JIS Z 8210による　　・図示による

・視覚障害者用案内板（※共通詳細図による　　・図示による　）

・各階案内板（※標準詳細図による　　・図示による　）

８

{20.2.9}　

{20.2.8}　

ド

材種　　　　　　　　　ステンレス製（SUS304）（・埋込工法　　※接着工法　）

{20.2.6}　

黒板及びホワイトボー

階 段 滑 止 め

厚さ（㎜）　　※５　　・　

寸法（㎜）　　・図示による　　・　

型式　　　　　　　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　幅（㎜）　　※約35

端部フラットエンド　　※有（※タイヤと同材　　・ステンレス鋼　）　　・無

鏡７

６

５

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　　

・黒板　　　　　　　※焼き付け　色彩　　※緑　　（形状、寸法は図示による）

※ホワイトボード　　※ほうろう　　（形状、寸法は図示による）

表面仕上材の品質・性能は、標仕19章内装工事による

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は標仕19章による

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標仕19章による

樹 種

・ 

・行わない

※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

・オイルステインのうえ、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

19

内

装

工

事
{20.2.12}　

・75以上　　・100

※１本操作コード式

・アルミスラット・クロススラット

・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

アルミニウム合金製

※25　　・35

※ギア式　・コード式

・横型ブラインド

スラットの幅（㎜）

スラットの種類

スラットの材種

形式

ブ ラ イ ン ド10

Ｇ

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は Ｇ とする。

{20.2.13}　

遮光性能　・　

操作方法　・電動式　　・スプリング式　　・チェーン式

品質

材種11 ロ ー ル ス ク リ ー ン

12 カーテン及びカーテン

レール ひだの種類

カーテン

{20.2.14}　

形式

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

開閉形式

・手引き

・ひも引き

・電動

・

・

フランスひだ

・ プレーンひだ、片ひだ

箱ひだ、つまひだ

取付箇所

・図示による

きれ地の種別等

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・

・

フランスひだ

・ プレーンひだ、片ひだ

箱ひだ、つまひだ

・図示による

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　Ｇ　とする。

暗幕用は300mm以上の召し合せの重掛けとする

・

付属金物施工箇所

カーテンレール及び付属金物

材種

※アルミ製

・ステンレス製

※10-90

強さによる区分 仕 上 げ

※アルマイト ・シングル

・ダブル

※角型

形 状形 式

天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※450×450　　・600×600点 検 口13

内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

仕様 ・鍵付

・鍵付仕様

形式　※屋内用一般型　　・密閉形

壁　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　　・450×450　　※600×600

仕様

形式　※屋内用一般型　　・密閉形

床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　　・450×450　　※600×600

・鍵付

材種　　※ビニル既製品　　・アルミニウム既製品天 井 見 切 り 縁14

ピ ク チ ャ ー レ ー ル

移動フック　　　個／ｍ　安全荷重　※15㎏以上　　・　

※見切り縁兼用タイプ　　・　15

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・

※ 6.8

厚さ(mm)

・

・800

※500

・800

※500

・

高さ(mm)

・

※ 500

高さ(mm)

・　

※天井材張り

表面仕上げ

・可動式（天井収納型）

※固定式（壁埋込型）

ガイドレール

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・回転降下式

（巻取り型）

・垂直降下式

種　　類

・可動式

備　　考

アルミ製枠付き

材　　質

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス

・固定式防 煙 垂 れ 壁

備　　考材　　質

16

収 納 家 具 等 材質、形状、寸法　　※図示による

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・第三種

17

鋼製書架及び物品棚

・移動式　　形状等は図示による

・固定式（下記以外は図示による）

鋼製書架　　　JIS S 1039による種別（・１種　　・２種　　・３種））

鋼製物品庫　　JIS S 1039による種別（・４種　　・５種　　・６種））

18

く つ ふ き マ ッ ト

・ステンレス製（SUS304）（受け枠ステンレス製（SUS304））

・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製（SUS304））

※塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製（SUS304））ワンライン型19

誘導用床材、注意喚起

用床材

色　　　　黄色

・

材種　　・レジンコンクリート製（厚さ60㎜）　　・磁器質タイル製20

表面形状　JIS T 9251による

寸法　　　※300×300　　・　

旗 竿

旗竿受金物　　※ステンレス鋼（SUS304）製　　・　

高さ（ｍ）　　・　

※ハンドル式（テーパー式又は同一断面式）

材種　　　　　・アルミニウム合金　　・　

形式　　　　　・ロープ式（テーパー式）21

フ ェ ン ス

高さ　　　　　　　・図示による　　・　

・樹脂塗装メッシュフェンス　　・アルミフェンス

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・鋼管フェンス22

車 止 め 支 柱

・　

高さ（㎜）

・GL＋700

柱径・肉厚（mm）

・　

・φ76.3　ｔ＝2.0

・　

・ステンレス製

材種

（・標準品　　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式）

・上下式内蔵式

形　式 備考23

耐薬品エポキシ樹脂系塗床 



屋根／押え保護コンクリート 厚80mm（溶接金網 φ6-100mm目）,成形伸縮目地材 幅25mm

　　　アスファルト防水外断熱工法（ＡⅠ－２）（硬質ポリエチレンフォーム断熱材 厚40mm）

押え金物／軒先水切金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）

　　　下地：コンクリート打放し（増打20mm）

外壁／仕上：防水形複層塗材ＲＥ吹付（凸凹模様）　下地調整材：Ｃ－１（セメント系）

　　　下地：コンクリート打放し（増打20mm）

軒裏／仕上：外装薄塗材Ｅ吹付（砂壁状）　下地調整材：Ｃ－１（セメント系）

基礎立上り／コンクリート打放し

土間床／仕上：コンクリート金ごて押え

打継目地・誘発目地（仕上げあり）／ポリウレタン系シーリング（ＰＵ－２）

有圧換気扇＜機械設備＞

No. 計算式(ｍ) 数値(㎡)

 6.500 ×  4.500　＝ 29.2500

数値(㎡)算定式

建築面積

延べ床面積 29.25

29.25

最大積雪量表示板／アクリル板 厚3mm（インクジェットシート貼）Ｗ180×Ｈ160

ガスボンベ保管庫＜機械設備＞

11
施設門標／ステンレス(SUSU304)プレート 厚2mm Ｗ800×Ｈ250 ヘアーライン仕上げ（横目）

１

２

３

４

５

６

７

８

１

１

１

９

10

記号 軒裏（庇裏）・天井　仕　様

軒裏、小庇裏／仕上：外装薄塗材Ｅ 吹付　下地調整材：Ｃ－１（セメント系）

　　　　　　　下地：コンクリート打放し（増打20mm）

屋根スラブ裏／仕上：コンクリート打放し（増打10mm）

梁型／仕上：コンクリート打放し（増打20mm）

Ａ

Ｂ

Ｃ

１
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1

AD
1

1100

1
0
00

1
0
0

■　内部土間スラブコンクリート下は、防湿のためポリエチレンフィルム 厚0.15 敷き込みとする。

基礎①[FL+150]

基礎②[FL+100]

基礎③[FL+150]

排水水 幅100mm

配管溝[FL-150]

[FL-50]

[FL-100][FL-100] [FL-130]

(紫外線照射装置)

(炭酸ガス注入装置)

[FL-100][FL-120]

[FL-70][FL-100]

[FL-50]

水勾配:5/100

成形伸縮材 幅25mm ＠2,000

小庇:防水形複層塗材 ＲＥ吹付（模様なし）

防水押え金物、軒先水切金物：ステンレス 厚2.0mm加工（ＳＵＳ３０４） 防水押え金物、軒先水切金物：ステンレス 厚2.0mm加工（ＳＵＳ３０４）

埋込み吊りフック
（ＳＵＳ３０４）10KN用

埋込み吊りフック
（ＳＵＳ３０４）
　30KN用

【西面 立面図 S=1/50】【北面 立面図 S=1/50】

水上ＳＬ(最高の軒高)
最高の高さ

水下ＳＬ

設計ＧＬ(309.22)

ＦＬ(309.42)

水上ＳＬ(最高の軒高)
最高の高さ

水下ＳＬ

設計ＧＬ(309.22)

ＦＬ(309.42)

【東面 立面図 S=1/50】【南面 立面図 S=1/50】

水上ＳＬ(最高の軒高)
最高の高さ

水下ＳＬ

設計ＧＬ(309.22)

ＦＬ(309.42)

水上ＳＬ(最高の軒高)
最高の高さ

水下ＳＬ

ＦＬ(309.42)

【建物求積図 S=1/50】
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１

１

２

２

【屋根伏図 S=1/50】【平面図(建具配置図) S=1/50】 【天井伏図 S=1/50】
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【外部仕上表】

屋根

外壁

軒裏

仕上：外装薄塗材Ｅ吹付（砂壁状）　下地調整材：Ｃ－１（セメント系）

下地：コンクリート打放し（増打20mm）

仕上：コンクリート金ごて押え
土間床

押え保護コンクリート 厚80mm（溶接金網 φ6-100mm目）,成形伸縮目地材 幅25mm

アスファルト防水外断熱工法（ＡⅠ－２）（硬質ポリエチレンフォーム断熱材 厚40mm）

下地：コンクリート打放し（増打20mm）

仕上：防水形複層塗材ＲＥ吹付（凸凹模様）　下地調整材：Ｃ－１（セメント系）

【内部仕上表】

仕上：コンクリート打放し 壁・梁型／仕上：コンクリート打放し（増打20mm） 屋根スラブ／仕上：コンクリート打放し（増打10mm）

3,244

室　名 床 巾　木 壁 天　井 天井高

＜共通事項＞

■　砂利（砕石）地業は全て、再生砕石を使用する。

■　内部土間スラブコンクリート下は、防湿のためポリエチレンフィルム 厚0.15 敷き込みとする。

■　使用するステンレスは特記なき限りＳＵＳ３０４とする。

【特記事項】

埋込み吊りフック（ＳＵＳ３０４）10KN用

備　考

打継・誘発目地

基礎立上り 建具

～
3,460

排水溝・集水枡／仕上：コンクリート金ごて押え

　　　　　　　　下地：軽量コンクリート 厚200

　　　　　　　　下地：軽量コンクリート 厚200

基礎架台　　　／仕上：コンクリート金ごて押え

　　　　　　　　下地：軽量コンクリート 厚200

配線ピット　　／仕上：コンクリート金ごて押え

　　　　　　　　下地：軽量コンクリート 厚200

■　内部に使用する建築材料は、規制対象外品（Ｆ☆☆☆☆）を使用する。

■　図中のメーカー、商品名、型番は参考とし、同等品以上を使用する。

野地板：構造用合板 t=１２張　　雪止め：亜鉛メッキ

ポリウレタン系シーリング（ＰＵ－２）

両開きアルミニウム製戸

押え金物／軒先水切金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）

埋込み吊りフック（ＳＵＳ３０４）30KN用

ガスボンベ
保管庫
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浄水処理室

一般床　　　　／仕上：耐薬品エポキシ樹脂床材

浄水処理室

（浄水処理室）

■　浄水処理室内の床（基礎架台含む）、および壁（FLから1.2m）は耐薬品エポキシ樹脂塗装とする。

基礎④[FL+200]

(滅菌装置)

図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

雨滝浄水場浄水施設整備工事

鳥取市国府町雨滝地内

平面図　立面図　建具表

平面図　立面図　建具表
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鳥取市国府町雨滝地内
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※部分詳細図参照
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【断面図(１－１) S=1/50】

4,5006,500

【断面図(２－２) S=1/50】

符号・数量

材質･仕様･仕上
建具金物

（付属金物）

寸法･見付･見込

備　　考

姿　　図

箇所１両開き框ドア １ 箇所

ＦＬ

W=1,700 H=2,400　見込70mm　
アルミ　色：シルバー　下枠：ステンレス
標準付属金物 一式　レバーハンドル錠　丁番

腰下：ドアガラリ(可動式、ステンレス防虫網付)
フランス落し　ドアクローザー(内付90°制限)

1,700

2
,
40
0

【建具表 S=1/50】

645 埋込み吊りフック(ＳＵＳ３０４) 10KN用
埋込み吊りフック(ＳＵＳ３０４) 30KN用

1,445
埋込み吊りフック(ＳＵＳ３０４) 30KN用

※部分詳細図参照

腰上：アルミパネル 厚2mm
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外壁／仕上：防水形複層塗材ＲＥ吹付(凸凹模様)
　　　下地調整材：Ｃ－１(セメント系)
　　　下地：コンクリート打放し

軒裏／仕上：外装薄塗材Ｅ吹付（砂壁状）
　　　下地調整材：Ｃ－１(セメント系)
　　　下地：コンクリート打放し

基礎立上り／コンクリート打放し
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9
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ＦＬ(309.42)

水上ＳＬ(最高の軒高)

最高の高さ

水下ＳＬ
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【断面詳細図(１－１) S=1/30】
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最高の高さ

水下ＳＬ

1,445

埋込み吊りフック　　　
(ＳＵＳ３０４) 30KN用

屋根／仕上：押え保護コンクリート 厚８０ (溶接金網 φ６－１００mm目)
　　　　　　アスファルト防水外断熱工法(ＡⅠ－２)
　　　　　　（硬質ポリエチレンフォーム断熱材 厚４０)
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嵩上げ／仕上：コンクリート金ごて押え
　　　　下地：嵩上げコンクリート 厚200

土間コンクリート 厚180
配筋：Ｄ13＠200(ダブル)
防湿：ポリエチレンフィルム 厚0.15 敷込み
砕石：再生砕石 厚100

天井／仕上：コンクリート打放し(増打10mm)
　　　　　　　　　

壁／仕上：コンクリート打放し

小庇／仕上：防水形複層塗材ＲＥ吹付(凸凹模様)
　　　下地調整材：Ｃ－１(セメント系)

　　　下地：コンクリート打放し

庇裏／仕上：外装薄塗材Ｅ吹付（砂壁状）
　　　下地調整材：Ｃ－１(セメント系)

　　　下地：コンクリート打放し

押え金物／軒先水切金物：　　　　　　　　
ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
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設　計　積　雪　量
下記の積雪量を超えるときは
雪下ろしが必要です。

設計積雪量

設　計　者

施　工　者

竣工年月日 令 和○○年○ ○月

○ ○ ○ ○ 建 設

○○○○設計事務所

２．５　ｍ

材　質：アクリル白
サイズ：Ｈ１６０×Ｗ１８０×ｔ３
文　字：インクジェットシート貼
書　体：明朝

1
6
0

180

1
0

10

【最大積雪量表示板(参考) S=1/2】
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屋根：押え保護コンクリート 厚８０
　　　アスファルト防水外断熱工法(ＡⅠ－２)

押え金物：ステンレス 厚2.0加工（ＳＵＳ３０４）
Ｗ25＋50×Ｈ115＋55mm

ステンレスボルトＭ６（ワッシャー付）
（頭部シリコンシーリング打ち）

軒先水切金物：ステンレス 厚2.0加工（ＳＵＳ３０４）
Ｗ200×Ｈ40mm

裏側溶接：ボルト用穴とステンレスボルト

ジョイント裏板：ステンレス 厚2.0（ＳＵＳ３０４）
Ｗ80mm×Ｌ200mm

オールプラグ：Ｄ12×Ｌ60
ステンレスボルト：ｄ8×Ｌ65

断熱材」：硬質ポリエチレンフォーム断熱材 厚４０

【部分詳細図 S=1/5】

溶接金網 φ6×100×100
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【施設門標 S=1/5】
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【軒先押え金物参考割付図 S=1/10】
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ジョイント裏板：ステンレス 厚2.0（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　　Ｗ80×Ｌ250mm

押え金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　Ｗ25＋50×H115＋55mm

軒先水切金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　Ｗ200×H40mm

軒先水切金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　Ｗ250×H40mm

押え金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　Ｗ25＋100×H85＋55mm

ジョイント裏板：ステンレス 厚2.0（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　　Ｗ80×Ｌ250mm

軒先水切金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　Ｗ200×H40mm

ジョイント裏板：ステンレス 厚2.0（ＳＵＳ３０４）
　　　　　　　　Ｗ80×Ｌ250mm

押え金物：ステンレス 厚2.0 加工（ＳＵＳ３０４）
　　　　　Ｗ25＋50×H115＋55mm
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紫外線処理室 紫外線処理室

紫外線処理室

AD
1

AD
1

仕　様

 1.字体について、鳥取市水道局は60×60 楷書体とし、

 2.門標は、ステンレス(SUSU304)プレート、t=2 800×250とし、

 　また、枠及び文字はエッチング凸文字、凹部は黒色焼付仕上げとする。

 3.「□□□□□□」には、施設名称を明記する。

　 施設名称は80×80 楷書体とする。

　 仕上げはヘアーライン仕上げ（横目）とする。

1
5
0

図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

雨滝浄水場浄水施設整備工事

断面図 断面詳細図 建具表

断面図　断面詳細図　建具表
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図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

雨滝浄水場浄水施設整備工事

鳥取市国府町雨滝地内

構造設計標準仕様

16 / 30

２．使用構造材料
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ト

の

種

類

平

存

置

期

間

の 温

気

均

種類 せ　き　板 支　　柱

はり下基礎，はり側，柱，壁 スラブ下，はり下 スラブ下

％
個

％
個

％
個

注）

｡

2

階塔屋

( )

リバースサーキュレーション

構 造 設 計 標 準 仕 様

早強ポルト早強ポルト早強ポルト早強ポルト

高炉セメント

高炉セメント

高炉セメント高炉セメント

普通ポルト 普通ポルト 普通ポルト

普通ポルト

シリカセメント

シリカセメントシリカセメントシリカセメント

Ａ種Ａ種

Ａ種

Ａ種Ａ種

Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント

ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳによる。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定

器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、標準仕様書による。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

とする。また、打込み量が１５０ｍをこえる場合は１５０ｍごとまたは、その端数

ごとに一回を標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運

搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、

一回当り１２本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンク

リートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際

しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さ

（壁式鉄筋コンクリート造は除く）

は、日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜取り検査は、標準仕様書による。

Ｗ型（溶接型）Ｈ型（タガ型）柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

Ｓ型（スパイラル型） とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

東京都取扱要網」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

材料 合板厚 を標準とする。

型枠存置期間

12 m/m

注）

注）

注）

注）

注）

注）

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍かつ

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗

部分とする。錆止めペイントはＪＩＳ　Ｋ５６２１、２回塗りを標準とする。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

る。

は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとす

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序

以上確保できるものを標準とし目視により検査を行う。

いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態ですべり係数が０．４５

黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

第三者検査機関名

マクロ試験，その他

外観（目視）検査

超音波探傷試験突合せ溶接部

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率又は検査数

備　　考

溶接部及び接合部の検査報告

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鉄骨造建築物の溶接工事に関する指導指針（建築構造設計指針第１２章）

東京都アーク溶接工事管理基準　　　　　（建築構造設計指針第１２章）

建方検査

現寸検査 組立，開先検査 製品検査

スタッドボルト特殊ボルト高力ボルト鋼材

社内検査表

材料規格証明書または試験成績書

建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定　　グレード都登録　　ランク）

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨工事技術指針」

適用は 印を記入する。

有 敷地内 近隣 ボーリング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定

無有調査予定無

ボーリング調査

土質試験 物理探査

静的貫入試験 標準貫入試験

平板載荷試験

水平地盤反力係数の測定

深さ m 支持層 長期許容支持力

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

載荷試験

試験堀 無有

有kN/m

備　　考施　工　法材　　料杭　　種

Ａ種

場所打ち

コンクリート杭

拡底杭

第　　　　　号

手堀

機械堀
深礎

主筋鉄筋

セメント量

コンクリート Fc=

杭仕様

試験杭 有 無

施工計画書承認 杭施工結果報告書

打ち込み 載荷 本

設計支持力 (kN) 杭の先端の深さ (m) 本数 特記事項

厚

厚

厚

H=

厚

型式

型式特殊デッキプレート

キーストンプレート

折　版 型式

ＡＬＣ版

屋根，床，壁(6)

スタッドボルト

アンカーボルト

中ボルト

高力ボルト

ボルト

普通

(5)

特殊 認定品

高力ボルトすべり係数試験 否要

ナット（シングル，ダブル）mm

mm

mm

使用箇所

L=

L=

L=

備　考

無有

現場溶接使用箇所種　類鉄　骨(4)

鋼　　材

特殊継手

ガス圧接継手

重ね継手

継手工法使用箇所径種　類

異形鉄筋

丸　　鋼

躯体

厚Ｃ　種Ｂ　種Ａ　種

鉄　筋(3)

(2) コンクリートブロック（ＣＢ）

普通

普通

普通

土間コンクリート

基礎，基礎梁

捨コンクリート

適用箇所 種類 設計基準強度 スランプ 備　考

コンクリート(1)

cm

ホイスト kN

kNリフト

kN受水槽kN/m倉庫積載床用

エレベータ

門塀 擁壁

無有

煙　突

鉄骨屋根

キュービクル

地下 階 地上 階

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨造（Ｓ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

改築増改築増築新築

建築場所

（１０）その他

（９）特別な荷重

（８）付帯工事

（７）増築計画

（６）屋上付属物

（５）主要用途

（４）階　数

（３）構造種別

（２）工事種別

（１）工事名称

１．建築物の構造内容 ３．地　盤

（２）地盤調査計画

（１）地盤調査資料

（１）直接基礎

（２）杭基礎

４．地業工事

５．鉄筋コンクリート工事

（１）コンクリート

（２）鉄　筋

（３）型　枠

コンクリートの

６．鉄骨工事

７．設備関係

（７）耐火被覆の材料

（６）防錆塗装

（５）溶接及び接合部を検査し工事監理者に報告すること

（４）接合部の溶接は下記によること

（３）工事監理者に検査報告連絡し指示を受けるもの

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

１．片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

２．大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行

３．支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

４．盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受け板、角材または、これに代わるものを置く。

５．支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

６．上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

わない。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

ミニアースアースドリル

拡底杭

日本建築センター認定

１００ １２０ １５０ １９０

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＲ２３５

ＳＭ４００Ａ，Ｂ

ＳＴＫＲ４９０

ＳＳ４００

ＳＭ４９０Ａ，Ｂ

ＳＳＣ４００

Ｆ１０Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２

15

ＧＬ－

ＲＣ

ＰＨＣ

ＳＤ

ＨＯＯＰ　ＳＤ ＢＨ

２ ３

３ ５

５ ８

４

６

６

１０

１０ １６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

１００

５０

鋼管

摩擦杭Ｈ鋼

PRC

鋼材 SKK490SS400

( )Ｂ種 Ｃ種Ａ種ＰＨＣ

( )Ⅳ種ＰＲＣ

基礎，杭の位置を明記すること )(（４）ボーリング標準貫入値，土質構成

（３）地盤調査及び試験杭の結果により，杭長，杭種，直接基礎の深さ，形状を変更する場合もある

深

度

標準貫入試験土　質
Ｎ

値 １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

SC

外観検査 有 無 引張試験 有 無 超音波探傷試験 有 無

メッシュ型枠

８５％又は１２Ｎ／ｍｍ２以上
５Ｎ／ｍｍ２

１８，２１，２４，２７

１８，２１，２４，２７

0

5

10

15

20

25

杭径 (mm)

は、「構造関係共通事項」による。

～

以上

未満

｡｡

｡

１５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ １５Ｃ

ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固め工法

１８,　２１

ＳＴＫ４００

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

ＳＤ３４５

KSS785

Ｄ１０～Ｄ１６

５ｃｍ以上とする。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ及びその他の設備においては建築基準法施行令第129条に適合すること。

2

18

2

33

１８ 15

15

2

Ｄ２２未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ２２以上）をガス圧接とする場合

高架水槽 空調機、室外機

NPH NPH

1

送水施設

2礫

（　　）

高強度せん断補強筋

普通

１８，２１，２４ 15普通

梁，床，壁

かさ上げコン

0.80 100

鳥取県鳥取市国府町雨滝地内

地域水道整備事業の内　国府町雨滝地内雨滝浄水場浄水施設整備工事



図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

mm(m)

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場浄水施設整備工事

令 和  ７  年 度

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図（１）
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あき ｄ０ｄ０

間隔

異形鉄筋

はり

以
上

８
ｄ

φ 基礎下端

補強筋

コンクリート止め板

ＨＯＯＰ＠ １５０

Ｌ
２

φ
１

．
５

φ

基礎下端

１
５

０

１５０ＨＯＯＰ＠ 補強筋

―Ｄ３ １６

１５０

４５゜

以
上

５
０

φ

８
０

０
～

１
０

０
０

以上＋１０００φかつφ２×杭間隔は

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき

ハツリ部分

φ

４
０

ｄ
杭

主
筋

４
５

ｄ

重
ね
継
手

φ

￡

筋の継手は片側溶接

４５ｄ

ＨＯＯＰ

１０ｄ又は重ね継手

１００

主筋のかぶりは

以上とする

４ヶ所）（各

３，０００フラットバー＠

スペーサー

２００以上

Ｌ
２

Ｌ
２

打継ぎ面

以上１５０

曲げ

補強筋

折り曲げ

不可

打継ぎ面

以上１５０

床スラブ

壁縦筋

捨コンクリート

敷込み砂利（割栗）

基礎梁主筋
（Ｄ１３ 以上）

フーチング主筋

Ｄ１０幅止め筋

フーチング

Ｌ
２

以
上

Ｌ
１

以
下

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ Ｐ

基礎ばり

配力筋

交差部ベース筋

以上Ｌ２

下端主筋

ベース筋

第１ベース筋

Ｐ：ベース筋の

設計間隔

を読み替える

の上・下筋８．（３）

（交差部まで延ばす）

（直交布基礎の縁に配置する）

以上

１
０

０
以
上

かぶり厚さ

２０ｄ ４０ｄ

余長４ｄ

1

Ｌ２

以
上

２
０

ｄ

Ｌ
３

又
は

Ｌ
２

≧
１

５
ｄ

４
０

2

ａ≧３
１

Ｌ２ ７
０

３００

梁
幅Ｌ１

Ｗ

Ｌ１

１

４５゜～６０゜

２－Ｄ

３
－

Ｄ

＜Ｈ≦５００

Ｌ
２

※ ※ ※

※
※

※

Ｌ

Ｌ
２

Ｌ

１

１

曲
げ
補
強
筋

立
上

り
筋

壁ばり主筋または

屋根スラブ交差部補強筋

ロ

Ｌ２

Ｌ２

２
Ｌ

Ｐ
Ｐ

以上１８０

横
筋
ピ

ッ
チ

Ｐ
Ｐ

／
２

床スラブ

壁横筋

屋根スラブ

Ｄ１０幅止め筋

従横筋３段ごと

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／

２

横
筋
ピ

ッ
チ

Ｐ

Ｌ２

２
Ｌ

未満１８０

壁横筋

Ｄ１３以上

Ｄ１３以上

イ

イ

ロ

ハ

片側スラブ

単配筋

イ

Ｌ２

単配筋

両側スラブ

両側スラブとも
ロ

Ｌ２

両側スラブロ

片側・両側

スラブとも上階単配筋

ハ

Ｌ２

Ｌ２

耐力壁の長さ

上階耐力壁補強筋

壁ばり主筋

壁ばり縦筋

耐力壁補強筋
下階

延ばすと

施工がし

やすい

Ｄ

絞る

ｅ
≦

Ｄ
－
ｅ

―
１

６

Ｄ

ｅＬ
１

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

壁ばり主筋

（通し筋とする）

Ｄ
－
ｅ

―
１

６
＞

以
上

２
０

ｄ

１
２

０
以

上

／２Ｐ ＰＰ
Ｄ１０

横筋 以上１０Ｄ

以
上

１
５

０

Ｐ

縦筋１第
／２Ｐ Ｐ Ｐ／２Ｐ

調整区間Ｐ以下

以
上

１
８

０

曲げ補強筋 縦筋第１縦筋

２
Ｌ

／２Ｐ Ｐ

Ｐ／２Ｐ Ｐ

Ｐ

２
Ｌ 通し筋

曲げ補強筋

縦筋第１

Ｌ
１

Ｌ２

２Ｌ定着長さ

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｌ

Ｌ
１

１Ｌ

２

２ＬＬ２

／
２

Ｐ

１０Ｄ縦筋

第 縦筋１

曲げ補強筋

Ｄ１３

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｌ
２

横
筋
と

同
径

同
間

隔

以上１０Ｄ横筋

以上１０Ｄ縦筋

曲げ補強筋 以上Ｄ１３

縦補強筋

以上Ｄ１３

Ｐ
／

２
Ｐ

横筋（通し筋）

耐力壁

第 縦筋１

Ｌ２

以上１０Ｄ縦筋

以上１０Ｄ横筋

以上Ｄ１３

曲げ補強筋

幅止メ筋 Ｄ１０ 本ごと３

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

横筋
縦筋

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

縦補強筋１―
縦補強筋４―

Ｌ

下階複配筋

複配筋

ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

中心を超えてから

曲げる

Ｐ Ｐ

Ｌ２

１６ 以上

１０００ Ｈ

１
３

１３
以上

以上 以上

２― Ｄ 以上

１３Ｄ 以上
以上１３Ｄ

R

ａ≧４００ １．５

Ｌ１

０．５約

Ｌ１重ね継手（下図のいずれかとする）

θ＞８０゜

θ

３㎜以下

d

圧接面

ｄ／５d １．４ｄ

圧接面
圧接面

ｄ／４以下１．２ｄ以上

以上 以下

１Ｌ以上Ｌ１

2. 鉄筋加工、かぶり

鉄筋末端部の折曲げの形状

鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角 ９０゜以下

鉄筋のあき

一般事項1.

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

3. 杭 （地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

記号

鉄筋の余長

折まげ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ

ャップタイにのみ用いる。

※片持スラブ上端筋の先端

図

図
鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の径によ

る区分

鉄筋の折り曲げ

（Ｒ）内のり寸法

スパイラル筋

あばら筋

帯筋

鉄筋

鉄筋の種類

上記以外の

最小かぶり厚さ （㎜） （㎜）設計かぶり厚さ

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基礎つなぎ梁

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分

（捨コンクリート部分を除く）

構造部分

３０

４０

６０

３０

４０

５０

７０

２０
※

※

※

※
屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　・非耐力壁

※※

基礎

［注］ 耐久性上有効な仕上げがない場合は、屋内・屋外にかかわらず １０㎜増しとする。

又、軽量コンクリートの場合は、 １０㎜増しの値とする。

片持ちスラブ先端は、最小かぶり ３０

※

※※ ㎜とする。 ［ ８－（１） の＠参照］

鉄筋のフック

ａ．

ｂ．

ｅ．

ｄ．

ｆ．

ａ． ｂ． ｃ．

異形鉄筋では呼び名に用いた数値

粗骨材の最大寸法の

１．５ｄ 以上

１．２５倍以上かつ２５以上

壁長が あばら筋、帯筋 煙突の鉄筋

柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

単純梁の下端筋

その他、本配筋標準に記載する箇所

１ｍ以下の壁横筋の末端

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。）

印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

折曲げ角度

所定の位置に止まった場合

補強筋

ＨＯＯＰ

杭径 ３００φ、３５０φ

１３―Ｄ ―Ｄ ―Ｄ８ １０ ８ １０１６ １６

４００φ ４５０φ ５００φ ６００φ

所定より低く止まった場合

現場打ちコンクリート杭

杭頭処理

立上り部分を分ける）の場合

２回打ち（フーチングと布基礎

原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋

配力筋および交差部ベース筋を配置する

また、特殊な場合には、はかま筋を配置する

ベース筋の間隔は原則として ２０㎝以下とし

配力筋の間隔は ㎝程度とする３０

Ｐ：ベース筋の設計間隔

―Ｄ１３

Ｄ １５０―＠１０

１３―Ｄ６

＋形交差部

Ｔ形交差部

布基礎交差部の配筋（平面）

Ｌ形交差部

4. 基礎

布基礎

5. 耐力壁

縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

耐力壁が交差する場合（平面）

参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

１． ８－（１） 床スラブを耐圧板鉄筋の継手位置は

２．

３．

４．

①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

②の鉄筋はＤ

埋戻し土のある場合は を とする４０ ７０

１３以上

上・下階耐力壁の各種配置

Ｈ≦５００

Ｗ

配筋は同厚の壁リストにならう

２００

※印筋はＤ１０―＠２００

注）壁長 １５００

２本の場合

端部曲げ補強筋 本の場合１

杭基礎 耐力壁の縦・横筋の配置

べた基礎

（両側） （片側）

フック付 フック無し

基礎接合部の補強

壁縦筋

１８０゜鉄筋端の

フックを直交筋に

かぎ掛け

鉄筋を ９０ に゚

直交筋外側に

回し配筋

水平 に曲げ（鉛直）

単配筋の場合 複配筋の場合

端部曲げ補強筋

単配筋の場合

単配筋の場合

単配筋の場合

複配筋の場合

複配筋の場合

複配筋の場合

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置a

Ｔ形交差部の縦・横筋の配置b

c ＋形交差部の縦・横筋などの配置

但しＬ≦φの場合

Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

耐力壁と床・屋根スラブ

異形棒鋼の呼び名に用いた数値

とする

は※印筋は不用とする

以上又は地中梁幅とし、の三角壁厚さは、１

以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること。

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（１）

(1)

(2)

ｄ

￡

φ

Ｌｏ ｈｏ

Ｓ．ＨＯＯＰＨＯＯＰＳＴ

＠ ｒ

Ｄ Ｒ部材の成 直径

部材間の内法高さ

直径補強帯筋

部材間の内法距離中心線

帯筋

半径

あばら筋

間隔

(1)

コンクリートの

設計基準強度

18

21

30～36

39～45

48～60

－

SD345
SD295A

SD295B
SD390

24～27

30d

30d

35d

35d

40d

45d 50d

45d

40d

35d

35d

30d

50d

45d

40d

40d

35d

(a) 直線重ね継手の長さ

以上（※６ｄ 以上）４ｄ以上４ｄ

１８０゜ １３５゜ ９０゜

以上（※ ４ｄ以上）８ｄ

鉄筋は、 ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５を使用する。ＳＤ

以上４ｄ以上、３ｄ Ｄ１９以上はは、Ｒ折曲げ内法寸法 Ｄ１６以上は、

(2)

ＳＤ

ＳＤ

２９５Ａ

２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ

Ｄ

以下Ｄ

１９以上

１６

～Ｄ１９ ２５Ｄ

１６以下

以上

以上３ｄ

以上４ｄ

６ｄ

(3)

（単位：㎜）

圧接継手

ガス圧接形状

コンクリートは普通　Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍ㎡ 以上２４Ｎ／ｍ㎡以下、軽量　Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍ㎡以上２２．５Ｎ／ｍ㎡以下

継手

２．

３．

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

１． 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

(4)

(5)

鉄筋のかぶり厚さ

(6)

(1)

(2)

(2)

(3)

(4)

(1)

(2)

(1)

(3)

(4)

Ｆc(Ｎ／mm2)

Ｌ1

40d

35d

30d

30d

25d

25d 25d

30d

30d

35d

35d

40d －

40d

40d

35d

35d

30d

SD345
SD295A

SD295B
SD390

(a) 直線定着の長さ Ｌ2
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２

段筋２

調整区間Ｐ以下

１

腹筋

幅が１８㎝以上の場合は閉鎖型

幅止め筋Ｄ１０ １０００以下－＠

段筋

Ｌ２壁梁の長さ２Ｌ

１５０

Ｌ１

１５０

６００

６
０

０

２Ｌ

Ｌ１

２Ｌ

２Ｌ

水平定着

水平定着

水平補強筋

１３以上１－Ｄ

１３以上１－Ｄ水平補強筋

Ｒ階

最上階

一般階

基礎

Ｌ１

６００

６
０

０

２Ｌ

水平補強筋

１３以上１－Ｄ

水平定着

水平定着

水平定着

１５０

Ｌ１

６００

６
０

０

２Ｌ

水平定着

水平定着

水平補強筋

１３以上１－Ｄ

１３以上１－Ｄ

（外壁）

１３以上Ｄ２―

（内壁）

１３以上１－Ｄ

（外壁）

１３以上Ｄ２―

（内壁）

水平補強筋

１３以上１－Ｄ

水平補強筋

１３以上１－Ｄ

２Ｌ

１５０

３

２
５

０
以

上

Ｌ

Ｌ１

０．３

Ｌ

Ｂ

継手位置

定着

（下端筋継手位置）

（上端筋継手位置）

１ヶ所で同時に多数の

鉄筋を切らないこと。

壁梁幅

外端 （ ）

あばら筋かけ始め あばら筋かけ始め

※

※

※

（注） 圧接継手を用いる場合、継手間隔は ４００㎜以上とする。

※

４５゜θ＝

（
補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。 ）

２Ｌ

あばら筋

６ｄ

８
ｄ

６ｄ
４

ｄ

スラブ

曲げ補強筋 曲げ補強筋

２Ｌ

１５０

１３Ｄ補強筋 以上

Ｌ３
３０

スラブ

２

２
Ｌ

２
Ｌ

（壁縦筋とは別に
配筋する）

縦筋
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Ｌ Ｂ

Ｃ Ａ Ｃ

ＡＡ
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１３Ｄ
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１
Ｌ
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Ｌ
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Ｌ
１
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Ｌ
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（平面）

（上下各１本）

はり壁に定着

2-D13
13D2-

（上下各１本）

床板厚

受筋１３Ｄ
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Ｄ
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Ｄ

Ｄ
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Ｌ
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Ｌ
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Ｌ
２

Ｈ
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０

０
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下
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以下

設計図による）

（但し、 Ｈ＞８００以上の場合、
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１３Ｄ
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０

ＧＬ

以
下

高
さ

２
２

０
０

４００

５
０

ＧＬ

１５０

Ｄ１０
Ｄ１０

Ｄ

Ｄ

１３

１３

１０Ｄ
控壁用型枠

ブロック

壁の高さの

―
１

５
以上の控壁

２
５
ｄ

以上１
２／

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

標準図（１）の２－（３）による。

7. 壁梁、小梁

壁梁の標準配筋図

壁梁の範囲

定着

正面平面

あばら筋の型

原則として　ａ　のフック先曲げとする。（イ）

（ロ）

片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ、

両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　とすることができる。

フックの位置は　ａ　にあっては交互、

ｂ　にあってはスラブ側とする。

壁梁と壁のおさまり

（単位㎜）

壁長の大きい場合

小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さb

単配筋

Ｄ１３

Ｄ

Ｄ

Ｄ１３

Ｄ

Ｄ

１８０

１８０

１８０

Ｄ１３ Ｄ Ｄ１３ Ｄ

お
さ
ま
り

お
さ
ま
り

は
り
主
筋

は
り
主
筋

曲げ補強筋 曲げ補強筋

１６ １６

１６

１９

１６

１９

１９０

１９０ ２００

１９５

１９５

２０５

２００

２１０

２２０

はり幅の最小寸法（構造体寸法）

（注）かぶり厚さ ４０㎜の場合

複配筋

逆梁

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする

おさまりＢ壁シングル配筋 おさまりＡ

壁ダブル配筋

定着および継手

a 片持床スラブ

床板開口部の補強 （開口の径５００以上の場合）

片持ちスラブ出隅部補強

屋根スラブの補強

継手位置は原則として下表による。

標準継手位置

上端筋

下端筋 短辺・長辺方向

短辺方向

Ｂ

ＡＣ

床板厚さＤ 周囲

２００＜Ｄ≦１５０

Ｄ≦１５０ ２― Ｄ１３各 Ｄ１３各

２― Ｄ１３各 ２―Ｄ１３各

１―

斜め
は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

端部

床板段差

壁梁a

土間コンクリート

a 軽作業の土間

b 間仕切壁との交叉部

9. 階段

釜場

（ダメ穴打継面について）打継ぎ補強

１設計配筋間隔の

無筋部分

長さピッチ／２

その他

手摺、パラペット

手摺

パラペット

コンクリートブロック帳壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

注）

注） ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）

注）

ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

梁貫通孔補強

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打ち合せのこと）

8. 床板
コンクリートブロック塀

a

b

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

径でＬ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

※の個所（入隅）は各階補強する

Ａ Ｂ

１０Ｄ －＠２００長さ８００以上

既製品

リング型 パイプ型 金網型 フレート型

鉄筋標準配筋

設置可能範囲 梁端部（スパン

但しφ≦Ｄ／３とする

縦筋

２－（２－Ｄ１３）

ＳＴ ２－Ｄ１３－１００＠ 縦筋 ＳＴ ２－Ｄ１３－１００＠

折筋 ２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

１００＜φ≦１５０

横筋 ２－（２－Ｄ１３）横筋

１５０＞φ＞２５０

斜筋 ４－（２－Ｄ１３）

縦筋 ＳＴ ２－Ｄ１３－１００＠

ＳＴ ２－Ｄ１３縦筋
上
下

８０＜φ≦１００

折筋

φ＞

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

部分について計算で

記の位置、寸法によ

確認された場合は右

ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

ａ． 塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は２．２ｍ以下。

ｂ．

ｃ．

ｄ．

地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。

鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

塀の厚さは、塀の高さ２ｍ以下の場合は１２㎝以上、２ｍを超える場合は１５㎝以上。

控壁のない塀例 高さ１．２ｍ以下

立面配筋図

空洞ブロック ３９０×１９０×１２０

２ 以上１Ｌ

壁長の小さい場合 無開口の場合

正

面

複配筋 ｃａ ｂ ｃ 単配筋 ｂ

壁梁鉛直断面

他端にスラブがない場合他端にスラブがある場合

Ｂ

一般床スラブb

設備の小開口が連続してあく場合

孔と孔のへりあき 以上１００

中央 中央

端部

※

※

※

らなくて良い。

（スターラップ補強範囲）

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

２５０
（φ１ ）× ２／以上２φ＋

３

断面配筋図

Ｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

長辺方向

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （２）

(1)

(2)

(3)

(4)

(3)

(2)

(1)

(5)

(4)

(5)

(6)

(1)

(2)

(1)

(2)

(7)

(8)

10.

12.

11.

(1)

立面配筋図

３９０×１９０×１２０

空洞ブロック
壁厚１５㎝以上（高さ２ｍ以下は１２㎝以上） ｍ以下控壁間隔３．４

一般部断面配筋図 控壁部断面配筋図

控壁のある塀例 高さ２．２ｍ以下
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補強筋　5-D13

ｽﾗﾌﾞ上端筋の下に配置

1,
50
0

【Y2通り軸組図　S=1/50】

【X1通り軸組図　S=1/50】 【X2通り軸組図　S=1/50】

X1 X2

Y2

Y1

【Y1通り軸組図　S=1/50】

X1 X2 X1 X2

Y1 Y2 Y1 Y2
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5
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機械基礎①
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共通事項（特記なき限り下記による。）

1．

2．

開口は施工図にて確認。

【壁、屋根伏図　S=1/50】

共通事項（特記なき限り下記による。）

は、水勾配方向を示す。1．

2． 壁はW15とする。

共通事項（特記なき限り下記による。）

1．地中梁天端はGL-200とする。

2． 基礎下端はGL-800とする。

3．

4．

は嵩上げコン ア200を示す。

は土間コン ア180を示す。

5．

壁はW15とする。6．

機械基礎については施工図にて確認。

【床伏図　S=1/50】

長期設計支持力　100kN/m2

機械基礎④
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符号 版厚 位置
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排水管 VU φ100

浄水処理室

L=1.5m

土工①

PP φ13 L=1.5m

原水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ管

浄水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ管

PP φ13 L=4.3m 土工 ① L=4.3m

土工 ① L=7.9m

土工 ① L=18.1m

導水管（取水井～紫外線処理装置）HPPE φ50 L=19.2m

送水管（紫外線処理装置～配水池）HPPE φ50 L=11.8m

排水管 HIVP φ50

VUφ40

（既設）送水管PPφ40

（既設）電気ケーブル

（既設）次亜塩素注入管　VPφ13

VUφ75

（
既
設

）
排
水
管
　
VUφ

7
5

新設導送水管

雨滝浄水場進入路整備工事
R6施行　国府町雨滝地域

新設排水管

【凡例】

既設送水管
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場内配管工 断面図
S=1:100

標準掘削断面図
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アスファルト舗装(As20)
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（電気設備工事）

既設排水管

VUφ40

既設排水管
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HPPEφ50
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雨滝浄水場浄水施設整備工事
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既設PPφ40

既設HPPEφ50

HPPE 乙切管φ50x1000　

配水池→

HPPExPP用ソケットφ50×40-1

メカニカル耐震継手 HPPExHPPE φ50-1

ﾒｶﾆｶﾙ継手
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　⑤ アルミガラスクロス

　② 鉄線
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令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

場内配管工 配管詳細図（2/2）

場内配管工 配管詳細図（2/2）

mm

雨滝浄水場浄水施設整備工事
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309.22(GL)
309.42(FL)

309.22(GL)
309.42(FL)

309.22(GL)
309.42(FL)

309.22(GL)
309.42(FL)

1－1

1 1

2 2

2－2

3－3

3

3

4

4

4－4

6500 6500

45004500

取水井

有圧換気扇

給気口

紫外線照射装置

機器・器具表

記号 名称 台数 仕様 設置場所 備考

紫外線照射装置 1 型　　式：屋内ユニット型紫外線照射装置

寸　　法：2200mm×1320mm×2100mmH

処理能力：最大100m3/日（24時間運転）

電　　源：単相100V 60Hz

運転台数：単独交互運転（2基）

ランプ数：低圧紫外線ランプ　1本／基×2基

対象水質：紫外線透過率95％，濁度2.0度以下，色度5.0度以下

装置性能：クリプトスポリジウム等を99.9％以上不活化

照 射 量：常時10mJ/cm2以上

付 属 品：除湿器，制御盤

予 備 品：紫外線ランプ，ランプスリーブ

RC基礎（建築工）

1
3
50

ガスボンベ保管庫

炭酸ガス注入装置

45
0
0

9
00

1
40

0

550

9
0
0

6500

紫外線照射装置

1100

ガスボンベ保管庫

紫外線照射装置炭酸ガス注入装置

300 2210 1100

有圧換気扇

900

2
50

0

47
0

給水取付高

1100

2610

炭酸ガス注入装置

給気口

紫外線照射装置

900

2
50

0

(2360) (780)

炭酸ガス注入装置 1

ガスボンベ保管庫 1 紫外線処理(屋外)

RC基礎（建築工）型　　式：流量自動制御式

寸　　法：600mm×500mm×1950mmH

能　　力：4.8～71.3g/h（2.45～36.3NL/h）

電　　源：単相100V 60Hz

付 属 品：炭酸ガスボンベ切替器（減圧機構付半自動切換）

　　　　　制御盤

型　　式：ガス容器収納庫（多雪地域仕様）

寸　　法：1100mm×650mm×2160mm

材　　質：高耐食溶融メッキ鋼板

収 納 数：50キロ容器2本

1690 滅菌装置

滅菌装置 1 型　　式：滅菌装置ユニット（自動エアー抜き仕様）

寸　　法：880mm×770mm×1780mm

電　　源：単相200V 60Hz

能　　力：吐出量0～30mL/min

RC基礎（建築工）

付 属 品：薬液槽 PVC製 100L 角型

　　　　　操作盤

　　　　　二方向切替弁

　　　　　Ｒ型不断水注入装置（チタン注入口付）

　　　　　架台（SUS304）

有圧換気扇（排気形） 1 型　　式：有圧換気扇(低騒音形・羽根径20cm)

風　　量：780m3/h

電　　源：単相100V 60Hz

付 属 品：電動式シャッター

　　　　　ウェザーカバー（SUS 防虫網付），不燃枠

有圧換気扇（給気形） 1 型　　式：有圧換気扇(低騒音形・羽根径20cm)

風　　量：780m3/h

電　　源：単相100V 60Hz

参考品番：EWF-20YSA2

　　　　　温湿度マルチコントローラ

参考品番：EWF-20YSA2-Q

付 属 品：電動式シャッター

　　　　　ウェザーカバー（SUS 防虫網付），不燃枠

　　　　　延長湿度センサー，延長シールドケーブル(10m)

図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

(参考)

平 面 図
S=1:50

断 面 図
S=1:50

機器配置図

機器配置図　（平面図　断面図）

浄水処理室

浄水処理室

浄水処理室

浄水処理室

浄水処理室

mm

4110 2200

3
5
05

9
95

9
9
5

3
5
05

550 3560 2200

1400 2910 2960 1350

2200

雨滝浄水場浄水施設整備工事

残留塩素計

43
0

1,100

＊電気設備工事施工

(電気設備工事施工)

5
35

(電気設備工事施工)

滅菌装置

650

650 1,250

滅菌装置
(電気設備工事施工)

1250

残留塩素計

2210

(電気設備工事施工)

(電気設備工事施工)
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紫外線照射装置ユニット フローシート

ユニット盤外形図（参考）
S=1:10

紫外線照射装置ユニット外形図（参考）
S=1:20 Non Scale
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0

品番 名       称

1 架　台

2 紫外線照射装置

ノズルリスト

名　　称記 号

原水入口N-1

処理水出口N-2

緊急排水N-3

雑排水

N-5

3

4

ＵＶユニット盤

5

緊急排水弁

6

7

8

9

10

11

Y型ストレーナ

12

排気弁

流入弁

流出弁

流量計

手動流入弁

手動流出弁

吸排気弁

原水流入調整弁

13

濁度計

14

15

排水調整弁

16

17

指示圧力計

手動ボール弁

18

手動ボール弁

試料水入口

N-4

逆止弁

19

20

除湿機

手動ボール弁21

プラグ22

23

手動流出弁

仕      様個数材  質

1

SUS304 SCW-AN01 100m3 /日/基SUS304 2

SUS304

継 手 形 状

JIS10K 50A FF

50A TS ユニオン

JIS10K 50A FF

JIS10K 50A FF

SEHC-P 1

2

1

1

2

2

2

2

SCS/ガラス

10K 40Aウエハ AC100V 60VA

10K 25Aウエハ オリフィス式

2

SUS304

1SCS

1

10K 50ARF SUS 40メッシュ

1―

別途図面参照

10K 50Aフランジ 外ねじ式

10K 40Aウエハ AC100V 60VA

10K 50Aウエハ AC100V 60VA

1

PPS/SUS316

SCS13A

SCS/PTFE

SCS13A

SCS13A

SCS/PTFE

SCS/PTFE

SCS13A/SUS

SCS/PTFE

SCS/PTFE

SCS/PTFE

SCS13A 1 10K 50Aフランジ スイング式

― 1 単相100V 6.0/5.6A 500/550W

SCS13A

SCS13A

1SCS/PTFE

 100×50×5t,L50×50×5t他

レリーフ弁 224 SCS/FKM 20A(Rc3/4)

2

3

4

2

1

20A(R3/4)×25A(Rc1)

15A(R1/2)×10A(Rc3/8)

φ75 10A(R3/8)最高値置針付

15A(Rc1/2)　蝶型ハンドル

10A(Rc3/8)　蝶型ハンドル

20A(Rc3/4)　蝶型ハンドル

20A(R3/4)

20A(Rc3/4) ユニオン

φ8×φ10

10K 50Aウエハ ギヤ式

10K 40Aウエハ ギヤ式

10K 40Aウエハ ギヤ式

10K 50Aウエハ ギヤ式

1,100 kg空  重量

運転重量 1,150 kg

概略重量

口　　径

JIS10K　50A　FF処理水出口

JIS10K　50A　FF緊急排水

JIS10K　50A　FF原水入口

名　　称

処理能力

単独交互運転運転台数

備　　考

MAX 100 m3/日(24時間運転)

常時10 mJ/cm照 射 量

MAX 200 m3/日(24時間運転)

2台並列運転

型　　式 SCW-AN01-UN1 SCW-AN01-UN2□ □

機器名称

数　　量

仕　　様

機器番号

型　　式

備　　考

緊急排水弁

1台

電源 AC100V 1φ 50/60Hz

電動式ボールバルブ

材質　SCS13/PTFE

口径　10K　50Aウエハ

No.□流入弁　　　□:1,2

2台

電動式ボールバルブ

MV-01 MV-11,MV-21

No.□流出弁　　　□:1,2

2台

MV-21,MV-22

流量計

2台

オリフィス式流量計

口径　10K　25Aウエハ

流量レンジ　1～5m3/h

原水圧力計

1台

ブルドン管式圧力計

口径　R3/8

圧力レンジ　0～1.0MPa

ストレーナ

2台

Y形ストレーナ

口径　10K　50A

本体材質　SCS13A

材質　SCS14/耐熱ガラス

パッキン材質　FPM

接液部材質　SUS316

最高値置針付

スクリーン　SUS304　

FI-11,FI-21

電源 AC100V 1φ 50/60Hz

消費電力　60VA

電源 AC100V 1φ 50/60Hz

消費電力　60VA

WS-01,WS-02PG-01

材質　SCS13/PTFE

口径　10K　40Aウエハ

材質　SCS13/PTFE

N-2

N-3

N-1

記　　号

50A TS ユニオン雑排水N-4

　　　　40メッシュ

試料水入口N-5

電動式ボールバルブ

口径　10K　40Aウエハ

消費電力　60VA

除湿機

1台

コンプレッサー式

除湿能力 21/25 L/日

（室温27℃湿度60%時）

AC100V 50/60 Hz

消費電力 500/550 W

DF-01

コンセント接続

ランプ数 低圧紫外線ランプ　×1本／基

紫外線透過率 95％　濁度2.0度以下　色度 5.0度以下対象水質

電　　源 AC100V　単相　50/60Hz AC100V　単相　50/60Hz

定格容量 750VA 50Hz(除湿時 +600VA) 1,000VA 50Hz(除湿時 +600VA)

750VA 60Hz(除湿時 +560VA) 1,000VA 60Hz(除湿時 +560VA)

濁度計

1台

低濁度計

測定スパン　0～20度

測定原理　90度散乱光方式

電源　DC24V

TU-01

消費電力　15VA(起動時)

20A(Rc3/4) ユニオン

電動式

ボール弁

ストレーナ

バタフライ弁

発信器

凡 例

M

排気弁（吸排気弁）

PI 圧力指示

FI 流量指示

玉形弁

逆止弁

レリーフ弁

クリプトスポリジウム等を99.9％以上不活化装置性能

公益財団法人 水道技術研究センター
【紫外線照射装置JWRC技術審査基準 2019年度版】

2 以上

マンセル値 5Y7/1　全艶

A-465-2

有

塗装色

SEHC-CF　2.3t
材　質

屋内壁掛型 型　式

・ルーバ

備 考

SLS-17BF　　　　1台

備考

40×200×3t

16×50×2t

寸法

UVユニット盤

開-閉-自動

流入弁

記入文字記号

NP0

NP1

NP2

CS1

NP3

NP4

No.1

数量

1

CS2

CS3

CS4

SEHC-CF　2.3t

SEHC-CF　2.3t

NP5

全閉

GR

SL1～5

全開

開-閉-自動

開-閉-自動

開-閉-自動

開-閉-自動CS5

金属銘板 １系－自交－２系 COS1

受電

W

SFI

UV装置

重故障
R

RW

流出弁

故障

R

R R

Ｒ

緊急排水弁

R

運転指令

通水可

R

ELCB

ﾄﾘｯﾌﾟ

UV装置

R R

R Ｒ R R

濁度

高

R

R

予備
緊急排水弁

故障

ELCB

ﾄﾘｯﾌﾟ

流出弁

故障

流入弁

故障

流入弁

故障

UV装置

重故障

ELCB

ﾄﾘｯﾌﾟ

電動弁

1系

ELCB

ﾄﾘｯﾌﾟ

電動弁

2系

ELCB

ﾄﾘｯﾌﾟ

UV装置

W

W

予備

O

O

R

R

UV装置

軽故障

UV装置

軽故障

SLS-17BK　　　　1台

・換気扇付ｽﾃﾝﾚｽ製ﾙｰﾊﾞ

(IP45)

3-30R 故障復帰

ランプテスト

φ30メガネ

No.1

No.2

No.2

流出弁

流入弁

流出弁

3-11L

16×50×2t

16×50×2t

16×50×2t

16×50×2t

金属銘板

金属銘板

金属銘板

金属銘板

金属銘板

φ30メガネ

緊急排水弁

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

No.1
No.1 No.1 No.1 No.1

No.2
No.2 No.2 No.2 No.2

W

確立

1系自動運転

W

確立

2系自動運転

PLC

異常
予備

(IP45)

B-1480-SD

函　体

扉

中　板

トッテ

キー

扉ｽﾄｯﾊﾟｰ

に基づいた認定を受けたもの。

銘板記入文字

図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

鳥取市国府町雨滝地内

令 和  ７  年 度

紫外線照射装置詳細図

紫外線照射装置詳細図

mm

(参考図)

雨滝浄水場浄水施設整備工事
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図　　名

図示

図　　号単　　位

図面Size

位　　置

縮　　尺

鳥 取 市 水 道 局

工 事 名

A1

施工年度

地域水道整備事業の内 国府町雨滝地域

―

令 和  ７  年 度

鳥取市国府町雨滝地内

雨滝浄水場 紫外線照射装置 INFリスト

雨滝浄水場浄水施設整備工事
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紫外線照射装置 INFリスト

NO 信号名称 信号分類
発進場所

外部盤

信号

種別

表示

場所 信号形式 ﾚﾝｼﾞ 単位

計測レベル 信号

点数

復帰

方法
備考

1 運転指令 指令 ○← 表示灯 D 1 ステータス

○2 通水可 状態 → 表示灯 D 1 ON：通水可

○3 処理中 状態 → － D 1 ON：処理中

○4 1系 自動運転確立 状態 → 表示灯 D 1 ON：起動条件成立、OFF：起動条件不成立

○5 NO.1UV装置 保守中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：保守中

○6 NO.1UV装置 点灯中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯中

○7 NO.1UV装置 点灯準備中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯準備中

○8 NO.1UV装置 点灯保持中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯保持中

○9 NO.1UV装置 点灯時間 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ P 1パルス 1 時間/ﾊﾟﾙｽ

○10 NO.1UV装置 点灯時間同期 状態 → － D 1 ON：同期開始 ワンショット

○11 NO.1流入弁 開 状態 → 表示灯 D 1 ON：開

○12 NO.1流出弁 開 状態 → 表示灯 D 1 ON：開

○13 1系重故障 故障 → 表示灯 D 1
ON：重故障（NO.1UV装置重故障項目・ELCB

○14 1系軽故障 故障 → 表示灯 D 1 ON：軽故障（NO.1UV装置 軽故障項目）

手動

手動

ﾄﾘｯﾌﾟ、1系電動弁動作渋滞・ELCBﾄﾘｯﾌﾟ）

○15 2系 自動運転確立 状態 → 表示灯 D 1 ON：起動条件成立、OFF：起動条件不成立

○16 NO.2UV装置 保守中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：保守中

○17 NO.2UV装置 点灯中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯中

○18 NO.2UV装置 点灯準備中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯準備中

○19 NO.2UV装置 点灯保持中 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ D 1 ON：点灯保持中

○20 NO.2UV装置 点灯時間 状態 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ P 1パルス 1 時間/ﾊﾟﾙｽ

○21 NO.2UV装置 点灯時間同期 状態 → － D 1 ON：同期開始 ワンショット

○22 NO.2流入弁 開 状態 → 表示灯 D 1 ON：開

○23 NO.2流出弁 開 状態 → 表示灯 D 1 ON：開

○24 2系重故障 故障 → 表示灯 D 1
ON：重故障（NO.2UV装置重故障項目・ELCB

○25 2系軽故障 故障 → 表示灯 D 1 ON：軽故障（NO.2UV装置 軽故障項目）

手動

手動

ﾄﾘｯﾌﾟ、2系電動弁動作渋滞・ELCBﾄﾘｯﾌﾟ）

○26 原水濁度 高 故障 → 表示灯 D 1 ON：濁度高自動

○27 緊急排水弁 開 状態 → 表示灯 D 1 ON：開

○28 緊急排水弁 故障 故障 → 表示灯 D 1 ON：故障（ELCBﾄﾘｯﾌﾟ、動作渋滞）手動

29 PLC 異常 故障 → 表示灯 D 1 ON：異常 出力せず手動

インターフェース項目（接点信号）

NO 信号名称 信号分類
発進場所

外部盤

信号

種別

表示

場所 信号形式 ﾚﾝｼﾞ 単位

計測レベル 信号

点数

復帰

方法
備考

1 NO.1UV装置 UV強度 計装 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1 盤内SW切替　許容負荷：750Ω

○2 NO.1UV装置 UV照射量 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

許容負荷：750Ω○3 NO.1UV装置 装置温度 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

○4 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

○5 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

○6 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

○7 原水濁度 計装 → ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ A 1

インターフェース項目（計装信号）

UVﾕﾆｯﾄ盤 UVﾕﾆｯﾄ盤

○ → DC4-20mA 0-20 W/m2

DC4-20mA 0-100 mJ/cm2

DC4-20mA 0-60 ℃

盤内SW切替　許容負荷：750ΩDC4-20mA 0-20 W/m2

盤内SW切替　許容負荷：750Ω

NO.2UV装置 UV強度

NO.2UV装置 UV照射量

NO.2UV装置 装置温度 許容負荷：750Ω

DC4-20mA 0-100 mJ/cm2

DC4-20mA 0-60 ℃

盤内SW切替　許容負荷：750Ω

DC4-20mA 許容負荷：750Ω0-10 度

D：接点信号

A：アナログ信号

P：パルス信号

D：接点信号

A：アナログ信号

P：パルス信号

：インターフェース該当項目



ヒーター付き自動切替器詳細図（参考）
S=1:5

炭酸ガス注入装置制御盤外形図（参考）
S=1:10
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名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管布設(人力)据付工 1ｍ当たり単価表
第12号

鋼管
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  57(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.1   4週8休

普通作業員 人       0.1   4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1箇所当たり単価表
第13号

鋼管
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  58(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

鋼管
小口径管切断 呼び径13mm 箇所       1     第76号単価表

鋼管
小口径管ねじ切り 呼び径13mm 箇所       1     第77号単価表

鋼管
小口径管ねじ込み接合 呼び径13mm 口       2     第78号単価表

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1箇所当たり単価表
第14号

鋼管
呼び径30mm

     

鳥取市水道局

P.  59(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

鋼管
小口径管切断 呼び径32mm 箇所       1     第79号単価表

鋼管
小口径管ねじ切り 呼び径32mm 箇所       1     第80号単価表

鋼管
小口径管ねじ込み接合 呼び径32mm 口       2     第81号単価表

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 04  30mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

止水栓取付け工 1箇所当たり単価表
第15号

鋼管用 止水栓のみ
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  60(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.064 9 4週8休

普通作業員 人       0.027 9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

種別 A = 02  鋼管用 種別C = 02  止水栓のみ
呼び径 B = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 1箇所当たり単価表
第16号

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
配水管呼び径50mm 給水管呼び径25mm

     

鳥取市水道局

P.  61(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.06  9 4週8休

普通作業員 人       0.06  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

配水管呼び径 A = 01  50mm 給水管呼び径B = 03  25mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機器等据付工(第7類) 1台当たり単価表
第17号

安全設備､架台類
質量0.0014t
支持金具

     

鳥取市水道局

P.  62(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

設備機械工 人       0.0069 4週8休

合  計 台       1     
          
          

1台当り質量(ｔ) A = 0.0014 材質補正B = 01  ｱﾙﾐ製以外



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機器等据付工(第7類) 1台当たり単価表
第18号

安全設備､架台類
質量0.0006t
支持金具

     

鳥取市水道局

P.  63(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

設備機械工 人       0.0029 4週8休

合  計 台       1     
          
          

1台当り質量(ｔ) A = 0.0006 材質補正B = 01  ｱﾙﾐ製以外



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 1ｍ当たり単価表
第19号 呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  64(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.06  4週8休

普通作業員 人       0.1   4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 1口当たり単価表
第20号 呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  65(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm 融着継手（EF継手）B = 01  行わない



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 1口当たり単価表
第21号 呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  66(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1口当たり単価表
第22号

ネジ
呼び径20mm

     

鳥取市水道局

P.  67(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

鋼管
小口径管ねじ込み接合 呼び径20mm 口       1     第82号単価表

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 02  20mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1口当たり単価表
第23号

ネジ
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  68(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

鋼管
小口径管ねじ込み接合 呼び径13mm 口       1     第78号単価表

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

止水栓取付け工 1箇所当たり単価表
第24号

PP用 止水栓のみ
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  69(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.034 9 4週8休

普通作業員 人       0.007 9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

種別 A = 04  PP用 種別C = 02  止水栓のみ
呼び径 B = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1口当たり単価表
第25号

1口当たり
呼び径20mm

     

鳥取市水道局

P.  70(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 03  20mm 単位B = 01  1口当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1口当たり単価表
第26号

1口当たり
呼び径25mm

     

鳥取市水道局

P.  71(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 04  25mm 単位B = 01  1口当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1口当たり単価表
第27号

1口当たり
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P.  72(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.005 9 4週8休

普通作業員 人       0.005 9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm 単位B = 01  1口当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 1口当たり単価表
第28号 呼び径20mm

     

鳥取市水道局

P.  73(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 03  20mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 1口当たり単価表
第29号 呼び径25mm

     

鳥取市水道局

P.  74(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 04  25mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管明示ｼｰﾄ工 1ｍ当たり単価表
第30号

     

鳥取市水道局

P.  75(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.4   4週8休

ポリエチレンクロス
埋設標識シ－ト １５０ｍｍ ｍ     100     折込率2倍，ｱﾙﾐなし

合  計 ｍ     100     

単位当り ｍ       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 1m3当たり単価表
第31号 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)

     

鳥取市水道局

P.  76(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

土木一般世話役 人       1.9   4週8休

普通作業員 人       5     4週8休

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 ｸﾛｰﾗ型 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) 時間      11.1   第83号単価表

諸雑費 式       1     

合  計 m3     100     

単位当り m3       1     
          
          
ﾊﾞｯｸﾎｳ規格 A = 16  排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

土砂等運搬 1m3当たり単価表
第32号

小規模 土砂(岩塊・玉石混り土含む)
DID区間無し  距離35.0km以下(19.0km超)

機械構成比：24.45%      労務構成比：63.42%      材料構成比：12.13%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  77(0733200052-0)

ダンプトラック[オンロード・ディーゼル] ダンプトラック[オンロード・ディーゼル]
 4t積級 24.45%  4t積級
 (タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)  (タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)
一般運転手 運転手(一般) 4週8休
 63.42%  
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 12.13%  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          

土砂等発生現場 A = 02  小規模 DID区間の有無D = 01  DID区間無し
積込機種・規格 B = 05  バックホウ山積0.28m3(平積0.2m3) 運搬距離F = 60  距離35.0km以下(19.0km超)

土質 C = 01  土砂(岩塊・玉石混り土含む)



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) 1m3当たり単価表
第33号

ﾀﾝﾊﾟ締固め 購入土 (山土 CBR≧12)
ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)

     

鳥取市水道局

P.  78(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

土木一般世話役 人       2.5   4週8休

普通作業員 人       6.8   4週8休

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 ｸﾛｰﾗ型 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) 時間       7.6   第83号単価表

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 日       3     第84号単価表

ＣＢＲ≧１２
山土 ｍ３     100     

諸雑費 式       1     

合  計 m3     100     

単位当り m3       1     
          
          
埋戻材料 A = 08  購入土 (山土 CBR≧12) ﾊﾞｯｸﾎｳ規格C = 16  排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

路盤工 1㎡当たり単価表
第34号

粒度調整砕石 M-40
施工幅1.8m未満 t=0.2ｍ(2層)

     

鳥取市水道局

P.  79(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       1.56  4週8休

Ｍ－４０
粒度調整砕石 m3      25.4   

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 日       0.9   第85号単価表

諸雑費 式       1     

合  計 ㎡     100     

単位当り ㎡       1     
          
          

施工幅 A = 01  1.8m未満 路盤材厚(ｍ)C = 0.2
路盤材種別 B = 05  粒度調整砕石 M-40 路盤種別D = 01  上層路盤



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

基礎砕石 1m2当たり単価表
第35号の1

砕石の厚さ20.0cmを超え22.5cm以下
RC-40

機械構成比：5.27%       労務構成比：73.15%      材料構成比：21.58%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  80(0733200052-0)

<賃>バックホウ(クローラ型) バックホウ 4週8休
 山積0.8m3(平積0.6m3) 5.24%  クローラ型
 排1～3,2011,2014  山積0.8m3(平積0.6m3)
その他(機械) その他(機械)
  
  
普通作業員 普通作業員 4週8休
 35.06%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 14.84%  
  
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 13.99%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 8.76%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
再生クラッシャーラン 再生クラッシャーラン
 ＲＣ－４０ 16.81%  RC-40
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 4.74%  
  
その他(材料) その他(材料)
  
  
積算単価 積算単価
  
  



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

基礎砕石 1m2当たり単価表
第35号の2

砕石の厚さ20.0cmを超え22.5cm以下
RC-40

機械構成比：5.27%       労務構成比：73.15%      材料構成比：21.58%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  81(0733200052-0)

          
          
砕石の厚さ A = 05  砕石の厚さ20.0cmを超え22.5cm以下 1日未満で完了する作業の適用 D = 01  -(全ての費用)
砕石の種類 B = 01  RC-40



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管路埋戻(機械埋戻ﾊﾞｯｸﾎｳ) 1m3当たり単価表
第36号

ﾀﾝﾊﾟ締固め 発生土
ﾊﾞｯｸﾎｳ 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)

     

鳥取市水道局

P.  82(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

土木一般世話役 人       2.5   4週8休

普通作業員 人       6.8   4週8休

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 ｸﾛｰﾗ型 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) 時間       7.6   第83号単価表

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 日       3     第84号単価表

諸雑費 式       1     

合  計 m3     100     

単位当り m3       1     
          
          
埋戻材料 A = 01  発生土 ﾊﾞｯｸﾎｳ規格C = 16  排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 1ｍ当たり単価表
第37号 呼び径200mm

     

鳥取市水道局

P.  83(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.25  4週8休

普通作業員 人       0.49  4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 12  200mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 1ｍ当たり単価表
第38号 呼び径100mm

     

鳥取市水道局

P.  84(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.12  4週8休

普通作業員 人       0.2   4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 09  100mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1箇所当たり単価表
第39号

1箇所(2口)当たり
呼び径200mm

     

鳥取市水道局

P.  85(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.07  9 4週8休

普通作業員 人       0.07  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 12  200mm 単位B = 02  1箇所(2口)当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 1口当たり単価表
第40号 呼び径200mm

     

鳥取市水道局

P.  86(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.02  9 4週8休

諸雑費 ％       5     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 12  200mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 1口当たり単価表
第41号 呼び径100mm

     

鳥取市水道局

P.  87(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.02  9 4週8休

諸雑費 ％       5     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 09  100mm



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

表層(車道・路肩部) 1m2当たり単価表
第42号の1

平均幅員3.0m超
1層当り平均仕上厚50mm

機械構成比：1.35%       労務構成比：9.47%       材料構成比：89.18%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  88(0733200052-0)

<賃>アスファルトフィニッシャ(ホイール型) アスファルトフィニッシャ 4週8休
 舗装幅2.3～6m 0.87%  [ホイール型]
  舗装幅2.3～6.0m
<賃>タイヤローラ タイヤローラ 4週8休
 質量8～20t 0.13%  
  質量8～20t
<賃>ロードローラ(マカダム) ロードローラ 4週8休
 質量10～12t 0.13%  [マカダム]質量10t～12t
  
その他(機械) その他(機械)
  
  
普通作業員 普通作業員 4週8休
 3.39%  
  
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 1.94%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 1.89%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 0.67%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
再生アスファルト混合物 密粒度As混合物(20)
 密粒度（２０） 81.56%  [標準数量]平均仕上り厚50mm
  
アスファルト乳剤 アスファルト乳剤(JISK2208)
 ＰＫ－３  プライムコート用 7.06%  アスファルト乳剤(浸透用)
  PK-3プライムコート用



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

表層(車道・路肩部) 1m2当たり単価表
第42号の2

平均幅員3.0m超
1層当り平均仕上厚50mm

機械構成比：1.35%       労務構成比：9.47%       材料構成比：89.18%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  89(0733200052-0)

軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 0.47%  
  
その他(材料) その他(材料)
  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
平均幅員 A = 04  平均幅員3.0m超 アスファルト混合物小型車割増 G = 01  -

1層当り平均仕上り厚(mm) B = 50 アスファルト混合物夜間割増 H = 01  -
材料 C = 06  再生密粒度アスファルト混合物(20) 1日未満で完了する作業の適用 I = 01  -(全ての費用)

瀝青材料種類 E = 02  PK-3



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

不陸整正工 1㎡当たり単価表
第43号

施工幅1.8m以上
補足材無し　

     

鳥取市水道局

P.  90(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.58  4週8休

振動ﾛｰﾗ運転(賃料) 排ｶﾞｽ 搭乗式ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄ型 3～4t 日       0.16  第87号単価表

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 日       0.16  第85号単価表

諸雑費 式       1     

合  計 ㎡     100     

単位当り ㎡       1     
          
          

施工幅 A = 02  1.8m以上 補足材種別B = 16  補足材無し



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

路盤工 1㎡当たり単価表
第44号

粒度調整砕石 M-40
施工幅1.8m以上 t=0.15ｍ(1層)

     

鳥取市水道局

P.  91(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.71  4週8休

Ｍ－４０
粒度調整砕石 m3      19.05  

振動ﾛｰﾗ運転(賃料) 排ｶﾞｽ 搭乗式ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄ型 3～4t 日       0.2   第87号単価表

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 日       0.2   第85号単価表

諸雑費 式       1     

合  計 ㎡     100     

単位当り ㎡       1     
          
          

施工幅 A = 02  1.8m以上 路盤材厚(ｍ)C = 0.15
路盤材種別 B = 05  粒度調整砕石 M-40 路盤種別D = 01  上層路盤



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

金網・支柱(立入防止柵) 1m当たり単価表
第45号

基礎ブロック
支柱間隔2m

機械構成比：0%          労務構成比：100%        材料構成比：0%          市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  92(0733200052-0)

普通作業員 普通作業員 4週8休
 90.38%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 8.81%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
基礎種別 A = 01  基礎ブロック 1日未満で完了する作業の適用 D = 01  -(全ての費用)
支柱間隔 C = 02  支柱間隔2m



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

基礎ブロック,鋼管基礎 1基当たり単価表
第46号

基礎ブロック 金網柵
基礎砕石有り(t=10cm)

機械構成比：0%          労務構成比：81.33%      材料構成比：18.67%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  93(0733200052-0)

普通作業員 普通作業員 4週8休
 72.62%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 7.91%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
基礎ブロック フェンス用ブロックA 基礎ブロック フェンス用ブロック
 25×25×45(cm) 18.67%  20×20×45(cm)
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
基礎種別 A = 01  基礎ブロック 基礎砕石D = 02  基礎砕石有り(t=10cm)

構造物種別 B = 01  金網柵 1日未満で完了する作業の適用 E = 01  -(全ての費用)



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

門扉 1基当たり単価表
第47号

両開き

機械構成比：0%          労務構成比：100%        材料構成比：0%          市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  94(0733200052-0)

普通作業員 普通作業員 4週8休
 76.94%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 20.15%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
門扉種別 A = 02  両開き 1日未満で完了する作業の適用 C = 01  -(全ての費用)



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

基礎ブロック,鋼管基礎 1基当たり単価表
第48号

基礎ブロック 門扉
基礎砕石有り(t=10cm)

機械構成比：12.54%      労務構成比：75.11%      材料構成比：12.35%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  95(0733200052-0)

小型バックホウ(クローラ型) 小型バックホウ(クローラ型)
 標準型・クレーン機能付・排2 12.54%  標準型・クレーン機能付・排2
 山積0.11/平積0.08m3,吊能力0.8t  山積0.11/平積0.08m3,吊能力0.8t
普通作業員 普通作業員 4週8休
 33.74%  
  
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 31.74%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 8.37%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
基礎ブロック 門扉用ブロックB 基礎ブロック フェンス用ブロック
 55×55×80(cm) 9.44%  20×20×45(cm)
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 2.91%  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
基礎種別 A = 01  基礎ブロック 基礎砕石D = 02  基礎砕石有り(t=10cm)

構造物種別 B = 02  門扉 1日未満で完了する作業の適用 E = 01  -(全ての費用)



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

基礎ブロック,鋼管基礎 1基当たり単価表
第49号

基礎ブロック 門扉
基礎砕石有り(t=10cm)

機械構成比：12.54%      労務構成比：75.11%      材料構成比：12.35%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  96(0733200052-0)

小型バックホウ(クローラ型) 小型バックホウ(クローラ型)
 標準型・クレーン機能付・排2 12.54%  標準型・クレーン機能付・排2
 山積0.11/平積0.08m3,吊能力0.8t  山積0.11/平積0.08m3,吊能力0.8t
普通作業員 普通作業員 4週8休
 33.74%  
  
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 31.74%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 8.37%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
基礎ブロック 門扉用ブロックC 基礎ブロック フェンス用ブロック
 40×40×30(cm) 9.44%  20×20×45(cm)
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 2.91%  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
基礎種別 A = 01  基礎ブロック 基礎砕石D = 02  基礎砕石有り(t=10cm)

構造物種別 B = 02  門扉 1日未満で完了する作業の適用 E = 01  -(全ての費用)



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

地先境界ブロック 1m当たり単価表
第50号の1

C種(150×150×600)
設置 RC-40 養生工無し

機械構成比：0.35%       労務構成比：72.95%      材料構成比：26.7%       市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  97(0733200052-0)

<賃>バックホウ(クローラ型) バックホウ 4週8休
 山積0.8m3(平積0.6m3) 0.35%  クローラ型
 排1～3,2011,2014  山積0.8m3(平積0.6m3)
普通作業員 普通作業員 4週8休
 27.65%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 14.55%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 13.14%  
  
型わく工 型わく工 4週8休
 10.95%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
地先境界ブロック C 地先境界ブロック
 150×150×600 15.93%  C種(150×150×600)
 鳥取県認定グリーン商品  
レディーミクストコンクリート 生コンクリート
 高炉 18-8-40 9.68%  高炉 18-8-25(20) W/C 60%
 W/C60%以下  
再生クラッシャーラン 再生クラッシャーラン
 ＲＣ－４０ 0.77%  RC-40
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 0.32%  
  
積算単価 積算単価
  
  



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

地先境界ブロック 1m当たり単価表
第50号の2

C種(150×150×600)
設置 RC-40 養生工無し

機械構成比：0.35%       労務構成比：72.95%      材料構成比：26.7%       市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P.  98(0733200052-0)

          
          
作業区分 A = 01  設置 均し基礎コンクリート規格F = 02  18-8-40BB

ブロック規格 B = 03  C種(150×150×600) 養生工の有無G = 01  養生工無し
基礎砕石規格 E = 01  RC-40 生コンクリート小型車割増H = 01  -



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 1ｍ当たり単価表
第51号 呼び径50mm 融着接合

     

鳥取市水道局

P.  99(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.1   4週8休

普通作業員 人       0.18  4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm 融着継手（EF継手）B = 02  行う



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 1口当たり単価表
第52号 呼び径50mm 融着継手

     

鳥取市水道局

P. 100(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.056 9 4週8休

普通作業員 人       0.056 9 4週8休

諸雑費 ％       8.5   

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm 単位C = 02  1口当り
融着継手（EF継手） B = 02  行う



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1口当たり単価表
第53号

ＳＫ（ＨＰＰＥ）
呼び径50mm　ストップリングあり

     

鳥取市水道局

P. 101(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径50mm 口       1.3   第90号単価表

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm ストップリングC = 01  ストップリングあり
管種 B = 03  ＨＰＰＥ



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1口当たり単価表
第54号

ＳＫ（ＶＰ）
呼び径40mm　ストップリングあり

     

鳥取市水道局

P. 102(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径40mm 口       1.3   第72号単価表

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm ストップリングC = 01  ストップリングあり
管種 B = 01  ＶＰ



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 1口当たり単価表
第55号 呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 103(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 1口当たり単価表
第56号 JWWA 10K 呼び径65mm以下

     

鳥取市水道局

P. 104(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.05  9 4週8休

普通作業員 人       0.05  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  65mm以下 規格B = 02  JWWA 10K



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 1ｍ当たり単価表
第57号 呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 105(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.1   4週8休

普通作業員 人       0.18  4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 07  50mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 1ｍ当たり単価表
第58号 呼び径20mm

     

鳥取市水道局

P. 106(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.07  4週8休

普通作業員 人       0.12  4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 03  20mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1口当たり単価表
第59号

1口当たり
呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 107(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.02  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 07  50mm 単位B = 01  1口当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 1口当たり単価表
第60号 呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 108(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 07  50mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

止水栓取付け工 1箇所当たり単価表
第61号

VP用 止水栓のみ
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P. 109(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.044 9 4週8休

普通作業員 人       0.017 9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

種別 A = 03  VP用 種別C = 02  止水栓のみ
呼び径 B = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管明示テープ工（ポリエチレン管） 1ｍ当たり単価表
第62号

ＨＰＰＥ　φ５０

     

鳥取市水道局

P. 110(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

管明示ﾃｰﾌﾟ工(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設 ﾃｰﾌﾟの貼付手間のみ
工) 呼び径φ50 ｍ     100     第91号単価表

幅５０ｍｍ
明示テープ 年号入り ｍ     123.74  全管種共通

合  計 ｍ     100     

単位当り ｍ       1     
          
          

口径 A = 02  ＨＰＰＥ　φ５０



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管明示ｼｰﾄ工 1ｍ当たり単価表
第63号

     

鳥取市水道局

P. 111(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.4   4週8休

ポリエチレンクロス
埋設標識シ－ト １５０ｍｍ ｍ     100     折込率2倍，ｱﾙﾐなし

合  計 ｍ     100     

単位当り ｍ       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

機器等据付工(第7類) 1台当たり単価表
第64号

安全設備､架台類
質量0.002t
支持金具

     

鳥取市水道局

P. 112(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

設備機械工 人       0.0098 4週8休

合  計 台       1     
          
          

1台当り質量(ｔ) A = 0.002 材質補正B = 01  ｱﾙﾐ製以外



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

TS継手工 1口当たり単価表
第65号

1口当たり
呼び径100mm

     

鳥取市水道局

P. 113(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.03  9 4週8休

普通作業員 人       0.03  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 09  100mm 単位B = 01  1口当たり



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 1ｍ当たり単価表
第66号 呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 114(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.1   4週8休

普通作業員 人       0.18  4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm 融着継手（EF継手）B = 01  行わない



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 1口当たり単価表
第67号 呼び径40mm

     

鳥取市水道局

P. 115(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

継手工 1口当たり単価表
第68号

ＳＫ（ＰＰ）
呼び径40mm　ストップリングあり

     

鳥取市水道局

P. 116(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 呼び径40mm 口       1.3   第72号単価表

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm ストップリングC = 01  ストップリングあり
管種 B = 02  ＰＰ



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)処理 1m3当たり単価表
第69号

BH山積0.28m3  ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積
DID区間無し 良好 運搬距離18.3km

     

鳥取市水道局

P. 117(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

BH山積0.28m3 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積
ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)運搬費 DID区間無し 良好 運搬距離18.3km m3       1     第92号単価表

合  計 m3       1     
          
          

規格 A = 03  BH山積0.28m3  ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積 路面状態D = 01  良好
運搬距離(km) B = 18.3 種別E = 03  ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)

DID区間 C = 01  DID区間無し



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

現場発生品及び支給品運搬 1t当たり単価表
第70号

クレーン装置付BT2t級2.9t吊
片道運搬距離31.5km以下(27.5km超)

機械構成比：13.58%      労務構成比：83.54%      材料構成比：2.88%       市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P. 118(0733200052-0)

トラック トラック
 クレーン装置付 13.58%  クレーン装置付
 ベーストラック2t積吊能力2.9t  ベーストラック2t級吊能力2.9t
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 42.54%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 41%  
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 2.88%  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          

トラック機種 A = 01  クレーン装置付BT2t級2.9t吊 片道運搬距離(km)C = 21  片道運搬距離31.5km以下(27.5km超)
DID区間の有無 B = 02  DID区間有り



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

既設ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管吊上げ積込み 1ｍ当たり単価表
第71号 呼び径40mm

     

鳥取市水道局

P. 119(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.048 4週8休

普通作業員 人       0.084 4週8休

合  計 ｍ      10     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 1口当たり単価表
第72号 呼び径40mm

     

鳥取市水道局

P. 120(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.03  9 4週8休

普通作業員 人       0.03  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm 融着継手（EF継手）B = 01  行わない



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

仕切弁ボックス撤去工 1箇所当たり単価表
第73号 青銅製仕切弁φ25～50　土被りH=700

鉄蓋設置含む 基礎砕石ﾊﾞｯｸﾎｳ規格排対2次　山積0.28m3

     

鳥取市水道局

P. 121(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.06  4週8休

合  計 箇所       1     
          
          
仕切弁種別 A = 01  青銅製仕切弁φ25～50 基礎砕石ﾊﾞｯｸﾎｳ規格D = 16  排対2次　山積0.28m3

土被り B = 03  土被りH=700



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

撤去工 1箇所当たり単価表
第74号

弁
呼び径40mm
ネジ継手撤去２口含む

     

鳥取市水道局

P. 122(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

弁
据付工 呼び径40mm 箇所       0.6   第93号単価表,ネジ継手２口含む

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管撤去工 1ｍ当たり単価表
第75号

PP
φ40
形式撤去

     

鳥取市水道局

P. 123(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0     4週8休

普通作業員 人       0     4週8休

合  計 ｍ       1     



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管切断 1箇所当たり単価表
第76号

鋼管
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P. 124(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管ねじ切り 1箇所当たり単価表
第77号

鋼管
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P. 125(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.03  9 4週8休

普通作業員 人       0.02  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管ねじ込み接合 1口当たり単価表
第78号

鋼管
呼び径13mm

     

鳥取市水道局

P. 126(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.04  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 口       2     

単位当り 口       1     
          
          

呼び径 A = 01  13mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管切断 1箇所当たり単価表
第79号

鋼管
呼び径32mm

     

鳥取市水道局

P. 127(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.01  9 4週8休

普通作業員 人       0.01  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 04  32mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管ねじ切り 1箇所当たり単価表
第80号

鋼管
呼び径32mm

     

鳥取市水道局

P. 128(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.04  9 4週8休

普通作業員 人       0.04  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 04  32mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管ねじ込み接合 1口当たり単価表
第81号

鋼管
呼び径32mm

     

鳥取市水道局

P. 129(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.04  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 口       2     

単位当り 口       1     
          
          

呼び径 A = 04  32mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

小口径管ねじ込み接合 1口当たり単価表
第82号

鋼管
呼び径20mm

     

鳥取市水道局

P. 130(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.02  9 4週8休

普通作業員 人       0.04  9 4週8休

諸雑費 ％       3     

合  計 口       2     

単位当り 口       1     
          
          

呼び径 A = 02  20mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 1時間当たり単価表
第83号 ｸﾛｰﾗ型 排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3)

     

鳥取市水道局

P. 131(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

特殊運転手 人       0.16  4週8休

小型ローリー（パトロール給油）
軽油 L       5.9   

標準型・排2
バックホウ(クローラ型) 山積0.28/平積0.2m3 時間       1     

諸雑費 式       1     

合  計 時間       1     
          
          
ﾊﾞｯｸﾎｳ規格 A = 16  排対2次 山積0.28m3(平積0.2m3) 運転労務数量C = 0.16
損料割増 B = 01  割増なし 燃料消費量D = 5.9



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) 1日当たり単価表
第84号 ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg

     

鳥取市水道局

P. 132(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

特殊作業員 人       1     4週8休

レギュラー  スタンド
ガソリン L       5     

質量60～80kg
<賃>タンパ(ランマ) 供用日       1.38  4週8休

諸雑費 式       1     

合  計 日       1     
          
          
ﾀﾝﾊﾟ規格 A = 01  ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 燃料消費量C = 5

運転労務数量 B = 1 機械賃料数量D = 1.38



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾀﾝﾊﾟ運転(賃料) 1日当たり単価表
第85号 ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg

     

鳥取市水道局

P. 133(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

特殊作業員 人       1     4週8休

レギュラー  スタンド
ガソリン L       4     

質量60～80kg
<賃>タンパ(ランマ) 供用日       1.61  4週8休

諸雑費 式       1     

合  計 日       1     
          
          
ﾀﾝﾊﾟ規格 A = 01  ﾀﾝﾊﾟ 60～80kg 燃料消費量C = 4

運転労務数量 B = 1 機械賃料数量D = 1.61



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

プレキャスト集水桝 1基当たり単価表
第86号の1

据付 基礎砕石有り
製品質量(kg/基)200kgを超え400kg以下

機械構成比：12.79%      労務構成比：84.51%      材料構成比：2.7%        市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P. 134(0733200052-0)

<賃>バックホウ(クローラ型クレーン付) バックホウ 4週8休
 山積0.28m3(平積0.2m3) 吊能力1.7t 10.32%  クローラ型 クレーン機能付1.7t
  山積0.28m3(平積0.2m3)
その他(機械) その他(機械)
  
  
特殊運転手 運転手(特殊) 4週8休
 37.63%  
  
普通作業員 普通作業員 4週8休
 16.21%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 9.8%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 4.52%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
軽油 軽油パトロール給油
 小型ローリー（パトロール給油） 2.18%  
  
その他(材料) その他(材料)
  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
作業区分 A = 01  据付 基礎砕石の有無C = 01  基礎砕石有り



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

プレキャスト集水桝 1基当たり単価表
第86号の2

据付 基礎砕石有り
製品質量(kg/基)200kgを超え400kg以下

機械構成比：12.79%      労務構成比：84.51%      材料構成比：2.7%        市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P. 135(0733200052-0)

製品質量(kg/基) B = 03  製品質量(kg/基)200kgを超え400kg以下 1日未満で完了する作業の適用 D = 01  -(全ての費用)



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

振動ﾛｰﾗ運転(賃料) 1日当たり単価表
第87号 排ｶﾞｽ 搭乗式ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄ型 3～4t

     

鳥取市水道局

P. 136(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

特殊運転手 人       1     4週8休

小型ローリー（パトロール給油）
軽油 L      13     

<賃>振動ローラ(搭乗式コンバ 質量3～4t
インド型)                 供用日       1.52  4週8休

諸雑費 式       1     

合  計 日       1     
          
          

規格 A = 01  排ｶﾞｽ 搭乗式ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄ型 3～4t 燃料消費量C = 13
運転労務数量 B = 1 機械賃料数量D = 1.52



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

コンクリート 1m3当たり単価表
第88号

小型構造物 18-8-40BB
人力打設

機械構成比：0%          労務構成比：42.01%      材料構成比：57.99%      市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P. 137(0733200052-0)

普通作業員 普通作業員 4週8休
 22.75%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 9.31%  
  
特殊作業員 特殊作業員 4週8休
 7.89%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
レディーミクストコンクリート 生コンクリート
 高炉 18-8-40 57.99%  高炉 24-12-25(20) W/C 55%
 W/C60%以下  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
構造物種別 A = 02  小型構造物 現場内小運搬の有無H = 02  現場内小運搬無し
打設工法 B = 03  人力打設 生コンクリート小型車割増J = 01  -

コンクリート規格 C = 02  18-8-40BB 1日未満で完了する作業の適用 K = 01  -(全ての費用)
養生工の種類 F = 02  一般養生



代表機労材規格（積算地区） 構成比 単価（積算地区） 代表機労材規格（東京地区） 単価（東京地区） 備  考

型枠 1m2当たり単価表
第89号

一般型枠
小型構造物

機械構成比：0%          労務構成比：100%        材料構成比：0%          市場単価構成比：0%          標準単価：              

     

鳥取市水道局

P. 138(0733200052-0)

型わく工 型わく工 4週8休
 43.77%  
  
普通作業員 普通作業員 4週8休
 31.27%  
  
土木一般世話役 土木一般世話役 4週8休
 11.92%  
  
その他(労務) その他(労務)
  
  
積算単価 積算単価
  
  

          
          
型枠の種類 A = 01  一般型枠 1日未満で完了する作業の適用 C = 01  -(全ての費用)

構造物の種類 B = 02  小型構造物



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 1口当たり単価表
第90号 呼び径50mm

     

鳥取市水道局

P. 139(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.04  9 4週8休

普通作業員 人       0.04  9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 口       1     
          
          

呼び径 A = 06  50mm 融着継手（EF継手）B = 01  行わない



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

管明示ﾃｰﾌﾟ工(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設工) 1ｍ当たり単価表
第91号

ﾃｰﾌﾟの貼付手間のみ
呼び径φ50

     

鳥取市水道局

P. 140(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

普通作業員 人       0.09  4週8休

合  計 ｍ     100     

単位当り ｍ       1     
          
          

呼び径 A = 01  φ50



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)運搬費 1m3当たり単価表
第92号

BH山積0.28m3 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積
DID区間無し 良好 運搬距離18.3km

     

鳥取市水道局

P. 141(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

割増なし
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 2t積級 良好 日       2.99  第94号単価表

合  計 m3      10     

単位当り m3       1     
          
          

規格 A = 03  BH山積0.28m3 ﾀﾞﾝﾌﾟ2t積 路面状態D = 01  良好
運搬距離(km) B = 18.3 種別E = 03  ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)

DID区間 C = 01  DID区間無し



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

据付工 1箇所当たり単価表
第93号

弁
呼び径40mm
ネジ継手２口含む

     

鳥取市水道局

P. 142(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

PP用 止水栓のみ
止水栓取付け工 呼び径40mm 箇所       1     第95号単価表

合  計 箇所       1     
          
          

呼び径 A = 05  40mm



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 1日当たり単価表
第94号

割増なし
2t積級 良好

     

鳥取市水道局

P. 143(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

一般運転手 人       1     4週8休

小型ローリー（パトロール給油）
軽油 L      21     

オンロード・ディーゼル
ダンプトラック 2t積級 供用日       1.29  

ダンプトラック　          
タイヤ損耗費 供用日       1.29  

諸雑費 式       1     

合  計 日       1     
          
          

規格 A = 01  2t積級 燃料消費量E = 21
損料割増 B = 01  割増なし 機械損料数量(ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ) F = 1.29
路面状態 C = 01  良好 機械損料数量(ﾀｲﾔ損耗費) G = 1.29

運転労務数量 D = 1



名          称 規          格 単位 数      量 単      価 金      額 雑 摘      要

止水栓取付け工 1箇所当たり単価表
第95号

PP用 止水栓のみ
呼び径40mm

     

鳥取市水道局

P. 144(0733200052-0) 2 地区 国府町（成器、大茅）

配管工 人       0.068 9 4週8休

普通作業員 人       0.017 9 4週8休

諸雑費 ％       1     

合  計 箇所       1     
          
          

種別 A = 04  PP用 種別C = 02  止水栓のみ
呼び径 B = 05  40mm



[名    称] [種    別] [規    格] [単　位] 備考
AD-1 両開き框戸 W1,700×H2,400 式 取付調整費、運搬費等含 1,706,500
門標 SUS製 H250×W800 個 (材工共) 140,400
ステンレス押え金物 SUSﾎﾞﾙﾄ止・頭部ｼｰﾘﾝｸﾞ・裏側溶接共 厚2mmW25+50×H115×55 m (材工共) 16,600
ステンレス押え金物 SUSﾎﾞﾙﾄ止・頭部ｼｰﾘﾝｸﾞ・裏側溶接共 厚2mmW25+100×H85×55 m (材工共) 17,000
ｽﾃﾝﾚｽ軒先水切金物 オールプラグ止め 厚2mmW200×H40mm m (材工共) 16,600
ｽﾃﾝﾚｽ軒先水切金物 オールプラグ止め 厚2mmW250×H40mm m (材工共) 17,500
ｽﾃﾝﾚｽｼﾞｮｲﾝﾄ裏板 厚2mmW80×L200mm ヶ所 (材工共) 2,350
ｽﾃﾝﾚｽｼﾞｮｲﾝﾄ裏板 厚2mmW80×L250mm ヶ所 (材工共) 2,450
埋込み吊りフック 30KN用 SUS304 ヶ所 (材工共) 54,500
埋込み吊りフック 10KN用 SUS304 ヶ所 (材工共) 26,000

紫外線照射装置
屋内ユニット型,付属品含む,
(除湿器，制御盤)

最大100m3/日 台 (材工共) 34,582,000

炭酸ガス注入装置
流量自動制御式、付属品含む
(制御盤)

4.8～71.3g/h
（2.45～36.3NL/h） 台 (材工共) 12,380,000

ガスボンベ保管庫
ガス容器収納庫、多雪地域仕
様、50キロ容器2本

台 279,000

有圧換気扇(排気形) 低騒音形、付属品含む(電動式シャッター、ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ
(SUS 防虫網付)、不燃枠 羽根径20cm 780m3/h 台 湿度ｾﾝｻｰ,ｹｰﾌﾞﾙ10m

,温湿度ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾗ含 239,900

有圧換気扇(給気形) 低騒音形、付属品含む(電動式シャッター、ｳｴｻﾞｰｶﾊﾞｰ
(SUS 防虫網付)、不燃枠 羽根径20cm 780m3/h 台 134,000

ネットフェンス 耐雪型,外忍び付き H1800,2mスパン ｍ 19,980
ネットフェンスコーナー加算 H1800 箇所 720
両開き門扉 耐雪型 H1800×W4000 箇所 410,500
プレキャスト桝 B500-L500-H500 個 14,040
プレキャスト桝 B500-L500-H750 個 14,900
コンクリート蓋 500×500 T-14 枚 2,640
基礎ﾌﾞﾛｯｸ　ﾌｪﾝｽ用ﾌﾞﾛｯｸA B25×L25×H45(cm) 個 3,250
基礎ﾌﾞﾛｯｸ　門扉用ﾌﾞﾛｯｸB B55×L55×H80(cm) 個 34,060
基礎ﾌﾞﾛｯｸ　門扉用ﾌﾞﾛｯｸC B40×L40×H30(cm) 個 6,140
フランジ HPPE,RF形FCD製 φ50-10K(JIS) 個 接合材料含む 22,230
HIフランジ HIVP,RF形 φ50-10K(JIS) 個 2,950
樹脂製三方ボールバルブ Lポート φ50-10K 基 40,820
樹脂製ボールバルブ φ50-10K 基 21,800
配管用SUS鋼管 SUS 8A　L=4000 本 11,980
ねじ込み管継手
SUSエルボ

SUS 8A×90° 個 1,230

ねじ込み管継手
SUSユニオン

SUS 8A 個 3,760

SUSボールバルブ SUS 8A 基 4,160
ねじ込み管継手
SUS径違いニップル

SUS 32A×15A 個 5,400

ねじ込み管継手
SUS径違いエルボ

SUS 15A×8A 個 2,010

ねじ込み管継手
SUSニップル

SUS 8A 個 930

空気弁用サドルバンド HPPE用 φ50×32A 個 25,380
支持金具 （送水管床配管部） SUS304 箇所 26,620
支持金具 （壁配管部） SUS304 箇所 8,170
支持金具 （ガス管床配管部） SUS304 箇所 13,230
不凍伸縮式立水栓 （伸縮型） G3/4　H=500 個 37,280
立水栓用給水栓ボックス SUS 270×220×200 個 46,300
横水栓 φ13 個 物価資料（※1）
金属入給水栓用径違いｿｹｯﾄ HIVP φ20×13 個 物価資料（※1）
硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VU φ100×4000 ｍ 物価資料（※1）
硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VU φ200×4000 ｍ 物価資料（※1）
VUエルボ VU φ100×90° 個 物価資料（※1）
VU大曲がりエルボ VU φ100×90° 個 物価資料（※1）
VU大曲がりY VU φ100×90° 個 物価資料（※1）
VUソケット VU φ200 個 物価資料（※3）
DVエルボ DV φ50×90° 個 物価資料（※1）
DV大曲がりエルボ DV φ50×90° 個 物価資料（※1）
DVﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ DV排水用 φ50 個 物価資料（※3）
VUｲﾝｸﾘｰｻﾞ φ150×100 個 物価資料（※3）
消火器（ABC粉末） 10型蓄圧式3.0kg 本 物価資料（※1）
消火器格納箱 ｽﾁｰﾙ製 600×235×170 個 物価資料（※2）
鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ (歩道用)300 枚 物価資料（※1）
シリンダー南京錠 真鍮製　サイズ50mm 個 物価資料（※1）
平板載荷試験 50kN以内 箇所 物価資料（※3）
スクラップ　鉄 ヘビーH2 ｔ 物価資料（※1）
コア一体型チーズ PPφ13×13 個 物価資料（※1）
防水型複層塗材RE吹付 凸凹模様 下地調整費(C-1)共 m2 物価資料（※4）
塗床材 耐薬品　高強度 エポキシ塗床材,厚0.15mm m2 物価資料（※4）
保温工事(機械・書庫・倉庫) 50A ｍ 物価資料（※4）
保温工事(機械・書庫・倉庫) 20A ｍ 物価資料（※4）

注）

工事名：地域水道整備事業の内　国府町雨滝地域雨滝浄水場浄水施設整備工事
材料

単価

物価資料（※2）：積算資料５月号
物価資料（※1）：建設物価５月号と積算資料５月号の平均

物価資料（※3）：建設物価５月号
物価資料（※4）：建築コスト情報４月号

＊建築工の単価は特別単価表と廃棄料以外は営繕工事標準単価(通期4週8休)（R7.4）による
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